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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

桃
の
節
句

Ｕ
Ｓ
Ａ

ＮＹ五番街にW雛人形
源
吉
兆
庵
で
３
月
展
示
中

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
楽
し
む

　

３
月
３
日
は
桃
の
節
句
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
五
番
街
の
和

菓
子
店
、
源
吉
兆
庵
の
店
内

に
豪
華
な
Ｗ
雛
壇
が
飾
ら

れ
、
街
行
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
銀

座
本
店
の
雛
壇
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
そ
う
で
、
マ
ジ
ソ
ン
街

店
か
ら
の
春
恒
例
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
と
の
こ
と
。
こ
の
季

節
、
日
系
教
育
機
関
や
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
、
天
理
文
化
協
会

の
ホ
ー
ル
で
も
美
し
い
雛
人

形
が
毎
年
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

雛
人
形
は
、
女
の
子
の
誕

生
を
祝
う
と
と
も
に
、
そ
の

健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て
飾

ら
れ
る
。
雛
人
形
の
主
役
は

最
上
段
の
「
お
内
裏
様
」
と

呼
ば
れ
、
夫
婦
の
姿
を
表
現

し
て
い
る
。

　

同
店
で
は
こ
の
Ｗ
雛
の
写

真
を
撮
影
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア

ッ
プ
し
た
こ
と
を
店
の
ス
タ

ッ
フ
に
見
せ
る
と
３
月
３
日

ま
で
源
吉
兆
庵
の
特
製
桜
餅

が
も
ら
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
る
。
寺
門
涼

支
配
人
に
よ
る
と
既
に
30
人

以
上
が
参
加
し
て
い
て
好
評

だ
と
い
う
。
来
年
は
も
う
１

段
雛
壇
を
追
加
し
て
ト
リ
プ

ル
雛
壇
に
す
る
そ
う
だ
。
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
は
今
月
い
っ
ぱ

い
飾
ら
れ
て
い
る
。（
２
月

21
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

NY近郊日本人教育機関
新学期特集11面～15面

津
田
和
男
さ
ん
逝
去

国
連
国
際
学
校
で
教
鞭

　

国
連
国
際
学
校（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
）

で
長
年
、
日
本
語
教
師
と
し
て

教
壇
に
立
ち
、
米
国
北
東
部
に

お
け
る
中
等
日
本
語
教
育
の
先

駆
者
と
し
て
貢
献
し
た
津
田
和

男
さ
ん
が
２
月
18
日
未
明
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
自
宅
で
亡
く
な
っ

た
。（
享
年
76
歳
）。
津
田
さ
ん

は
北
東
部
日
本
語
教
師
会
の
会

長
と
し
て
米
国
東
海
岸
で
日
本

語
を
学
ぶ
現
地
校
の
高
校
生
を

対
象
に
同
校
を
会
場
に
開
催
し

て
き
た
「
春
祭
り
」
を
主
催
し

た
。30
年
目
に
当
た
る
今
年
は
、

初
め
て
会
場
を
ハ
ン
タ
ー
カ
レ

ッ
ジ
に
移
し
て
開
会
式
で
も
元

気
な
姿
を
見
せ
て
挨
拶
、
日
本

語
を
学
ぶ
現
地
校
の
高
校
生
と

大
学
生
が
初
め
て
交
流
す
る
悲

願
の
高
校
大
学
連
携
を
達
成
し

た
ば
か
り
だ
っ
た
。
津
田
さ
ん

は
１
９
４
８
年
埼
玉
県
出
身
。

２
０
２
２
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
を
退

職
。
22
年
に
全
米
日
本
語
教
育

学
会
（
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｊ
）
か
ら
生
涯

功
労
賞
を
受
賞
。

（
関
連
記
事
、
人
物
伝
５
面
に
）

SCHOOL
LIFE 2025

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
側
近

で
実
業
家
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス

ク
氏
が
進
め
る
連
邦
機
関
の
効

率
化
に
伴
う
大
量
解
雇
が
加
速

し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
１
月
の
就
任
初
日
に
大
統
領

令
で
マ
ス
ク
氏
を
ト
ッ
プ
と
す

る
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
（
ド
ー
ジ
）
こ
と

政
府
効
率
化
省
（Department 

of Government Effi ciency

）

を
設
立
。
そ
の
目
的
は
「
連
邦

政
府
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
近
代
化
し
て
、
政

府
の
効
率
性
と
生
産
性
を
最
大

化
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

お
よ
そ
３
０
０
万
人
を
擁
す
る

連
邦
政
府
職
員
の
削
減
計
画
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

　

手
始
め
と
し
て
１
月
29
日
、

２
月
６
日
ま
で
に
退
職
に
応
じ

れ
ば
９
月
30
日
ま
で
の
給
与
を

支
払
う
と
フ
ル
タ
イ
ム
の
連
邦

政
府
職
員
２
０
０
万
人
に
通

知
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙

に
よ
る
と
７
万
５
千
人
以
上
が

応
じ
た
と
い
う
。

　

２
月
11
日
に
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
率

い
る
政
府
効
率
化
省
と
連
携
し

な
が
ら
必
要
不
可
欠
な
ポ
ス
ト

以
外
の
職
員
を
削
減
し
、
雇
用

も
制
限
す
る
よ
う
指
示
す
る
新

た
な
大
統
領
令
に
署
名
。
人
事

管
理
局
は
２
月
13
日
、
政
府
機

関
に
対
し
試
用
期
間
中
（
勤
務

期
間
１
〜
２
年
）
の
職
員
を
原

則
解
雇
す
る
よ
う
指
示
。
退
役

軍
人
省
で
１
０
０
０
人
以
上
、

連
邦
森
林
局
で
３
０
０
０
人
以

上
が
解
雇
さ
れ
る
予
定
な
ど
、

教
育
省
、
中
小
企
業
庁
、
消
費

者
金
融
保
護
局
、
一
般
調
達
局

な
ど
で
も
試
用
期
間
中
の
職
員

を
中
心
に
解
雇
通
知
の
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
た
。
各
国
に
あ
る
大

使
館
も
職
員
削
減
に
備
え
る
よ

う
通
知
さ
れ
た
。

　

ま
た
政
府
効
率
化
省
の
チ
ー

ム
が
同
日
、
連
邦
税
の
徴
収
を

行
う
内
国
歳
入
庁
（
Ｉ
Ｒ
Ｓ
）

を
初
め
て
訪
れ
、業
務
を
視
察
。

Ｉ
Ｒ
Ｓ
の
職
員
は
８
万
人
ほ
ど

だ
っ
た
が
、
富
裕
層
の
納
税
強

化
を
進
め
る
と
し
て
約
10
万
人

に
増
え
て
い
た
。
確
定
申
告
の

シ
ー
ズ
ン
で
、
こ
の
時
期
の
大

量
解
雇
は
還
付
金
を
当
て
に
し

て
い
る
人
た
ち
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
。
核
兵
器
の

備
蓄
の
計
画
や
製
造
、
管
理
も

担
当
し
て
い
る
国
家
核
安
全
保

障
局
（
Ｎ
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
で
は
、
い

っ
た
ん
解
雇
し
た
原
子
力
安
全

担
当
の
連
邦
職
員
を
呼
び
戻
す

な
ど
の
混
乱
も
起
き
て
い
る
。　

　
　
　
　
（
４
面
に
関
連
記
事
）

米
公
務
員
の
大
量
解
雇

続
々
通
知
で
大
混
乱

www.saitollp.com
https://ibec-usa.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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２
月
8
日
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
Ｓ
Ｍ
グ
ロ
ー

バ
ル
・
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク

で
、
日
本
の
伝
統
と
革
新
が
融

合
し
た
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ

た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
大
久
保
亮
代
表
）

の
枠
で
、W

ORLD HIKARI 
Project

が
発
表
さ
れ
、
世
界

初
の
技
術
を
用
い
た
映
画
製
作

を
手
掛
け
るGaia Road

の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
新
ユ
ニ
ッ
ト

AYUUTA feat. 

関
口
理
紗
が

音
楽
と
踊
り
を
融
合
さ
せ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

ま
た
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
担
当
の

池
田
真
優
が
伝
統
と
最
先
端
技

術
が
交
差
す
る
新
た
な
ア
ー
ト

を
生
み
出
し
た
。
国
連
本
部
会

議
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ

ォ
ー
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
とW

ORLD 
HIKARI Project

が
共
同
事
業

を
発
表
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
世
界
へ
日
本
の
新
た
な
取
り

組
み
が
披
露
さ
れ
た
。

日本文化の
伝統と革新
WORLD HIKARI
プロジェクト

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
の
日
本

人
を
中
心
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
第
15
回
「
反
原
発

展
」
が
11
日
（
火
）
午
後
１
時

か
ら
５
時
ま
で
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
の
５
Ｃ
カ
フ
ェ
（
ア
ベ

ニ
ュ
ー
Ｃ
、
68
番
地
、
5
丁

目
／5C Café and Cultural 

Center 68Avenue C NYC @ 
5th Street 

）
で
開
催
さ
れ
る
。

原
子
力
発
電
所
の
危
険
性
を
絵

画
・
版
画
・
写
真
・
オ
ブ
ジ
ェ
・

映
像
な
ど
異
な
る
視
覚
表
現
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
社
会
に
警

告
を
発
信
す
る
展
示
。

　

出
品
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

越
光
桂
子
、
松
田
常
葉
、

ORIN BUCK
、
飯
塚
国
雄
、

遊
真
あ
つ
こ
、
バ
ッ
ク
早

苗
、YUKAKO
、

早

川

朋

子
、
与
語
祐
子
、
小
島
健
司
、

TOSHIKO

、
荒
木
新
子
、
竹

田
あ
け
み
、Tony Sahara
、

高
塩
久
育
、
田
中
康
予
、
村
田

訓
吉
、
ひ
ゃ
く
だ
か
ず
こ
、
八

巻
由
利
子
。
当
日
は
中
垣
顕
実

法
師
に
よ
る
講
演
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ト
ー
ク
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
が
あ
る
。

イーストビレッジで
11日に開催

日本人アーティストら 反
原
発

ア
ー
ト
展

　
Ｊ
コ
ラ
ボ
は
５
月
３
日（
土
）

か
ら
６
月
１
日
（
日
）
ま
で
、

Ｎ
Ｙ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
日
本
で

開
催
さ
れ
る
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
ア
ー
ト
・
イ
ン
・
ラ
イ
フ
展
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。 

同
展
は
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
社

会
問
題
の
改
善
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
プ
リ
ン
ト

し
、
展
示
・
販
売
す
る
。
売
上

の
一
部
は
、
多
様
な
社
会
課
題

に
取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
の
非

営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
に
寄
付

さ
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
自
由
な
創

造
性
を
尊
重
し
、
特
定
の
テ
ー

マ
を
設
け
ず
に
作
品
を
募
集
。

Ｎ
Ｙ
の
展
示
会
場
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ａ
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
階
（300 

7th St, Brooklyn

）。

　

応
募
作
品
は
グ
ラ
ン
プ
リ

形
式
で
審
査
し
、
優
秀
な
作

品 

（
５
人
程
度
）
は
、
10
月
に

開
催
さ
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
「Brooklyn+Japan 

Festival
」
に
て
発
表
・
紹
介

さ
れ
る
予
定
。
実
際
に
作
品
が

アート・イン・ライフ展
Ｊコラボが参加者募集
6月12日に米で開催

プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ア
イ
テ
ム
を

モ
デ
ル
が
着
用
し
ラ
ン
ウ
ェ
イ

を
歩
く
。
さ
ら
に
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

だ
け
で
な
く
、
食
品
や
化
粧
水

な
ど
の
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

し
て
も
商
品
展
開
さ
れ
る
予

定
。
応
募
期
間
は
３
月
31
日
ま

で
。
応
募
枠
１
０
０
人
。
出
品

料
50
ド
ル
。
応
募
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

j-collabo.org/art-in-life-
exhibition

を
参
照
す
る
。

ミュージック・フォー・SDGs

Mother and Child of Fukushima_Kunio Izuka

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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（3）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）3月 1日（土）

３月 NY 日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳クラス
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス

■ 3月 7日（金）10:30am-12pm Apple kids企画「灘田篤子さ
ん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」無料。

■ 10日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さんが
行う。早めに要予約。

■ 11日（火）3・11コミュニティーサービス／ボランティア
企画　東日本大震災から 14年。NY日本総領事館と JAAで
The Bowery Missionで配膳などのボランティア活動を行う。

■ 12日（水）6:39pm-　JAAビジネスウーマンの会主催「変
われるのか、日本社会の女性への人権意識：企業、大学、政
界における現状を語る」講師：伊藤和子弁護士、後藤弘子千
葉大学院教授、三浦まり上智大学教授、モデレーター：津山
恵子（ジャーナリスト）参加費：$30申し込みは JAAまで。

■ 13日（木）12pm-３月の第１敬老会　BENTONの美味しい
お弁当。食後、Jazz Live with Teri Wada, Singer and Hideo 
Nakamura,Pianoをお楽しみ下さい。参加費 $5。敬老会参加、
デリバリー、ピックアップは要予約。

■ 20日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」加藤恵
子弁護士が相談にのる。各 15分。要予約。

■ 20日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運びた
�い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」誰でも参加可能。参加費 $5

■ 21日（金）JCCI & JAA YP network 共催
   「Young Professional Event」スピーカー：五嶋龍（JAA三井
奨学金受賞者）＆谷口真樹（新 JAA理事）。この会 40歳以
下を対象とする。

■ 26日（水）6:30pm- online JAA理事会
■ 27日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝川玲
子弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電話相談室
- Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各
30分。要予約。

■ 27日（木）12pm- 2pm「3月の第 2敬老会」 JAAホールで
敬老会を行う。JAAコーラスと K. IWAKI Band と歌を楽し
みましょう！参加費 $5。敬老会参加、デリバリー、ピックアッ
プは要予約。3月のお誕生日の皆さん、お集まりください。

事務局から
　3月中旬から「55回目の JAA奨学金」奨学生募集を開始。

NY, NJ, CT在住の日本人・日系人の高校 3年生で、この秋
から米国内の大学へ進学する学生を対象にしています。

　https://jaany.org/education/jaa-general-scholarship/

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

２
０
１
９
年
に
サ
バ
イ
バ

ル
・
ア
イ
ド
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
番
組
か
ら
誕
生
し
20
年
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
11
人
組
の
ボ
ー
イ

ズ
グ
ル
ー
プ「
Ｊ
Ｏ
１（
ジ
ェ
ー

オ
ー
ワ
ン
）」。
日
本
国
内
だ
け

で
な
く
海
外
で
も
精
力
的
に
活

動
し
、
ア
ジ
ア
最
大
級
の
音
楽

授
賞
式
「
Ｍ
ネ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア

ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ア
ワ
ー

ド
２
０
２
０
」
で
「
ベ
ス
ト

ニ
ュ
ー
ア
ジ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
活
躍
。

ア
メ
リ
カ
に
も
熱
狂
的
な
フ
ァ

ン
が
大
勢
い
る
彼
ら
が
、
ア
ジ

ア
の
４
か
国
と
ア
メ
リ
カ
で
自

身
初
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
敢

行
中
。
Ｎ
Ｙ
で
は
、
３
月
３
日

（
月
）と
４
日（
火
）の
２
日
間
、

夜
８
時
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ボ
ウ
ル
」（61 

W
ythe Ave

）
で
公
演
を
行
う
。

　

当
初
、
Ｎ
Ｙ
は
４
日
の
一
回

の
み
の
予
定
だ
っ
た
が
、
チ
ケ

ッ
ト
発
売
後
ま
も
な
く
完
売
と

な
っ
た
た
め
、
３
日
の
公
演
を

追
加
し
た
。
こ
の
３
日
の
追
加

公
演
は
ま
だ
直
前
で
の
チ
ケ
ッ

ト
購
入
も
可
能
と
い
う
。
Ｊ
Ｏ

１
の
所
属
事
務
所
で
は
、「
ぜ

ひ
Ｎ
Ｙ
在
住
の
日
本
人
の
皆
さ

ん
に
も
会
場
に
来
て
い
た
だ
い

て
ラ
イ
ブ
を
盛
り
上
げ
て
も
ら

い
、
Ｊ
Ｏ
１
の
魅
力
に
触
れ
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
Ｊ
Ｏ
１
公

式
サ
イ
ト
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア

ー
ペ
ー
ジ
：https://jo1.jp/

feature/worldtour2025 

か

ら
「
ラ
イ
ブ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の

サ
イ
ト
に
入
っ
て
購
入
す
る
。

【
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
】　

　

Ｎ
Ｙ
在
住
の
日
本
人
の
皆
さ

ん
に
シ
ョ
ー
を
盛
り
上
げ
て
も

ら
い
た
い
と
、
所
属
事
務
所
か

ら
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
編
集
部

に
３
日
（
月
）
の
公
演
チ
ケ
ッ

ト
が
寄
贈
さ
れ
た
。
本
紙
読
者

に
抽
選
で
、
ペ
ア
で
５
組
（
計

10
人
）
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
希
望

者
は
2
月
28
日
（
金
）
午
後
5

時
ま
で
に
、
応
募
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
と
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

本
紙
で
よ
く
読
む
ペ
ー
ジ
や
コ

ラ
ム
を
記
載
の
う
え
、info@

nyseikatsu.com 

ま
で
Ｅ
メ

ー
ル
で
応
募
す
る
。
メ
ー
ル
の

タ
イ
ト
ル
は
「
３
／
３
（
月
）

Ｊ
Ｏ
１
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
」
と
す
る
。

当
選
者
に
は
直
接
通
知
さ
れ
、

当
日
会
場
の
受
付
で
名
前
を
伝

え
て
入
場
す
る
。

海
外
で
も
人
気
の
11
人
組
ボ
ー
イ
ズ
グ
ル
ー
プ

ＪＯ１ NY公演
3日と4日にブルックリン

　

キ
ュ
ー
バ
を
代
表
す
る
作
曲

家
ア
ル
セ
ニ
オ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

の
音
楽
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
す

る
「
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
ラ
イ
ジ
ン

グ
！
」
と
題
す
る
公
演
が
３

月
15
日
（
土
）
午
後
７
時
か

ら
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
・
ホ
ー
ル
（
東
１
６
３
丁

目
４
３
８
番
地
）
で
開
催
さ
れ

る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
に
関
す
る
記

録
映
像
上
映
に
続
き
、
ボ
ビ

ー
・
サ
ナ
ブ
リ
ア
・
マ
ル
テ
ィ

バ
ー
ス
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
が
軽

快
な
ア
フ
ロ
キ
ュ
ー
バ
ン
ジ
ャ

ズ
を
演
奏
す
る
。
同
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
に
は
、
ド
ラ
マ
ー
の
平
生

喬
士
が
所
属
す
る
。
同
ホ
ー
ル

は
昨
年
10
月
に
サ
ナ
ブ
リ
ア
氏

ら
が
出
身
地
ブ
ロ
ン
ク
ス
に

芸
術
の
殿
堂
を
作
ろ
う
と
尽

力
し
て
完
成
。
入
場
料
は
25

ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・５
５
７
・２
３
５
４
ま

で
。
チ
ケ
ッ
ト
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://ci.ovationtix.

com/36821/production/1
222449?performanceId=1
1562197

を
参
照
す
る
。

キ
ュ
ー
バ
ン
ジ
ャ
ズ

15
日
に
ブ
ロ
ン
ク
ス
で　

平
生
喬
士
も
参
加

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
https://jaany.org/education/jaa-general-scholarship/
mailto:info@jaany.org
https://jo1.jp/
https://jo1.jp/
https://jo1.jp/
https://ci.ovationtix.com/36821/production/1222449?performanceId=11562197
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令
和
６
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
旭
日
中
綬
章
を
受
賞
し
た

ダ
ニ
エ
ル
・
ラ
ッ
セ
ル
氏
へ
の

叙
勲
伝
達
式
が
２
月
25
日
夜
、

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
・
大
使
公
邸
に
て
実
施
さ
れ

た
。

　

ラ
ッ
セ
ル
氏
は
、
オ
バ
マ
政

権
下
で
国
務
省
東
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
担
当
次
官
補
を
務
め
、
在

任
中
、
日
本
や
韓
国
等
と
の
同

盟
関
係
の
強
化
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
Ｇ
20
等
の
多

国
間
組
織
と
の
米
国
の
関
与
の

深
化
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

新
興
国
と
の
協
力
拡
大
等
、
オ

バ
マ
大
統
領
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
へ
の
戦
略
的
リ
バ
ラ
ン
ス

政
策
の
策
定
に
貢
献
し
た
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
政

策
研
究
所
国
際
安
全
保
障
・
外

交
担
当
副
所
長
と
し
て
、
日
本

を
含
む
ア
ジ
ア
に
関
す
る
政
策

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
外
交
分

野
に
お
け
る
日
米
間
の
協
力
関

係
促
進
に
寄
与
し
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

村
瀬
名
誉
教
授
が
死
去

  

ダ
ニ
エ
ル
・
ラ
ッ
セ
ル
氏

旭
日
中
綬
章
伝
達
式
行
う

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （35）

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に

赴
任
し
て
か
ら
３
週
間
が
経
ち

ま
す
。
こ
の
間
欧
州
は
米
国
か

ら
無
視
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
巡
る

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
の
米
国
と

ロ
シ
ア
の
会
談
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
大
統
領
も
欧
州
の
首
脳
も
招

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
欧
州
の

首
脳
会
議
が
連
日
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
近
の
ド
イ
ツ
を

含
め
政
権
交
代
も
続
い
て
い
る

欧
州
諸
国
の
首
脳
間
の
連
携
も

不
安
定
で
す
。
他
方
、
防
衛
予

算
や
軍
事
連
携
を
強
化
し
て
欧

州
を
守
ろ
う
と
い
う
危
機
感
と

連
帯
意
識
も
増
し
て
い
ま
す

が
、
移
民
問
題
や
国
民
生
活
の

低
下
に
直
結
す
る
問
題
と
な
り

ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
で
、
世

界
の
外
交
が
劇
場
化
し
て
い
ま

す
が
、
以
下
を
冷
静
に
見
据
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
①
政
権

が
代
わ
れ
ば
政
策
が
変
わ
る
の

が
当
然
。
②
紛
争
仲
介
に
は
当

事
者
と
直
接
交
渉
す
る
の
が
肝

要
。
ロ
シ
ア
と
の
直
接
交
渉
が

い
か
に
重
要
か
が
明
確
に
な
っ

た
。
拉
致
問
題
で
は
北
朝
鮮
と

の
交
渉
が
肝
要
で
あ
る
よ
う

に
。
③
欧
米
主
要
国
は
対
立
す

る
ロ
シ
ア
や
中
国
な
ど
と
政
府

間
以
外
の
多
様
な
接
触
点
を
保

有
し
て
い
る
。
日
本
で
は
こ
れ

ら
の
視
点
が
欠
け
て
お
り
、
激

動
す
る
世
界
に
対
応
す
る
立
て

直
し
が
必
要
で
す
。　

　

し
た
た
か
な
欧
州
は
、
世
界

中
に
築
い
た
植
民
地
か
ら
撤
退

す
る
際
に
は
、
イ
ン
ド
と
パ
キ

ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
な
ど
の
対
立
構
造
を
作

っ
て
分
割
統
治
を
行
っ
て
き
た

旧
悪
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
私
の
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
友

人
な
ど
は
、
そ
れ
を
贖
罪
し
な

が
ら
紛
争
地
域
の
人
々
へ
の
支

援
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

先
日
こ
こ
の
大
学
で
開
催
さ
れ

た
政
治
家
や
有
識
者
の
講
演
会

で
以
下
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

米
国
は
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、

パ
ナ
マ
な
ど
に
強
権
を
発
動
し

て
い
る
が
、
そ
の
先
に
来
る
英

国
に
対
す
る
強
権
へ
の
対
応
を

準
備
す
べ
き
だ
、
と
。
米
国
を

友
人
と
い
う
よ
り
脅
威
と
感

じ
、
自
信
喪
失
の
兆
し
す
ら
見

ら
れ
ま
す
。
中
国
、
イ
ン
ド
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
な
ど
と
米

国
以
上
に
強
い
関
係
を
誇
る
欧

州
で
の
こ
う
し
た
状
況
は
世
界

全
体
の
大
問
題
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
次
は
日
本
と

な
っ
た
事
態
へ
の
備
え
が
必
要

で
す
。前
述
し
た
冷
静
な
対
応
、

外
交
体
制
の
整
備
、
そ
し
て
、

し
た
た
か
な
国
家
運
営
（
ス
テ

ー
ト
ク
ラ
フ
ト
）
が
日
本
に
必

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
2
年
間
、

激
動
す
る
世
界
の
鼓
動
と
日
本

の
と
る
べ
き
対
応
を
欧
州
か
ら

お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問

題
学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー

（
英
国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ

Ｒ
Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助

け
る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助

活
動
を
経
て
国
会
議
員､

財
務

副
大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、

等
を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ

日
本
協
会
長
、
岐
阜
女
子
大
特

別
客
員
教
授
も
兼
任
。

米
国
は
欧
州
を
無
視日

本
に
は
？

　

オ
ラ
ン
ダ
の
王
立
球
根
・
植

物
卸
売
業
協
会
ア
ン
ト
ス
と
在

Ｎ
Ｙ
オ
ラ
ン
ダ
王
国
総
領
事
館

　

米
国
に
お
け
る
日
本
美
術
・

日
本
文
化
の
普
及
に
大
き
く
貢

献
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉

教
授
の
村
瀬
實
惠
子
さ
ん
が
２

月
13
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

の
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
病
院
で

亡
く
な
っ
た
。
１
０
０
歳
だ
っ

た
。
大
学
の
教
え
子
で
同
大
日

本
美
術
史
教
授
の
マ
シ
ュ
ー
・

マ
ッ
ケ
ル
ウ
エ
イ
さ
ん
（
58
）

に
よ
る
と
、
亡
く
な
る
１
週
間

前
に
大
学
の
教
え
子
２
人
が
自

宅
ベ
ッ
ド
で
村
瀬
さ
ん
を
見
つ

け
た
。
そ
の
時
は
ま
だ
意
識
が

あ
っ
た
。
ベ
ッ
ド
の
横
の
机
の

上
に
は
、
読
み
か
け
た
本
の
上

に
眼
鏡
が
置
か
れ
て
い
た
と
い

う
。
同
日
村
瀬
さ
ん
は
病
院
に

搬
送
さ
れ
脳
卒
中
と
診
断
さ
れ

１
週
間
入
院
し
て
い
た
が
、
３

月
11
日
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
で
予
定
さ
れ
て
い
る

村
瀬
さ
ん
企
画
に
よ
る
展
覧
会

「
寿
」
の
開
幕
を
目
に
す
る
こ

と
な
く
亡
く
な
っ
た
。

　

村
瀬
さ
ん
は
、
１
９
４
６
年

東
京
女
子
大
学
英
文
学
科
を
卒

業
し
、
１
９
６
２
年
に
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
美
術
史
考
古
学
部
博

士
号
を
取
得
し
准
教
授
就
任
し

た
。
専
門
分
野
の
絵
巻
物
・
障

壁
画
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
絵

画
研
究
に
加
え
、
新
た
に
日
本

の
彫
刻
、
工
芸
、
建
築
に
つ
い

て
も
研
究
を
進
め
、
同
氏
に
よ

り
初
め
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に

日
本
美
術
史
の
常
設
講
座
が

開
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１
９
７
５
年
に
同
大
学
教
授
に

就
任
し
た
同
氏
は
、
１
９
９
６

年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
退
官

す
る
ま
で
、
多
く
の
後
進
を
指

導
・
養
成
し
、
米
国
で
の
日
本

美
術
・
日
本
文
化
の
普
及
に
大

き
く
貢
献
し
た
。

　

教
え
子
の
中
に
は
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
東
洋
美
術
館
の
元

館
長
で
あ
る
エ
ミ
リ
ー
・
サ
ノ

氏
や
、
個
人
収
集
で
は
質
・
量

と
も
に
日
本
国
外
で
は
最
大
の

日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
言

わ
れ
る
「
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
の
所
有
者
で
あ
っ
た
メ

ア
リ
ー
・
グ
リ
ッ
グ
ス
・
バ
ー

ク
夫
人
が
い
る
。

　

同
氏
が
関
わ
っ
た
展
示
会
と

し
て
は
、
１
９
７
１
年
に
ア
ジ

ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
で
行
わ
れ
た

「
日
本
屏
風
絵
展
」、
１
９
７
５

年
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

で
行
わ
れ
た
「
日
本
の
美
術
ー

メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
・
バ
ー
ク
夫
妻
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
展
」
な
ど
が
あ
る
。
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
退
官
後
、
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
東
洋
部
特
別

顧
問
に
就
任
。
同
美
術
館
の
特

別
展
の
企
画
・
図
録
の
作
成
か

ら
、
収
蔵
家
や
他
の
美
術
館
と

の
交
渉
な
ど
困
難
が
伴
う
過
程

を
や
り
遂
げ
、
展
覧
会
を
成
功

に
導
い
た
。
同
氏
が
関
わ
っ
た

展
示
会
と
し
て
は
「
夢
の
架
け

橋
ー
メ
ア
リ
ー
・
バ
ー
ク
日
本

美
術
展
」（
２
０
０
０
年
）、「
日

本
書
道
展
」（
２
０
０
２
年
）、

「
織
部
ー
転
換
期
の
日
本
美
術
」

（
平
成
２
０
０
３
年
）
が
あ
る
。

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
秋
の

叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
が
授
与
さ

れ
て
い
る
。

コロンビア大学名誉教授時代の村瀬さん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
令
和
7
年
度
前
期
用
教
科

書
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

る
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は
3

月
31
日
（
月
）。
教
科
書
の
配

布
は
小
学
校
1
〜
5
年
生
が
年

2
回
（
前
期
・
後
期
）、
小
学

校
6
年
生
及
び
中
学
校
1
〜
3

年
生
が
年
1
回
（
前
期
）。
配

布
対
象
は
日
本
国
籍
を
有
し
、

将
来
日
本
に
帰
国
し
て
進
学
あ

る
い
は
就
労
す
る
意
思
を
も
ち

在
留
届
を
届
出
、
日
本
人
在
外

教
育
施
設
に
在
籍
し
て
い
な
い

こ
と
。
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教
科
書
係

宛
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
３
７
１
・
８
２
２
２
。

教
科
書
配
布
受
付
中

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
連
邦
裁

判
所
で
は
14
州
の
団
体
が
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
議
会
承
認
な

し
に
政
府
効
率
化
省
に
「
制
限

の
な
い
法
的
権
限
」
を
与
え
た

こ
と
は
違
法
な
ど
と
し
て
訴
え

を
起
こ
し
て
い
る
。
し
か
し

米
国
際
開
発
局
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
）
を
巡
っ
て
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
連
邦
地
裁
が
21
日
、
人
員

削
減
の
一
環
と
し
て
職
員
に
出

し
た
休
暇
指
示
を
認
め
る
判
断

を
下
し
た
こ
と
か
ら
23
日
、
重

要
ポ
ス
ト
を
除
く
大
半
の
職
員

に
休
暇
に
入
る
よ
う
指
示
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
少
な
く
と
も

１
６
０
０
人
の
雇
用
削
減
に
踏

み
切
る
と
発
表
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｄ
は
解
体
、
事
実
上
の
閉

鎖
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

政
府
効
率
化
省
は
来
年
７
月

４
日
ま
で
に
連
邦
政
府
予
算
の

お
よ
そ
３
分
の
１
に
あ
た
る
約

２
兆
ド
ル
（
約
３
０
０
兆
円
）

を
削
減
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
削
減
し
た
金
額
は

17
日
時
点
で
５
５
０
億
ド
ル

（
約
８
兆
４
０
０
０
億
円
）
と

さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
効
率
化
省
の
外
部
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
、
投
資
会
社
「
ア

ゾ
リ
ア
」
の
最
高
経
営
責
任
者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
氏
は
、
来

年
７
月
の
政
府
効
率
化
省
の
活

動
期
限
満
了
後
、
削
減
で
き
た

コ
ス
ト
の
一
部
か
ら
５
０
０
０

ド
ル
（
約
76
万
円
）
を
納
税
者

に
還
付
す
べ
き
と
提
案
し
て
い

る
。
マ
ス
ク
氏
は
18
日
、Ｘ（
旧

政
府
効
率
化
省
は
違
法
と
訴
え

一
方
、
５
千
ド
ル
の
還
元
案
も

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
へ
の
投
稿
で
、

提
案
に
つ
い
て
「
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
に
確
認
す
る
」と
述
べ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
19
日
、
フ

ロ
リ
ダ
州
の
講
演
で
「
政
府
効

率
化
省
が
節
約
し
た
分
の
20
％

を
米
国
民
に
渡
し
、
20
％
を
債

務
の
返
済
に
充
て
る
と
い
う
新

し
い
案
も
検
討
さ
れ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。（
１
面
に
記
事
）

は
３
月
30
日
の
日
曜
、
ユ
ニ
オ

ン
・
ス
ク
エ
ア
で
「
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
・
デ
ー
」
を
開
催
す
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
米
国
の
沿

岸
都
市
と
オ
ラ
ン
ダ
の
繋
が
り

を
推
進
し
、
共
に
春
の
訪
れ
を

祝
う
目
的
で
２
０
１
８
年
に
始

ま
り
、
今
回
で
２
回
目
と
な
る

Ｎ
Ｙ
ほ
か
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

同
ス
ク
エ
ア
は
当
日
限
り
、

17
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲

き
誇
る
庭
園
と
な
る
。
入
場
は

無
料
で
、
来
場
者
は
ひ
と
り
当

た
り
最
高
10
本
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

を
摘
む
こ
と
が
で
き
る
。
開
場

は
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
４

時
、
当
日
入
場
も
可
能
だ
が
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
早
い
者
勝
ち

な
の
で
事
前
の
予
約
が
賢
明
。

予
約
受
付
は
３
月
か
ら
。
詳
細

はhttps://tulipday.eu

を
参

照
す
る
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
30
日

森
大
使
か
ら
勲
章
を
伝
達
さ
れ
た
ラ
ッ
セ
ル
氏
（
左
）

https://giip-global.com/ja/
https://newyork-apartment-realestate.com/
http://www.nyseikatsu.com
https://tulipday.eu
https://tulipday.eu
https://tulipday.eu
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総領事館名乗る詐欺
在留邦人がターゲット

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
、
同
館
職
員
や
日
本

の
警
察
等
を
装
っ
た
電
話
詐
欺

に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
行
っ

た
。

　

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
の

職
員
を
名
乗
る
人
物
か
ら
電
話

が
あ
り
、
あ
な
た
が
何
ら
か

の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

る
（
ま
た
は
加
担
し
た
疑
い
が

あ
る
）
の
で
、
日
本
の
警
察
か

ら
の
電
話
を
待
つ
よ
う
に
言
わ

れ
た
、
と
の
相
談
が
複
数
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
大
使
館

や
総
領
事
館
、
さ
ら
に
は
日
本

の
警
察
や
税
関
職
員
な
ど
が
国

際
電
話
等
で
犯
罪
捜
査
や
行
動

監
視
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま

し
て
や
、
逮
捕
や
強
制
送
還
を

示
唆
し
た
り
、
金
銭
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
は
決
し
て
な

い
。
犯
人
側
は
あ
な
た
の
名
前

な
ど
、
あ
る
程
度
の
個
人
情
報

を
入
手
し
た
上
で
電
話
を
か
け

て
く
る
が
、
こ
う
し
た
詐
欺
電

話
を
受
け
て
も
相
手
に
せ
ず
電

話
を
切
る
。
犯
人
側
は
、
あ
な

た
の
着
信
画
面
に
表
示
さ
れ
る

電
話
番
号
を
偽
装
表
示
（
ス
プ

ー
フ
ィ
ン
グ
）
す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
表
示
さ
れ
た
番
号
が

総
領
事
館
等
の
代
表
番
号
で
あ

っ
て
も
、
安
易
に
信
用
し
な

い
。
ま
た
相
手
か
ら
要
求
さ
れ

て
も
、
金
銭
や
個
人
情
報
（
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
銀
行

口
座
番
号
な
ど
）
を
絶
対
に
提

供
し
な
い
よ
う
、
冷
静
に
対
応

す
る
。
要
求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
な
ど
悪
質
な
場
合
は
、
現

地
警
察
に
相
談
す
る
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
場
合
は
、NYPD 

SCAM ALERT hotline

電
話

６
４
６
・６
１
０
・７
２
２
６
ま

で
）。

■
 最
近
の
電
話
詐
欺
の
手
口

　

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
に

寄
せ
ら
れ
た
、
最
近
の
電
話
詐

欺
の
手
口
は
次
の
通
り
。

（
１
）
総
領
事
館
か
ら
の
電
話

（
第
１
段
階
）

　

総
領
事
館
職
員
を
名
乗
る
人

物
か
ら
電
話
が
あ
る
（
電
話
を

か
け
て
き
た
時
点
で
、
犯
人
は

名
前
や
住
所
な
ど
あ
る
程
度
の

個
人
情
報
を
す
で
に
知
っ
て
い

る
）。
犯
人
側
の
発
言
例
：「
日

本
の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い

て
、
あ
な
た
の
個
人
情
報
で
携

帯
電
話
が
契
約
さ
れ
、犯
罪（
振

り
込
め
詐
欺
等
）
に
利
用
さ
れ

て
お
り
、
福
岡
県
警
が
捜
査
し

て
い
ま
す
」「
こ
の
後
、
福
岡

県
警
か
ら
連
絡
が
あ
る
の
で
、

認
証
番
号
（
○
×
）
及
び
総
領

事
館
か
ら
連
絡
を
受
け
た
旨
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
」

（
２
）
日
本
の
警
察
か
ら
の
電

話
（
第
２
段
階
）

　

福
岡
県
警
を
名
乗
る
人
物
か

ら
電
話
が
あ
り
、
認
証
番
号
及

び
総
領
事
館
か
ら
連
絡
を
受
け

た
旨
を
伝
え
る
と
、
ビ
デ
オ
通

話
へ
の
切
り
替
え
を
要
求
さ

れ
、
テ
レ
グ
ラ
ム
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
ら
れ
、

ビ
デ
オ
通
話
で
の
取
り
調
べ
が

始
ま
る
。
犯
人
側
の
発
言
例
：

「
あ
な
た
の
身
分
証
（
パ
ス
ポ

ー
ト
や
運
転
免
許
証
等
）
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
。（
犯
人
側
も

偽
造
の
警
察
手
帳
を
見
せ
て
く

る
）」「
本
事
件
に
無
関
係
な
の

で
あ
れ
ば
、
無
関
係
証
明
書
と

被
害
届
を
出
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
遠
隔
地
の
お
住

ま
い
の
あ
な
た
に
は
特
別
に
本

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
や
り
と
り

で
受
理
し
ま
す
」「（
無
関
係
証

明
書
等
の
手
続
き
等
を
行
っ
て

い
る
最
中
、
突
如
無
線
の
音
が

入
り
）
別
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ

ン
グ
の
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
主

犯
格
の
供
述
で
、
あ
な
た
か
ら

口
座
を
買
っ
た
と
供
述
し
て
い

る
た
め
、
容
疑
者
と
し
て
捜
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
面
割

り
（
事
件
の
関
係
者
に
容
疑
者

を
見
せ
て
犯
人
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
こ
と
）
の
た
め
に
、
現

在
の
あ
な
た
の
顔
写
真
を
撮
影

し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
」「（
写

真
送
付
後
少
し
し
て
か
ら
）
主

犯
格
は
間
違
い
な
く
あ
な
た
か

ら
口
座
を
買
っ
た
と
供
述
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
は
容
疑
者
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
毎
日
１

日
４
回
の
行
動
報
告
及
び
位
置

情
報
の
共
有
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
報
告
が
滞
っ
た
場
合
や
連

絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
即
逮
捕
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
」「
本
事
件
は

大
規
模
事
件
な
の
で
、
守
秘
義

務
誓
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
て
く

だ
さ
い
。
本
事
件
を
口
外
す
る

と
別
の
罪
に
も
問
わ
れ
、
逮
捕

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
」

（
３
）金
銭
、送
金
の
要
求
等（
第

３
段
階
）

　

監
視
生
活
（
行
動
報
告
、
位

置
情
報
の
共
有
）
が
始
ま
り
数

日
経
過
す
る
と
、
犯
人
側
は
不

安
に
な
っ
て
い
る
あ
な
た
に
対

し
て
、
偽
造
の
逮
捕
状
を
見
せ

る
な
ど
さ
ら
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
つ
つ
も
、
一
緒
に
無
実

を
証
明
し
よ
う
な
ど
と
寄
り
添

う
姿
勢
を
見
せ
て
、
あ
な
た
の

信
頼
を
得
る
よ
う
に
仕
向
け
、

最
終
的
に
は
金
銭
の
要
求
を
し

て
き
ま
す
。犯
人
側
の
発
言
例
：

「
あ
な
た
の
口
座
が
不
正
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
か
調
べ
る
た

め
、
銀
行
口
座
の
下
４
桁
、
現

在
の
口
座
残
高
を
確
認
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」「
あ
な
た
の
口
座

に
あ
る
お
金
が
犯
罪
で
得
た
お

金
か
ど
う
か
を
警
察
が
確
認
す

る
の
で
、
香
港
の
口
座
に
○
万

ド
ル
送
金
し
て
く
だ
さ
い
」

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対

応
・
予
防
策

（
１
）
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の

電
話
に
は
出
な
い
（
電
話
番
号

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す

る
と
、
ス
パ
ム
だ
と
の
書
き
込

み
が
あ
る
場
合
も
あ
る
）。

（
２
）
不
審
な
電
話
を
受
け
た

場
合
は
、
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ

に
電
話
を
切
る
。

（
３
）
何
度
も
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
「
こ
ち

ら
か
ら
総
領
事
館
ま
た
は
警
察

に
折
り
返
す
」
と
言
っ
て
電
話

を
切
る
。

（
４
）
犯
人
が
名
乗
っ
た
先
（
総

領
事
館
等
）
に
直
接
電
話
を
か

け
て
、事
実
関
係
を
確
認
す
る
。

（
電
話
は
着
信
履
歴
に
か
け
直

す
の
で
は
な
く
、
公
式
な
情
報

か
ら
電
話
番
号
を
確
認
す
る
）

な
お
、
着
信
画
面
に
表
示
さ
れ

る
電
話
番
号
が
正
し
い
番
号
で

あ
っ
て
も
、
表
示
番
号
が
偽
装

（
ス
プ
ー
フ
ィ
ン
グ
）
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
安
易

に
信
用
し
な
い
。

（
５
）
相
手
か
ら
要
求
さ
れ
て

も
、
金
銭
（
銀
行
送
金
等
）
や

個
人
情
報
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
、
銀
行
口
座
番
号
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番

号
等
）を
絶
対
に
提
供
し
な
い
。

（
６
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
自
身
の
個
人
情
報

を
掲
載
し
な
い
。
不
審
な
電
話

を
受
け
た
場
合
や
、
万
が
一
、

金
銭
や
個
人
情
報
を
提
供
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
は
警
察
へ
通

報
・
相
談
の
上
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本

国
総
領
事
館
に
も
連
絡
す
る
。

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
注
意
喚
起

巧
妙
な
手
口
、
幾
重
に
も
ワ
ナ

米
国
人
に
日
本
語
教
育

身
を
投
じ
た
津
田
さ
ん

詳細はウェブサイト https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_110824.html（在ＮＹ日本
国総領事館）、https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecifi cinfo_2024C049.html（外
務省広域情報）を参照する。

　
「
津
田
先
生
に
習
う
と
、
子

供
た
ち
は
自
主
的
に
勉
強
す
る

よ
う
に
な
る
ん
で
す
よ
」。
今

か
ら
40
年
近
く
前
の
国
連
国
際

学
校
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
）
で
の
母
親

た
ち
の
評
判
は
す
こ
ぶ
る
良
か

っ
た
。
三
島
由
紀
夫
の
『
金
閣

寺
』
は
、
教
室
で
教
師
の
手
を

離
れ
て
生
徒
間
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

時
に
は
小
説
の
書
き
出
し
の
１

行
に
込
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

意
味
を
考
え
る
た
め
に
３
か
月

の
授
業
を
費
や
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
埼
玉
県
出
身
。

麹
町
小
学
校
、
麹
町
中
学
校
、

東
京
都
立
上
野
高
等
学
校
、
上

智
大
学
社
会
学
科
卒
業
。
大
学

で
は
、
社
会
学
者
鶴
見
和
子
の

ゼ
ミ
に
所
属
し
、
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
や
柳
田
国
男
の
研

究
に
没
頭
、
そ
の
ま
ま
ゼ
ミ
の

助
手
と
し
て
大
学
に
残
っ
て
い

た
時
に
、
同
大
の
英
語
教
授
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
キ
ャ
ッ
ツ
キ

ル
で
在
米
日
本
人
子
女
を
集
め

た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
来
米
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
は
大

成
功
し
、
津
田
の
ひ
た
む
き
な

姿
や
子
供
に
対
す
る
親
身
な
世

話
ぶ
り
を
本
物
と
み
て
と
っ
た

教
授
が
国
連
国
際
学
校
へ
の
教

師
と
し
て
推
薦
し
て
く
れ
た
。

　
「
日
本
語
に
対
す
る
ア
メ
リ

カ
人
生
徒
の
関
心
度
は
毎
年
右

肩
上
が
り
で
す
。
日
本
語
を
学

ぶ
ア
メ
リ
カ
人
生
徒
と
日
系
の

ル
ー
ツ
を
持
ち
継
承
母
国
語
と

し
て
日
本
語
を
勉
強
す
る
生
徒

と
の
日
本
語
力
が
均
衡
し
て
き

た
の
が
こ
こ
数
年
の
特
徴
で

す
」。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
を
退
職
し
て

２
年
の
歳
月
が
経
っ
た
昨
年
暮

れ
、
ウ
エ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
喫

茶
店
で
資
料
を
手
に
熱
く
語
っ

て
い
た
姿
が
印
象
的
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
・

齋
藤
和
子
さ
ん
の
話
「
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
高
校
生
向
け
恒
例
イ

ベ
ン
ト
春
祭
り
が
中
止
と
な
っ

た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
開
催
を
模
索

す
る
先
生
に
頼
ま
れ
、
大
学
で

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
を
担
当
、

中
高
で
も
日
本
語
を
教
え
て
い

る
私
が
準
備
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
訃
報
の
前
週
、
最
後

に
ご
一
緒
し
た
第
30
回
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｊ
文
化
祭
＠
ハ
ン
タ
ー
大
学

は
、
29
年
続
い
た
春
祭
り
が
前

身
で
あ
り
初
の
高
大
連
携
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
様
な

経
歴
を
持
つ
日
本
語
教
師
が
共

に
学
べ
る
「
ボ
ス
ト
ン
・
Ｎ
Ｙ

合
同
勉
強
会
」
を
共
に
立
ち
上

げ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
退
職
後
、
教

室
外
へ
活
動
の
場
を
広
げ
た
先

生
。
昨
年
の
ウ
ガ
ン
ダ
視
察
に

は
医
療
を
志
す
大
学
生
の
娘
も

同
行
さ
せ
て
も
ら
い
お
世
話
に

な
っ
た
。
画
面
越
し
で
の
挨
拶

は
「
先
生
、
今
は
ど
ち
ら
で
す

か
？
」
が
定
番
で
あ
っ
た
が
、

つ
い
に
先
生
は
天
国
へ
と
旅
立

た
れ
た
。
未
来
志
向
、
世
界
規

模
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
い
た

津
田
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」

国
連
学
校
で
授
業
を
す
る
あ
り
し
日
の
津
田
さ
ん
（
１
９
８
７
年
、
撮
影
・
石
川
愉
）

惜 

別

　

津
田
さ
ん
が
生
前
創
立
し
た

一
般
社
団
法
人
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｆ
の
主

催
で
３
月
３
日
（
月
）
午
後
２

時
か
ら
６
時
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
西
45

丁
目
49
番
地
５
階
）
で
「
お
別

れ
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

ま
た
平
日
の
参
加
が
難
し
い

人
の
た
め
に
２
日
（
日
）
に
も

別
会
場
で
「
お
別
れ
会
」
を
開

催
す
る
。
日
曜
日
の
お
別
れ
会

の
会
場
や
時
間
な
ど
含
め
詳
細

は
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｆ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://movement-ief.net/

参
照
。

お
別
れ
会
３
月
３
日
Ｊ
Ａ
Ａ
で

http://www.919usa.com
https://www.fivelightscenter.com/
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_110824.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2024C049.html
https://movement-ief.net/
https://movement-ief.net/
https://movement-ief.net/
https://movement-ief.net/


2025年（令和 7年）3月 1日（土） ［総　合］　　（6  ）
 

税
金
特
集

③

不
動
産
所
得
と

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

今
回
は
課
税
の
対
象
と
な
る

所
得
の
解
説
を
し
ま
す
。
米
国

税
法
上
の
居
住
者
に
な
る
と
、

居
住
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
全

世
界
の
所
得
を
米
国
で
申
告
す

る
義
務
を
負
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

に
次
い
で
金
額
が
大
き
く
な
り

や
す
い
の
は
賃
貸
不
動
産
と
資

産
の
売
買
か
ら
発
生
す
る
所
得

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
こ
う
し
た
不
動
産
所
得
と
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

▽
不
動
産
所
得

　

駐
在
な
ど
で
米
国
に
滞
在

中
、
日
本
で
の
持
ち
家
を
賃
貸

し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
不
動
産
所
得
は
通
常
の
所

得
と
合
算
さ
れ
累
進
税
率
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
賃
貸
所
得
の
計

算
方
法
を
理
解
し
経
費
の
申
告

漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

（
ａ
）
不
動
産
所
得
の
計
算

　

賃
貸
収
入
（
礼
金
、
共
益
費

収
入
を
含
む
）
か
ら
関
連
諸
経

費
を
控
除
し
た
後
の
不
動
産
所

得
が
課
税
対
象
額
と
な
り
ま

す
。
関
連
諸
経
費
と
し
て
、
賃

貸
物
件
や
家
具
の
減
価
償
却

費
、
支
払
利
子
、
固
定
資
産
税
、

保
険
料
、
修
繕
費
、
管
理
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
土
地
は
減
価

し
ま
せ
ん
の
で
、
減
価
償
却
費

は
土
地
代
を
除
き
、
建
物
部
分

の
購
入
価
格
に
つ
い
て
の
み
計

算
し
ま
す
。
減
価
償
却
の
耐
用

年
数
は
、
米
国
内
の
居
住
用
不

動
産
に
つ
い
て
は
27
・
５
年
、

米
国
外
の
不
動
産
に
つ
い
て
は

30
年
と
な
り
ま
す
。
家
具
に
つ

い
て
は
別
途
償
却
年
数
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
建
屋
及
び
海

外
に
あ
る
家
具
等
の
償
却
は
購

入
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
ド
ル
換

算
さ
れ
定
額
法
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
収
入
や
経
費
は
、
原
則
と

し
て
受
取
、
支
払
時
の
為
替
レ

ー
ト
で
米
ド
ル
に
換
算
し
ま
す

が
、
定
期
的
に
発
生
し
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
年
平
均
レ
ー
ト

で
換
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
賃
貸
所
得
お
よ
び

経
費
の
詳
細
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｅ
に
記
載
し
ま
す
。

（
ｂ
）
不
動
産
所
得
の
純
損
益

控
除
制
限

　

不
動
産
所
得
が
損
失
と
な
っ

た
場
合
に
、
積
極
的
に
賃
貸
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
な

関
与
と
は
、
テ
ナ
ン
ト
と
の
交

渉
、
修
繕
の
手
配
な
ど
に
関
し

て
決
定
権
を
持
つ
こ
と
を
指
す

の
で
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
で
す

が
、
何
も
か
も
不
動
産
管
理
会

社
ま
か
せ
と
い
う
場
合
は
積
極

的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

不
動
産
所
得
の
損
失
の
損
益

通
算
は
最
高 

２
万
５
０
０
０

ド
ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合 

１
万
２
５
０
０
ド
ル
）で
す
が
、

所
得
が
高
い
と
控
除
の
制
限
を

受
け
、
調
整
総
所
得
が 

15
万

ド
ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合

７
万
５
０
０
０
ド
ル
）
超
に
な

る
と
、
控
除
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

（
ｃ
）
日
本
で
の
源
泉
徴
収
税
額

　

日
本
で
非
居
住
者
届
け
を
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常
賃
貸

収
入
か
ら
約
20
％
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。
賃
料
の
約
20
％
の

源
泉
徴
収
税
額
は
大
き
い
で
す

が
、
日
本
で
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
諸
経
費
を
差
し

引
い
た
純
所
得
を
課
税
対
象
額

と
し
て
税
額
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
の
ほ
と
ん
ど
が
還
付
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

（
譲
渡
所
得
・
損
失
）

（
ａ
）
株
式
、
証
券
等
の
売
却
益

　

株
式
や
証
券
等
の
売
却
益
と

売
却
損
を
相
殺
し
て
得
た
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
は
全
額
が
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。
１
年
超

保
有
し
て
い
た
資
産
の
売
却
に

よ
る
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル·

ゲ
イ

ン
は
15
％
（
所
得
の
低
い
納
税

者
の
場
合
は
０
％
、
高
所
得
者

は
20
％ 

）
の
優
遇
税
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
仮
想
通
貨
の
売

却
に
つ
い
て
も
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
・
ロ
ス
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
仮

想
通
貨
取
引
は
、
別
途Form 

1040

上
で
の
確
認
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

（
ｂ
）
株
式
、
証
券
等
の
売
却
損

　

売
却
益
と
損
を
相
殺
し
て
損

失
と
な
る
場
合
の
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ロ
ス
は
最
高
３
０
０
０
ド

ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合
は

１
５
０
０
ド
ル
）
ま
で
他
の
所

得
と
相
殺
で
き
ま
す
。
使
い
切

れ
な
か
っ
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ

ス
は
翌
年
以
降
に
繰
越
す
こ
と

が
で
き
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス

が
な
く
な
る
年
ま
で
繰
越
せ
ま

す
。

（
ｃ
）
主
た
る
住
宅
の
売
却
益

の
非
課
税
規
定

　

主
た
る
住
居
の
売
却
益
は

夫
婦
合
算
申
告
で
は 

50
万
ド

ル
、
独
身
・
夫
婦
個
別
申
告
で

は
25
万
ド
ル
ま
で
を
控
除
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け
る

に
は
住
居
を
所
有
し
（
所
有
要

件
）、
か
つ
売
却
前
の
５
年
間

の
う
ち
２
年
間
を
主
た
る
住
居

と
し
て
本
人
が
実
際
に
住
ん
で

い
る
こ
と
（
使
用
要
件
）
が
必

要
で
す
。
２
年
間
主
た
る
住
居

と
し
て
住
ん
で
い
れ
ば
何
度
も

こ
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
転
勤
、
病

気
、
そ
の
他
予
期
不
可
能
な
事

情
で
２
年
間
の
居
住
条
件
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
特
別
に
控
除
額
を
日
数

に
よ
り
按
分
し
、
減
額
さ
れ
た

控
除
を
適
用
で
き
ま
す
。
売
却

損
が
発
生
し
た
場
合
は
個
人
的

損
失
と
さ
れ
控
除
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
主
た
る
住
居
に
居

住
し
て
か
ら
一
旦
賃
貸
に
出

し
、
そ
の
後
主
た
る
住
居
と
し

て
再
利
用
し
て
か
ら
売
却
し
た

場
合
に
は
、
別
途
控
除
の
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 おだいじに
カイロプラクティックの

基礎知識 

　

仕
事
や
勉
強
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
の
時
間
が
う
ま
く
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
れ
な
い
と
、
体
や
心

に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
や
日
常
生

活
で
で
き
る
簡
単
な
方
法
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

■
定
期
的
な
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
調
整 

　

背
骨
が
ず
れ
る
と
、
体
全
体

に
不
調
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
定
期
的
に
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
調
整
を
受
け

る
こ
と
で
、体
の
歪
み
を
整
え
、

ス
ト
レ
ス
や
痛
み
を
軽
減
で
き

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
仕
事
や

勉
強
の
効
率
も
ア
ッ
プ
さ
せ
ま

す
。 

■
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス
（
人
間
工

学
的
に
快
適
な
作
業
環
境
）
を

整
え
る 

　

人
の
特
性
を
考
慮
し
て
製
品

や
環
境
を
設
計
さ
れ
、
快
適
で

使
い
や
す
く
さ
れ
た
も
の
を

『
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス
デ
ザ
イ
ン
』

と
い
い
、 

例
と
し
て
は
、
キ
ー

ボ
ー
ド
を
二
つ
に
分
け
て
手
首

に
負
担
な
く
配
置
で
き
る
も

の
、
マ
ウ
ス
の
形
状
、
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
の
高
さ
、
オ
フ
ィ
ス
チ

ェ
ア
、 

フ
ッ
ト
レ
ス
ト
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
特
に
長
時
間
座
っ

て
作
業
を
し
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

使
用
し
て
い
る
も
の
を
一
度
見

直
す
と
い
い
で
し
ょ
う
。
正
し

い
姿
勢
、
イ
ス
や
机
の
角
度
、

高
さ
を
調
整
し
、
パ
ソ
コ
ン
画

面
の
位
置
を
目
の
高
さ
に
合
わ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

■
ス
ト
レ
ッ
チ
を
日
常
に
取
り

入
れ
る 

　

ス
ト
レ
ッ
チ
は
一
つ
ひ
と
つ

の
動
作
を
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

無
理
せ
ず
に
気
持
ち
良
い
と
感

じ
る
程
度
に
、
ゆ
っ
く
り
と
深

呼
吸
を
し
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

す
る
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ

い
。
体
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
柔

軟
性
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
休
憩

時
間
に
首
を
回
し
た
り
、
肩
を

上
下
に
動
か
す
だ
け
で
も
効
果

的
で
す
。 

■
定
期
的
に
体
を
動
か
す
休
憩

を
取
る 

健
康
的
な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に

　

長
時
間
同
じ
姿
勢
を
続
け
る

と
、
膝
や
肘
な
ど
の
関
節
が
収

縮
し
て
硬
く
な
り
い
た
み
が
生

じ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
痛
み
が
あ
る
と
集
中
力
も

低
下
し
ま
す
。1
時
間
に
1
回
、

立
ち
上
が
っ
て
歩
く
、
軽
く
ス

ト
レ
ッ
チ
を
す
る
だ
け
で
も
幸

せ
ホ
ル
モ
ン
の『
セ
ロ
ト
ニ
ン
』

が
分
泌
さ
れ
体
や
心
の
ス
ト
レ

ス
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

Ｄ
ｒ
．
 ロ
ジ
ャ
ー
・
ミ
チ
ェ
ル

Ｄ
Ｃ
︵
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

／
機
能
性
医
学
医
・
ノ
ー
ス

イ
ー
ス
ト
健
康
科
学
大
学
卒 

Ishitanihealth.com

︶

　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ヒ
ー
リ
ン

グ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
（
岡
牧
子

代
表
）
は
３
月
８
日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
、

イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ペ
ー
ス

Ｎ
Ｙ
Ｃ
（
旧:

ク
ン
ダ
ニ
・
ヨ

ガ
・
イ
ー
ス
ト
）
で
、「Posture 

Balance - Body-Mind

」

と

題
し
て
、Body

とMind

の

ワ
ン
ネ
ス
を
レ
ク
チ
ャ
ー
と
姿

勢
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
通
し

て
体
験
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
英
語
で
行

わ
れ
る
。
詳
細
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://kundaliniyogaeast.
com/posture-balance-the-

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ

body-mind/

を
参
照
。

　

ま
た
、「MakikoMethod

－Posture Balance

」
の
グ

ル
ー
プ
ク
ラ
ス
を
４
月
８
日

（
火
）
か
ら
、
毎
週
火
曜
日
、

午
前
10
時
15
分
よ
り
75
分
間
の

設
定
で
実
施
す
る
。
ジ
ェ
ン
ト

ル
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
通
し
て
、
姿
勢
改
善
を

指
導
し
て
い
く
ク
ラ
ス
と
な

る
。
こ
ち
ら
も
英
語
で
行
わ
れ

る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
５
３
・
７
８
０
６
、

Ｅ
メ
ー
ル makikomethod@

gmail.com

ま
で
。

姿
勢
改
善
セ
ミ
ナ
ー
と

グ
ル
ー
プ
ク
ラ
ス
実
施

犯
罪
頻
発
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

異
例
の
若
者
入
店
規
制

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ノ
ス
ト
ラ

ン
ド
と
フ
ラ
ッ
ト
ブ
ッ
シ
ュ
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
位
置
す
る
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
店
は
こ
の
ほ
ど
、
防

犯
対
策
と
し
て
入
り
口
で
身
分

証
明
の
確
認
を
始
め
た
。

　

同
店
で
は
今
月
初
頭
、
学
校

帰
り
に
入
店
し
た
ス
キ
ー
・
マ

ス
ク
を
被
っ
た
子
供
た
ち
が
警

備
員
を
襲
い
、
ガ
ラ
ス
の
扉
を

割
る
事
件
が
発
生
し
た
。
近
隣

で
は
「
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
合

流
場
所
）」
と
も
呼
ば
れ
る
同

店
は
近
年
、
ほ
ぼ
毎
日
15
〜
20

歳
の
若
者
た
ち
が
別
の
客
に
氷

を
投
げ
つ
け
、
配
達
員
の
荷
物

を
ひ
っ
た
く
り
、
店
内
で
大
麻

を
吸
う
な
ど
の
迷
惑
行
為
が
続

い
て
い
る
。
２
０
２
２
年
以

降
、
店
内
ま
た
は
店
前
か
ら
の

９
１
１
通
報
は
毎
年
１
０
０
件

を
超
え
、
今
年
は
２
か
月
弱
で

す
で
に
29
件
に
上
っ
て
い
る
。

現
在
、
同
店
の
入
り
口
に
は

「
20
歳
以
下
は
、
保
護
者
の
同

伴
ま
た
は
正
式
な
身
分
証
明
書

な
し
で
は
入
店
を
禁
じ
る
」
と

掲
示
さ
れ
て
い
る
。

楽しい
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Ｎ
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

130

　
「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

友
達
の
会
社
の
本
社
が
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
あ
る
ん
じ
ゃ

が
、
お
客
様
が
ミ
シ
ガ
ン
州
に

移
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ミ
シ

ガ
ン
州
に
本
拠
地
を
移
し
て
し

ま
い
た
い
と
言
っ
て
お
る
ん
じ

ゃ
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

ん
か
の
う
？
」
会
社
経
営
者
の

鬣
（
た
て
が
み
）
が
会
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ

ず
り
や
け
ん
き
ち
、
通
称
；
譲

謙
）
に
お
も
む
ろ
に
尋
ね
た
。

　
「
は
い
、
３
つ
の
方
法
が
、

あ
り
ま
す
」「
ほ
う
そ
れ
は
何

じ
ゃ
？
」「
ま
ず
、
あ
る
州
か

ら
あ
る
州
に
本
拠
地
を
法
律
上

移
す
方
法
で
す
。
次
に
本
拠
地

の
あ
る
州
の
登
録
を
抹
消
し

て
、
新
し
い
州
で
本
拠
地
を
登

録
し
直
す
方
法
で
す
。
３
つ

目
の
方
法
は
本
拠
地
を
動
か

さ
ず
に
他
の
州
で
州
外
法
人

（Foreign Corporation

）
と

し
て
登
録
す
る
方
法
で
す
」「
そ

ん
な
に
あ
る
の
か
？
い
っ
た
い

ど
う
や
っ
て
や
る
の
じ
ゃ
？
」

他
の
州
に
本
拠
地
を
移
す
方
法

「
１
つ
目
の
方
法
は
、
ま
ず

は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で

Charter Surrender

と
い
う

手
続
き
を
行
い
、
ま
ず
は
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
州
内
法
人

（Domestic Corporation

）

か
ら
州
外
法
人
に
転
換
し
ま

す
」「
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の

転
出
手
続
き
の
よ
う
な
も
の
か

の
」「
そ
の
後
、
ミ
シ
ガ
ン
州

で
州
外
法
人
か
ら
州
内
法
人
へ

の
転
換
（Conversion

）
手
続

き
を
行
い
ま
す
」「
日
本
で
言

う
と
こ
ろ
の
転
入
手
続
き
の
よ

う
な
も
の
か
の
う
」「
２
番
目

の
方
法
は
、
元
々
の
州
の
登
録

を
一
旦
抹
消
し
て
し
ま
う
も
の

で
す
」「
そ
れ
は
会
社
を
清
算

し
て
し
ま
う
こ
と
か
？
」「
は

い
、
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

新
し
い
、
州
で
新
た
に
会
社
設

立
手
続
き
を
行
い
ま
す
」「
そ

れ
っ
て
、
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

と
同
じ
だ
な
」「
３
番
目
の
方

法
は
、
他
の
州
に
単
純
に
州
外

法
人
と
し
て
登
録
す
る
方
法
で

す
」「
そ
れ
は
明
ら
か
に
簡
単

な
方
法
じ
ゃ
の
。
そ
れ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
長
所
と
短
所
は
な
ん

じ
ゃ
？
」「
１
番
目
の
方
法
の

長
所
は
会
社
自
体
に
何
の
変
更

も
な
い
と
い
う
事
で
す
。
た
だ

単
に
本
拠
地
が
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
元
の
場
所
に
も

跡
が
残
り
ま
せ
ん
。
短
所
は
や

や
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
で
す
」「
そ
れ
は
す
っ
き

り
し
て
い
て
わ
か
り
や
す
い

の
」「
２
番
目
の
方
法
は
、
長

所
は
全
く
新
し
い
会
社
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
フ
レ
ッ
シ

ュ
ス
タ
ー
ト
に
は
よ
い
と
思
い

ま
す
。
こ
ち
ら
は
会
社
の
清
算

手
続
き
と
会
社
設
立
手
続
き
の

２
つ
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る

の
で
、
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
な

り
か
か
り
ま
す
」「
そ
れ
は
今

ま
で
の
こ
と
を
全
て
忘
れ
て
新

し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
に
は
よ
い

な
」「
３
つ
目
の
方
法
は
、
今

ま
で
の
会
社
の
本
拠
地
の
州
の

登
録
に
は
何
も
変
更
せ
ず
に
他

の
州
に
州
外
会
社
と
し
て
の
登

録
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
す
。

手
続
き
自
体
は
非
常
に
簡
単
で

コ
ス
ト
も
か
な
り
抑
え
ら
れ
ま

す
」「
そ
れ
じ
ゃ
、
ど
ん
ど
ん

登
録
し
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ

な
」「
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
登

録
を
後
で
抹
消
す
る
場
合
に

は
、
そ
れ
な
り
の
時
間
と
コ
ス

ト
が
か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
登

録
し
て
い
る
州
で
は
原
則
と
し

て
法
人
税
の
申
告
書
を
申
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
」「
ほ
う
、
よ

く
わ
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
（
株
）

は 

３
月
13
日
（
木
）
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
。
３
時
半
ま
た
は
６
時
半
ス

タ
ー
ト
、
45
丁
目
×
２
番
街
の

会
場
に
て
。
教
材
は
英
語
で
日

本
語
訳
あ
り
、
英
語
専
門
用
語

も
両
方
学
ぶ
。
人
数
に
制
限
あ

り
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た

め
の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵

素
、
ビ
タ
ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ

保
持
、
活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

必
須
ア
ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ

ー
ブ
の
効
用
な
ど
に
つ
い
て
指

導
す
る
。
試
験
合
格
者
は
講
師

養
成
講
座
へ
進
み
、
公
認
認
可

校
と
し
て
世
界
で
独
立
開
校
が

可
能
。
米
国
、
日
本
、
英
国
な

ど
で
公
式
称
号
の
下
、
活
動
で

き
る
。
講
師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
公
認
協
会
認
定
栄
養
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
武
石
越
路
さ

ん
（
共
立
女
子
大
学
食
物
科
卒

業
）。”

遺
伝
子
食
事
テ
ス
ト”

米
国
開
業
医
等
が
顧
問
。皆
で”

１
２
０
歳
ま
で
元
気
に
楽
し
く

美
し
く”

が
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
通

信
教
育
受
講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド
ル

（
登
録
料
、
教
科
書
代
、
日
本

語
訳
、
資
料
代
、
受
験
料
、
証

書
代
な
ど
全
て
含
む
）。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド
ル
引
き
に
な
る
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０

（
テ
キ
ス
ト
可
）、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ルLicense_power@

aol.com 
ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

licensepower.net
を
参
照
。

若返りつつ収入を得る
アンチエイジング栄養コンサル育成講座

　

Ｎ
Ｙ
埼
玉
県
人
会
は
11
日

（
火
）
午
後
６
時
か
ら
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト
で
会
合
を
開

く
。
費
用
は
60
ド
ル
。
申
し
込

み
は
５
日
（
水
）
ま
で
Ｅ
メ
ー

ルsaitam
aken.nyc@gm

ail.
com

　

井
上
さ
ん
。

埼
玉
県
人
会

11
日
に
会
合

　

熊
本
市
は
２
月
22
、
23
の
両

日
、
同
市
の
観
光
と
食
文
化
の

Ｐ
Ｒ
た
め
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ

る
複
合
商
業
施
設
ジ
ャ
パ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
で
「
熊
本
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
た
。
同
施
設
の
2
階
催

事
ス
ペ
ー
ス
で
、
Ｖ
Ｒ
動
画
視

聴
に
よ
る
熊
本
観
光
案
内
を
行

っ
た
ほ
か
、
天
草
陶
磁
器
・
作

務
衣
・
袴
な
ど
の
熊
本
の
特
産

品
の
展
示
販
売
会
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
１
階
の
フ
ー
ド
コ

ー
ト
で
は
、
有
明
海
苔
と
熊
本

の
お
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
や

玄
米
麺
の
販
売
な
ど
を
行
い
、

熊
本
の
食
文
化
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
、
熊
本
城
を
有
し
侍

の
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
る
同

市
に
お
い
て
、
宮
本
武
蔵
の
剣

術
「
二
天
一
流
」
を
継
承
す
る

宗
家
18
代
目
松
永
哲
典
師
範
と

そ
の
道
場
の
一
行
が
居
合
道
の

実
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
武

士
道
の
精
神
を
伝
授
し
た
。 

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運

営
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
Ｌ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
（
熊
本
市
）
の
林
慎
吾
代

表
取
締
役
は
「
世
界
の
中
心
と

も
い
え
る
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
地
で
熊
本
の
文
化
を
体
験
し

て
ほ
し
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

熊本の魅力をPR
居
合
道
の
実
演
も 

観
光
と
食
文
化
紹
介

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で

http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://kkobo.com/
https://www.maxjob.com/
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
https://www.licensepower.net
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若
者
の
「
採
用
」

と
「
定
着
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い

る
日
本
。
企
業
は
、

新
卒
の
採
用
に
も
躍

起
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
あ
る
金
融
会
社

は
、
内
定
を
70
人
に

出
し
て
半
分
逃
げ
ら

れ
た
と
言
う
噂
も
流

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
で
就

職
活
動
中
の
大
学
生

は
強
気
で
す
。
何
社

も
内
定
を
も
ら
い「
ど

こ
に
し
よ
う
か
」
と

選
ぶ
立
場
だ
っ
た
り
、

何
社
か
内
定
を
も
ら

っ
て
い
て
も
「
も
っ

と
良
い
会
社
が
あ
る

か
も
」
と
、
就
職
活

動
を
続
け
て
い
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
で
て
き
ま

し
た
。
内
定
者
の
離
職
を
防
ぐ

た
め
の
研
修
な
ど
。
そ
れ
も
ま

さ
に
バ
ブ
ル
期
並
み
。
ま
ず
話

題
に
な
っ
た
の
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん

の
内
定
者
の
ハ
ワ
イ
研
修
。
あ

く
ま
で
も
研
修
や
交
流
を
目
的

に
し
た
も
の
ら
し
い
け
れ
ど
、

学
生
に
と
っ
て
は
魅
力
に
な
り

　

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
17
日

（
月
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
９

時
ま
で
第
96
回
の
会
合
を
開

く
。
当
日
は
昨
年
の
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ス
リ
ン
グ
57
キ

ロ
グ
ラ
ム
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
樋
口
黎
（
ひ
ぐ
ち
・
れ

い
）
選
手
を
招
き
「
日
本
を
背

負
い
、
世
界
と
戦
い
続
け
る
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
実
践
す
る

メ
ン
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

〜

勝
ち
続
け
る
思
考
法
」
と
題
す

る
対
談
形
式
の
講
演
会
を
開
催

す
る
。

　

樋
口
氏
は
、
幼
少
期
か
ら
レ

ス
リ
ン
グ
を
習
い
、
霞
ヶ
浦
高

校
か
ら
日
体
大
へ
進
学
、
そ
の

後
ミ
キ
ハ
ウ
ス
所
属
と
な
っ

た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
、
そ
の
後
も
Ｕ
23
世
界
選

手
権
で
優
勝
す
る
な
ど
数
多
く

の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
、
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
界
36

年
ぶ
り
の
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
。
日
本
国
よ
り
紫
綬
褒
章
を

受
け
て
い
る
。
会
場
は
東
京
大

学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
（
西

57
丁
目
１
４
５
番
地
）。
参
加

費
30
ド
ル
（
当
日
）、
25
ド
ル

（
前
売
り
）。
定
員
50
人
。
申

し
込
み
は
今
月
５
日
ま
で
に

https://ssl.form
-m
ailer.jp/

fm
s/1f80929f847479

か

ら
。

第
96
回
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

樋
口
選
手
招
き
17
日
講
演
会

ま
す
。
パ
ル
コ
は
韓
国
視
察
を

さ
れ
る
み
た
い
で
す
。
実
際
、

我
が
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

し
て
い
て
就
職
活
動
中
の
学
生

も
そ
ん
な
情
報
を
話
し
て
く
れ

ま
す
。
一
方
で
「
ど
ん
な
ス
キ

ル
が
身
に
付
く
か
」「
ど
う
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る

か
」
を
真
剣
に
考
え
て

い
て
、
目
の
前
の
こ
と

だ
け
で
な
く
将
来
を
考

え
て
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
教
育
制
度
な
ど
を
研

究
し
て
い
る
学
生
も
多

い
。そ
ん
な
学
生
は「
将

来
起
業
す
る
に
は
ど
こ

が
有
利
か
」
ま
で
考
え

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
わ

た
し
は
、「
就
職
す
る

前
に
辞
め
て
起
業
を
す

る
こ
と
を
考
え
る
よ

り
、
し
っ
か
り
入
っ
た

会
社
で
働
く
よ
う
に
」

と
、
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ

て
い
ま
す
。(

笑)

　

そ
れ
で
も
、
学
生
た

ち
若
者
が
明
る
い
表

情
で
い
る
と
こ
ち
ら

も
嬉
し
く
な
っ
て
き

ま
す
。
大
谷
由
里
子
：

１
９
６
３
年
、奈
良
県
生
ま
れ
。

吉
本
興
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経

て
、
人
材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
。「
笑
い
」
を
取
り
入
れ
た

人
材
育
成
が
話
題
に
。
著
書
に

「
元
気
セ
ラ
ピ
ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
ズ
）」「
は
じ
め
て
講

師
を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
（
中

経
出
版
）」
な
ど
多
数
。

バブル期並みの就職事情

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ビ
ジ
ネ
ス
ウ

ー
マ
ン
の
会
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ

イ
ツ
ナ
ウ
共
催
の
講
演
会
「
変

わ
れ
る
の
か
？
日
本
社
会
の
女

性
へ
の
人
権
意
識
」
が
３
月
12

日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
、

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ホ
ー
ル
（
西
45

丁
目
49
番
地
５
階
）
で
開
催
さ

れ
る
。

　

元
タ
レ
ン
ト
中
居
正
広
氏
と

フ
ジ
テ
レ
ビ
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
の
性
的
ト
ラ
ブ
ル
問
題
か

ら
テ
レ
ビ
業
界
で
働
く
女
性
が

「
性
的
対
象
」
と
し
て
扱
わ
れ
、

人
権
意
識
の
欠
如
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。
女
性
を
取
り

巻
く
日
本
の
現
状
を
人
権
問

題
、
刑
法
な
ど
に
詳
し
い
３
人

の
専
門
家
が
解
説
す
る
。
講
師

は
、
伊
藤
和
子
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
ツ
ナ
ウ
副
理
事
長
・
ミ
モ

ザ
の
森
法
律
事
務
所
）、
後
藤

弘
子
（
千
葉
大
学
理
事
・
副
学

長
）、
三
浦
ま
り
（
上
智
大
学

教
授
）。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
津
山
惠
子
。

　

参
加
費
30
ド
ル
。
先
着
50

人
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルevent@jwb-ny.org

ま

で
。
参
加
申
し
込
み
・
詳
細

はhttps://www.eventbrite.
com/e/1252144691479?
aff =oddtdtcreator 

を
参
照
。

変
わ
れ
る
の
か
？

日
本
社
会
の
女
性
へ
の

人
権
意
識
│3月12日JAAで講演会開催へ

伊藤和子氏 後藤弘子氏 三浦まり氏 津山惠子氏

mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
https://www.eventbrite.com/e/1252144691479?aff=oddtdtcreator
https://ssl.form-mailer.jp/fms/1f80929f847479


　２月下旬の猛烈に寒い日曜日、「遊びに行き
たいが外は歩きたくない」ワガママな要望に沿
った日帰り遠足プランを立てて、車をコネチカ
ットに走らせた。小洒落たガーデンショップで
植物を愛で、ランチを食べた後は、アンティー
クモールへ。以下は筆者が独断と偏見に満ち満
ちてお勧めする「コネチカットの遊び方～寒い
日編」。

■ terrain
　ホワイトプレーンズ駅から車で約 50 分、ウ
ェストポートのルート１号沿いにある「テライ
ン」は自然と植物に深く根ざしたガーデン＆ホ
ームの店。カルフォルニア州やペンシルベニア
州などで９店舗を展開しており、ＮＹではブル
ックリン植物園に出店している。ウェストポー
ト店は１９４０年代の自動車販売ディーラーの
店舗を改装したもので、外観はディーラーの雰
囲気をそのまま残し、内装は１９２０年代の温
室のフレームを利用、ブランドのテーマ「再利
用・再生」を実践している。１万７０００平方
フィートの広大な店内にはテラリウム用の小さ
な植物やサボテン、エアプラント、中型の観葉
植物から大きな鉢植えまでさまざまな植物が並

（9）　　 ［ローカル面］ 2025年（令和 7年）3月 1日（土）
　

本
編
で
紹
介
し
た
テ
ラ
イ
ン

内
に
あ
る
カ
フ
ェ
。
ガ
ー
デ
ン

＆
ホ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
な
ら
で
は

の
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
が
素
敵
だ
。
平
日
で
も
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
は
混
雑
す
る
た
め
、

カ
フ
ェ
を
利
用
す
る
際
は
予
約

を
す
る
か
、
テ
ラ
イ
ン
に
着
い

た
ら
ま
ず
カ
フ
ェ
に
行
き
、
ウ

ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
リ
ス
ト
に
名
前

を
残
し
て
か
ら
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ

ッ
プ
を
散
策
す
る
の
が
お
す
す

め
。

テ
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
で
植
木
鉢
の
パ
ン
を
食
す

食べ歩き

　

テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
飲
み
物

を
オ
ー
ダ
ー
す
る
と
、
ま
ず
運

ば
れ
て
く
る
の
が
植
木
鉢
入
り

の
パ
ン
と
日
替
わ
り
の
ハ
ー
ブ

入
り
バ
タ
ー
。
運
が
良
け
れ
ば

ホ
カ
ホ
カ
の
温
か
い
パ
ン
に
あ

り
つ
け
る
。
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な

プ
レ
ゼ
ン
と
、
フ
ワ
フ
ワ
の
食

感
が
人
気
で
、
こ
の
パ
ン
を
目

当
て
に
来
る
人
も
多
い
は
ず
。

　

今
回
食
べ
た
の
は
フ
ラ
イ
ド

ア
ボ
カ
ド
の
エ
ッ
グ
・
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
（
19
ド
ル
）
と
少
々
ス

パ
イ
シ
ー
な
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
に

ポ
ー
チ
ド
エ
ッ
グ
と
揚
げ
た
チ

ッ
ク
ピ
ー
を
乗
せ
た
「
シ
ャ
ク

シ
ュ
ク
」（
18
ド
ル
）。
ど
ち
ら

も
卵
の
味
に
左
右
さ
れ
る
料
理

だ
が
、
こ
こ
の
卵
は
新
鮮
で
良

質
で
、
と
に
か
く
美
味
し
い
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
マ
フ
ィ
ン
の

代
わ
り
に
ア
ボ
カ
ド
を
使
っ
た

エ
ッ
グ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、

サ
イ
ド
の
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
ロ

ー
ス
ト
も
ク
リ
ス
ピ
ー
で
、
ペ

ロ
リ
と
完
食
。

　

カ
フ
ェ
で
は
軽
食
と
ド
リ
ン

ク
の
ほ
か
、
季
節
の
カ
ク
テ
ル

と
豊
富
な
ワ
イ
ン
リ
ス
ト
を
揃

え
た
バ
ー
も
備
え
て
い
る
。「
テ

ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
」
は
毎
週
来

た
く
な
る
ご
機
嫌
な
店
で
あ

る
。

び、どの植物も手入れが行き届いて実に活き活き
としている。プラント類のほか園芸用品、インテ
リア雑貨、植物由来の石鹸やフレグランスが並び、
見ていて飽きない。販売しているテラリウムや寄
せ植えもとてもセンスが良く、プラントの飾り方
と併せて自宅インテリアの参考になって楽しい。
園芸とインテリアが好きな人に強くおすすめした
い店だ。店内にある大人気のカフェは別コラム「食
べ歩き」で紹介。
terrain (561 Post Rd. East, Westport, CT 06880)
https://www.shopterrain.com/westport
月～木 10:00 ～ 18:00、金～日 9:00 ～ 18:00

■ストラットフォード・アンティーク・センター
　テラインでプラントとランチを楽しんだ後は広
大なアンティークモールへ。ウェストポートから
東へ約 20 キロのストラットフォードに車を走ら
せる。高速 95 号の出口 31 番を降りてすぐ、窓
がなくて大きな箱みたいなブルーの建物が「ス
トラットフォード・アンティーク・センター」。
１万６５００平方フィートの店内はおよそ２００
のブース／ショーケースに分割され、ありとあら
ゆるジャンク／ビンテージ／アンティークが並ぶ。
小さなおもちゃやアクセサリーなどはガラスショ
ーケースに陳列されており、全て見終えるとクタ
クタになってしまうが、趣が異なるブースを一つ
一つ回って、自分好みの一品を探すのは実に楽し
い。高速道路の出口から近くてアクセスがしやす
いのと、ブース数が多い割にレイアウトがシンプ
ルなため見やすいのがお勧めポイントだ。
Stratford Antique Center (400 Honeyspot Rd. 
Stratford, CT 06615)
https://stratfordantiquecenter.com/sac/
毎日 10:00 ～ 17:00

冬の終わりに
コネチカットで遊ぶ

Terrain Cafe
 (561 Post Rd. East, 
Westport, CT 06880)

www.shopterrain.com/westport-restaurant
月～木 10:00～ 20:00、
金土 9:00～ 21:00、
日 9:00～ 20:00

３月のイベント情報
■ＮＹ州メープル・ウィークエンド
　ニューヨーク州メープル生産者協会が主催・後援す
る「メープル・ウィークエンド」は週末に一般の人々が
メープル農場を訪れ、メープルシロップ製造プロセスと
伝統について学び、さまざまなメープル シロップを産
地で直接味わう機会を提供するもの。今年は３月 22 日
と 29 日の２週末に開催される。参加するメープル農場
は州内各地で１５０余り、メープルシロップ作りの見学
やテイスティング（参加費無料）のほか、農場によって
はパンケーキの朝ごはんを提供する（有料）。ウェストチ
ェスターから最も近いのはヨークタウンハイツのホワイ
ト・オーク・ファーム（680 Croton Lake Road, Yorktown 
Heights）。米国北東部ならではの早春イベント、メープル
好きの人は是非行ってみよう。参加農場リストなど詳細
はウェブサイト https://www.mapleweekend.com 参照。

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://www.shopterrain.com/westport
https://stratfordantiquecenter.com/sac/
http://www.shopterrain.com/westport-restaurant
https://www.mapleweekend.com
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人
生
の
時
間
だ
け
は
過
ぎ

て
行
き
ま
す
。
私
は
こ
れ
か

ら
は
今
ま
で
の
仕
事
の
総
集

編
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ア
ニ
メ

や
コ
ス
プ
レ
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
、
和
物
や
芸
事
で
日
本
の

JapaneseStyle

を
世
界
に
発

信
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
厳
し
い
世
間
の
岩

盤
に
風
穴
を
開
け
る
。
そ
れ
に

は
日
本
の
和
文
化
を
も
っ
と
私

自
身
が
知
ら
ね
ば
で
す
ね
。
ア

ニ
メ
、
コ
ス
プ
レ
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
と
色
ん
な
日
本
の
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
、
そ
の
先
に
は
奥
深

い
日
本
の
伝
統
芸
能
や
地
方
の

芸
能
が
あ
り
ま
す
。
特
に
今
年

は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の

テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
で
の
日
米
交
流

会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
企
画

を
立
て
資
金
を
集
め
、
人
を
集

め
て
そ
れ
を
現
地
は
無
料
招
待

を
しJapaneseStyle

の
広
報

で
社
会
貢
献
を
し
ま
す
。
当
然

色
々
と
交
渉
や
資
金
の
困
難
や

苦
労
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
す
で

に
20
年
来
の
仕
事
で
す
。

　

私
の
イ
ベ
ン
ト
の
原
点
は
明

治
学
院
大
学
の
在
学
時
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。
当
時
は
フ
ォ
ー

ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
盛
ん
で
大
学

の
同
級
生
に
今
年
の
紅
白
歌
合

戦
に
出
た
ア
ル
フ
ィ
ー
の
メ
ン

バ
ー
や
先
輩
の
南
こ
う
せ
つ

さ
ん
が
大
学
に
居
る
時
代
で

す
。
そ
の
頃
は
昭
和
の
繁
栄
か

ら
屈
折
し
た
若
者
の
世
相
で
し

た
。
で
も
反
面
は
現
在
の
石
破

総
理
が
言
う
「
楽
し
い
日
本
」

で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
努
力
す
れ
ば
報
わ
れ
る
時

代
で
し
た
。
大
学
２
年
生
の
頃

一
番
大
事
な
の
は
執
念 70

に
郷
里
の
唐
津
で
高
校
の
同
級

生
で
明
治
大
学
演
劇
部
の
半
田

俊
彦
君
と
合
同
で
舞
台
イ
ベ
ン

ト
を
や
り
ま
し
た
。
彼
は
卒
業

後
に
東
京
の
テ
レ
ビ
朝
日
に
勤

務
し
、
そ
の
後
は
九
州
朝
日
放

送
の
専
務
取
締
役
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

郷
里
の
高
校
の
還
暦
同
窓
会
の

後
に
Ｋ
Ｂ
Ｃ
朝
日
放
送
局
に
電

話
を
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

テ
レ
ビ
朝
日
で
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
の
「
カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー
」

を
紹
介
す
る
よ
う
に
い
つ
も
の

「
無
茶
振
り
」
を
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
彼
が
言
う
に
は
経
営

体
制
が
そ
れ
ぞ
れ
の
局
で
違
い

難
し
い
と
断
ら
れ
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
は
無
の
物
を
形
に
し
て
い

く
の
で
す
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

業
も
一
緒
で
す
ね
。
と
に
か
く

前
に
進
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

時
代
に
向
き
合
い
「
流
行
」
の

先
端
を
歩
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
人
の
個
人
が
世
界
へ

自
由
に
発
信
し
羽
ば
た
く
日
が

来
る
の
を
願
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
日
本
独
自
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
制
、
業
界
の
徒
弟
制
度
、
家

元
制
度
、
男
系
優
位
社
会
、
群

れ
社
会
、
忖
度
社
会
等
ま
だ
ま

だ
日
本
の
悪
し
き
慣
習
の
壁
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
や
が
て
は

個
人
が
自
由
に
発
信
し
個
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
世
界
で
活
躍

す
る
時
代
が
来
れ
ば
い
い
で
す

ね
。

　

今
現
在
、
私
は
着
物
を
３
本

の
紐
で
ド
レ
ス
に
し
て
又
着
物

に
戻
す
、
そ
し
て
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
着
飾

る
３
種
混
合
の
制
作
と
表
現
で

世
界
へ
発
信
す
る
「
ト
ー
タ
ル

ア
ー
ト
の
着
物
ド
レ
ス
シ
ョ

ー
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
忍
者
ダ
ン
ス
や
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
ラ
イ
ブ
を
東
京
、
大

阪
で
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て

い
ま
す
。
地
方
と
東
京
の
活
動

環
境
と
は
明
ら
か
に
違
い
ま
す

が
最
近
は
地
方
の
方
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
強
い
気
が
し
ま
す
ね
。

特
に
主
婦
の
女
性
の
方
々
で

す
。
自
分
の
人
生
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
自
分
の
才
能
を
開
花
さ
せ

る
思
い
が
強
い
気
が
し
ま
す
。

地
方
か
ら
世
界
へ
の
呼
び
か
け

は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

そ
の
流
れ
に
は
皆
さ
ん
の
熱
い

パ
ッ
シ
ョ
ン
を
感
じ
ま
す
。
私

自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
カ
ジ
キ

ズ
シ
ョ
ー
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
伝
導
師
に
な
り
ま
す
。
嬉

し
い
の
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

出
演
か
ら
地
方
へ
帰
っ
た
皆
さ

ん
の
輝
き
が
一
層
に
増
し
て
現

地
で
も
活
動
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
で
す
ね
。
私
自
身
も
「
苔

の
一
念
岩
を
も
通
す
」
で
大
事

な
の
は
執
念
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

　

氷
の
上
で
ス
ト
ー
ン
を
滑
ら

せ
る
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

カ
ー
リ
ン
グ
が
３
月
16
日（
日
）

ま
で
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
に
あ

る
屋
外
展
望
台
「
エ
ッ
ジ
」
の

ス
カ
イ
シ
ャ
レ
ー
で
体
験
で
き

る
。
こ
の
冬
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
で
、

高
さ
１
１
０
０
フ
ィ
ー
ト
（
約

３
３
５
メ
ー
ト
ル
）
の
景
色
を

見
下
ろ
し
な
が
ら
屋
内
ス
カ
イ

デ
ッ
キ
に
作
ら
れ
た
カ
ー
リ
ン

グ
レ
ー
ン
に
て
50
分
の
ゲ
ー
ム

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
。
毎

日
午
前
11
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
。
ゲ
ー
ム
後
は
展
望
台
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
含
ま
れ
る
。　
　

　

チ
ケ
ッ
ト
は
２
人
で
99
ド

ル
、
４
人
ま
で
１
９
９
ド
ル
、

８
人
ま
で
３
９
９
ド
ル
。
エ
ッ

ジ
展
望
台
へ
の
入
場
料
は
ひ
と

り
40
〜
60
ド
ル
の
た
め
、
こ
の

期
間
に
お
得
に
楽
し
も
う
。
特

製
カ
ク
テ
ル
や
季
節
の
ス
イ
ー

ツ
が
つ
い
た
セ
ッ
ト
料
金
も
あ

る
。
予
約
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.edgenyc.

com/en/sky-chalet

を
参
照
。

Photograph: Courtesy of Edge

エッジでカーリング
ハドソンヤードの展望台

　

石
炭
と
石
窯
で
焼
く
本
格
的

な
ピ
ザ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
広

め
た
ピ
ザ
業
界
の
巨
匠
、
パ
ッ

ツ
ィ
・
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
さ
ん
が

13
日
、
老
衰
で
93
歳
で
死
去
し

た
。

　

イ
タ
リ
ア
人
移
民
の
両
親
の

も
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
生
ま

れ
、
父
親
の
死
後
10
歳
の
時
に

叔
父
の
パ
ッ
ツ
ィ
・
ラ
ン
チ
エ

リ
さ
ん
が
営
む
イ
ー
ス
ト
・
ハ

ー
レ
ム
の
人
気
ピ
ザ
店
「
パ
ッ

ツ
ィ
ズ
」
で
働
き
始
め
る
。
朝

鮮
戦
争
に
出
征
し
、
71
年
に
結

婚
、
妻
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
と
ク
イ

ー
ン
ズ
の
家
で
５
人
の
子
供
た

ち
を
育
て
た
。
50
年
以
上
前
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
め
て
作
ら

れ
た
石
窯
を
手
に
入
れ
、90
年
、

当
時
は
ま
だ
工
場
が
立
ち
並
ぶ

ダ
ン
ボ
地
区
の
工
具
店
跡
に
自

身
の
店
「
パ
ッ
ツ
ィ
ズ
」
を
開

業
す
る
。

　

95
年
に
店
名
を
「
グ
リ
マ
ル

デ
ィ
ズ
」
に
変
え
、
99
年
、
妻

と
発
達
障
害
の
あ
る
息
子
パ
ッ

ト
さ
ん
と
の
時
間
を
増
や
す
た

め
に
同
店
を
売
却
し
た
。
し
か

し
新
オ
ー
ナ
ー
が
家
主
と
も
め

「
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
ズ
」
を
隣
の

土
地
に
移
転
す
る
と
、
グ
リ
マ

ル
デ
ィ
さ
ん
夫
妻
は
隠
居
生
活

か
ら
復
帰
し
、
元
の
場
所
に
母

親
の
名
前
に
因
ん
だ
新
店
「
ジ

ュ
リ
ア
ナ
ズ
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

14
年
に
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
が
死

去
、
息
子
の
パ
ッ
ト
さ
ん
も
先

立
っ
た
が
、
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
さ

ん
は
晩
年
ま
で
「
ジ
ュ
リ
ア
ナ

ズ
」
の
お
気
に
入
り
の
角
の
テ

ー
ブ
ル
で
客
を
迎
え
入
れ
、
ピ

ザ
生
地
を
回
す
こ
と
も
あ
っ

た
。
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
さ
ん
は
家

族
に
、
１
０
０
年
前
の
ピ
ザ
作

り
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
石
窯

は
維
持
す
る
よ
う
に
念
を
押
し

て
い
た
と
い
う
。

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

は
、
大
人
向
け
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
中
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
期
間
は
12
月
か
ら

２
０
２
６
年
６
月
ま
で
の
毎
週

木
曜
。
現
役
ガ
イ
ド
は
「
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
は
大
変
で
す
が
、
学

芸
員
か
ら
直
接
学
べ
る
の
は
醍

醐
味
で
す
。
お
客
様
か
ら
も
日

本
語
の
説
明
で
よ
か
っ
た
と
喜

ば
れ
る
と
う
れ
し
く
て
、
や
り

甲
斐
が
あ
る
仕
事
で
す
」
と

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
て

い
る
。
締
め
切
り
は
３
月
15

日
。
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.metmuseum.org/
support/volunteer

か
ら
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
で
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

石窯ピザ人気の火付け役

グリマルディさん死去

https://qbhouseusa.com/
http://www.easeny.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://artofhaiku.org/
https://www.edgenyc.com/en/sky-chalet
www.metmuseum.org/support/volunteer
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 SCHOOL LIFE  新学期
特集

 　
リ
セ 

・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
は
、２
０
２
４
年
12
月
に
「
ケ

ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
」
と
学
校
名
を
変

更
し
た
。
創
立
以
来
、
21
世
紀

の
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
１
９
６
４
年
、

同
名
の
フ
ラ
ン
ス
人
学
校
が
創

立
さ
れ
た
後
に
併
設
さ
れ
た
同

校
は
、
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ

ル
駅
か
ら
す
ぐ
の
現
在
地
に
て

１
９
９
７
年
に
開
校
し
た
。
平

日
の
全
日
制
は
３
│
５
歳
児
を

対
象
と
し
た
幼
児
部
が
対
象
。

土
曜
日
は
「
ケ
ネ
デ
ィ
土
曜
・

日
本
人
学
校
」
と
し
て
3
歳
か

ら
中
学
生
ま
で
年
齢
別
の
学
年

編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
日
制
幼
児
部
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
保
健
局
の
監
督
の
も
と
、

文
部
科
学
省
が
定
め
る
幼
稚
園

教
育
指
導
要
領
を
基
に
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
実
施

し
て
い
る
。
子
供
の
生
活
の
中

心
で
あ
る
「
遊
び
」
を
通
し
て
好

奇
心
や
探
求
心
を
育
て
る
と
と

も
に
、
集
団
行
動
で
は
礼
儀
を
身

に
つ
け
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

育
む
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら
に
全

日
制
幼
児
部
で
は
、
２
０
２
３
年

春
よ
り
、
英
語
教
育
に
も
重
点
を

置
き
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
。
児
童
は
一

週
間
の
う
ち
２
・
５
日
は
日
本
語

で
保
育
を
受
け
、
残
り
の
２
・
５

日
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
教
諭
に
よ

る
英
語
で
の
保
育
を
受
け
て
い

る
。
日
本
語
と
英
語
を
無
理
な
く

自
然
に
学
べ
る
と
保
護
者
た
ち

か
ら
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　

土
曜
・
日
本
人
学
校
幼
児
部

で
は
日
本
語
の
習
得
と
日
本
文

化
の
継
承
を
中
心
と
し
た
保
育

が
行
わ
れ
る
。
各
年
齢
の
発
達

段
階
を
考
慮
し
た「
聞
く
、話
す
、

読
む
、
書
く
」
活
動
を
保
育
の

な
か
に
組
み
入
れ
、
小
学
生
以

降
の
学
習
へ
の
準
備
を
し
て
い

る
。

　

小
学
部
・
中
学
部
は
、
国
語
・

算
数
を
中
心
に
日
本
の
教
科
書

を
使
っ
て
指
導
を
行
う
。「
言
葉

は
知
的
活
動
の
基
礎
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
知
的
好
奇
心
を
育
み

自
分
で
考
え
学
ぶ
習
慣
を
持
た

せ
て
い
る
。「
考
え
る
↓
分
か
る

↓
楽
し
い
」
の
体
験
的
な
活
動

の
な
か
で
国
語
学
習
を
読
書
力

へ
と
つ
な
げ
、
語
彙
を
増
や
し
、

世
界
を
知
り
他
者
を
慈
し
む
気

持
ち
を
育
て
て
い
く
。
日
本
語

教
育
と
並
行
し
、
同
校
で
は
高

い
評
価
を
得
る
行
事
が
あ
る
。

年
明
け
の
も
ち
つ
き
を
皮
切
り

に
、
ひ
な
祭
り
、
端
午
の
節
句
、

秋
祭
り
な
ど
、
季
節
に
あ
っ
た

四
季
折
々
の
日
本
文
化
を
体
験

で
き
、
児
童
は
こ
れ
ら
の
文
化
・

伝
統
を
通
じ
日
本
語
を
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

２
０
２
５
年
度
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
は
6
月
23
日
（
月
） 

か
ら

7
月
18
日
（
金
）
ま
で
４
週
間

に
わ
た
っ
て
実
施
。
１
週
間
ご

と
の
参
加
が
可
能
で
あ
る
。

 

日
本
文
化
を
大
切
に
す
る
心

を
養
い
、
国
際
人
を
育
て
る

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル

   ケネディ・インター
ナショナル・スクール
Kennedy International School
 225 E. 43rd St. 
New York, NY 10017
Tel: 212-681-7929

www.kennedyinternational.org
JapaneseSchool@kennedyinternational.org

 　
海
外
で
あ
っ
て
も
、
子
供
た

ち
が
心
身
共
に
健
や
か
な
幼
児

期
を
過
ご
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
成
長
と
発
達
が
で
き
る
よ

う
に
と
１
９
７
５
年
に
設
立
さ

れ
、
今
年
は
50
周
年
を
迎
え
る
。

　

人
格
形
成
の
基
礎
が
つ
く
ら

れ
る
幼
児
期
に
は
、
母
国
語

に
よ
る
「
遊
び
こ
み
」
の
体

験
が
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
に

立
ち
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
保

育
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
た
年
齢

別
ク
ラ
ス
の
保
育
を
柱
に
、
社

会
性
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む

「
縦
割
り
保
育
」、
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
Ｅ
Ｓ
Ｌ
も
取
り
入
れ
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
異

文
化
交
流
も
実
施
。
日
本
語
の

理
解
力
や
表
現
力
を
楽
し
い
遊

び
の
体
験
を
通
し
て
培
い
、
自

信
や
意
欲
を
育
て
、「
自
ら
考

え
、
行
動
で
き
る
子
ど
も
像
」

を
目
指
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

認
可
私
立
学
校
法
人
。

◎
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き

な
柱
の
一
つ
は
「
こ
と
ば
の
ク

ラ
ス
」。
5
歳
以
上
は
英
語
ま

た
日
本
語
を
選
択
し
、
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
毎
日

行
わ
れ
る
。
現
地
校
生
活
の
手

助
け
と
な
る
英
語
ク
ラ
ス
（
Ｅ

Ｓ
Ｌ)

、
ま
た
は
日
本
語
ク
ラ

ス
で
長
い
ア
メ
リ
カ
生
活
で
少

し
不
安
に
な
っ
て
き
た
日
本
語

力
を
夏
の
間
の
集
中
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
。
こ
の
夏
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
日
本
伝
統
文
化
体
験
。

茶
道
・
書
道
ま
た
和
太
鼓
な
ど
、

普
段
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
な
か

な
か
体
験
で
き
な
い
伝
統
文
化

を
体
験
す
る
。
夏
祭
り
で
は
お

神
輿
練
り
歩
き
か
ら
始
ま
り
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
綿
菓
子
作
り

ま
た
盆
踊
り
な
ど
日
本
ら
し
い

夏
ま
つ
り
を
家
族
み
ん
な
で
楽

し
む
。

日
本
語
幼
稚
園
と
し
て
50
年
の
歴
史

 

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

 こどものくに幼稚園
Kodomono Kuni

252 Soundview Ave.
White Plains, NY 10606

Tel: 914-949-0067 
www.kodomony.org
kk@kodomony.org

　
「
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
教
育
も
変
わ
る
の

が
当
然
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
一

人
ひ
と
り
違
う
の
だ
か
ら
、
そ

の
子
に
あ
っ
た
学
習
の
内
容
、

教
え
方
、
勉
強
の
や
り
方
を
提

供
で
き
る
場
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
そ
の
思
い
の
下
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
に
適
切
な
体

制
と
環
境
を
徹
底
的
に
追
求
し

た
の
がAlto

日
本
語
補
習
校
で

あ
る
。
学
校
で
の
学
習
は
、
自

由
進
度
・
個
別
学
習
が
中
心
。

１
人
の
教
師
に
よ
る
一
斉
指
導

を
し
な
い
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
に
学
習
の
主
導
権
が
移
る
。

結
果
、
自
分
か
ら
学
習
す
る
楽

し
さ
が
生
ま
れ
、
で
き
た
喜
び

も
増
え
て
い
る
。
教
師
と
児
童
・

生
徒
の
割
合
を
１
：
８
に
し
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
と
し

っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
で
、
学

習
環
境
を
整
え
て
い
る
。
実
際

に
は
１
：
４
ほ
ど
の
割
合
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、
見
守
ら
れ
る

安
心
感
の
下
で
学
習
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

【
季
節
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

大
人
気
】

　

全
９
週
間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、
水
泳
、
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
、
生
花
、
リ
ア
ル
脱
出
ゲ

ー
ム
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
夢

中
に
な
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

４
月
下
旬
に
は
ス
プ
リ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
を
開
催
す
る
。「
世
界

一
周
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
世

界
各
国
の
名
物
料
理
に
挑
戦
す

る
ほ
か
、
理
科
実
験
、
日
本
文

化
体
験
が
で
き
る
５
日
間
の
デ

イ
キ
ャ
ン

プ
に
な
る
。

Alto 日本語補習校

一
人
ひ
と
り
が
適
切
な
学
習
を
進
め
ら
れ
る

教
師
と
子
ど
も
の
割
合
１
：
８
の
補
習
校

自
由
進
度
・
個
別
学
習

  Alto 日本語補習校 
Alto Japanese School 

 370 Lexington Ave, Suite 1804
New York, NY10017 

グランドセントラル駅徒歩３分  
Tel: 646-649-3100
info@alto-edu.com
https://alto-edu.com 

           alto.weekendschool

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業

 　
「
和
の
保
育
」
と
し
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
に
開
園
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
公
認
の
日
系
デ
イ
ケ

ア
・
ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
。「
遊

び
を
通
し
て
友
情
を
育
む
」
を

保
育
理
念
に
、
日
本
で
の
保
育

経
験
を
持
つ
職
員
を
中
心
に
、

日
本
の
保
育
園
と
同
様
の
ケ
ア

を
目
指
し
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
の
成
長
に
合
わ

和
の
保
育
で
日
本
語
で

考
え
る
力
の
育
成

 
ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
・
デ
イ
ケ
ア

  スターチャイルド・デイケア
 イーストビレッジ園

435 E. 6th St., #1F or #1R 
(Between 1st Ave. & Avenue A) 

New York, NY 10009
daycare@starchildny.com 

www.starchildny.com
    @starchildny6st

せ
、
日
本
語
に
よ
る
日
本
の
保

育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
社
会

性
や
協
調
性
、
人
を
思
い
や
る

心
を
育
て
る
幼
少
期
に
お
け
る

多
様
性
か
ら
の
学
び
も
目
標
に

し
て
い
る
。

　

ク
ラ
ス
は
満
6
ヶ
月
か
ら
の

『
ひ
よ
こ
ク
ラ
ス
』『
こ
と
り
ク

ラ
ス
』
と
『
う
さ
ぎ
ク
ラ
ス
』

が
あ
る
。
季
節
の
歌
を
始
め
と

し
た
、
手
遊
び
、
か
ら
だ
遊
び
、

製
作
な
ど
、
日
本
の
保
育
な
ら

で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
魅
力
の

ひ
と
つ
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
あ
る
事
か
ら
、
節
分
や
ひ
な

祭
り
と
い
っ
た
日
本
の
行
事
は

も
ち
ろ
ん
、
イ
ー
ス
タ
ー
や
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
と
い
っ
た
様
々
な
行

事
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た

同
様
の
施
設
に
て
、
土
曜
日
は

平
日
の
デ
イ
ケ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
取
り
入
れ
た
午
前
中
保
育

の
め
ば
え
ク
ラ
ス
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ク
ラ
ス
を
開
校
。
デ
イ
ケ

ア
、
サ
タ
デ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
共

に
見
学
は
随
時
受
付
中
（
要
予

約
）。

 特集で紹介する教育機関リスト
   全日制日本人学校
■こどものくに幼稚園
■スターチャイルド・デイケア
■ケネディ・インターナショナル・
　スクール

（＊補習校も併設）
■ニューヨーク育英学園／
　ニューヨーク育英インターナショナルスクール
■フレンズアカデミー
■ニューヨーク日本人学校
■ニュージャージー日本人学校

■ＮＪこぐま幼稚園
■あおぞらコミュニティ

補習授業校
■Alto 日本語補習校
■育英サタデー・サンデー・
　アフタースクール
■プリンストン日本語学校
■ニューヨーク補習授業校
■ニュージャージー補習授業校
■ブルックリン日本語学園

学習塾
■駿台ニューヨーク校・
　ニュージャージー校
■早稲田アカデミーニューヨーク校
■Ｚ会・栄光ラーニングセンター
■みらい塾
■ヴァーテックス・エデュケーションズ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
は
、
海
外
で

も
日
本
人
教
育
機
関
が
集
中
す
る
有

数
の
場
所
だ
。
全
日
制
日
本
人
学
校
、

補
習
授
業
校
、
学
習
塾
と
教
育
の
選

択
肢
が
充
実
し
て
い
る
。
米
国
の
新

学
期
は
9
月
だ
が
、
在
米
の
日
本
人

向
け
教
育
機
関
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校

が
日
本
式
の
4
月
方
式
を
採
用
し
て

い
る
。
Ｎ
Ｙ
地
域
の
日
本
人
向
け
教

育
機
関
を
紹
介
す
る
。

mailto:JapaneseSchool@kennedyinternational.org
http://www.kennedyinternational.org
http://www.kodomony.org
mailto:kk@kodomony.org
mailto:info@alto-edu.com
https://alto-edu.com
mailto:daycare@starchildny.com
http://www.starchildny.com
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文
部
科
学
省
認
可
の 

補

習
授
業
校
で
あ
り 

Ｎ
Ｊ
州

承
認
非
営
利
団
体
で
も
あ
る

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

(

生
徒
数
２
６
０
人
、
平
本
秀

次
校
長)

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
中
心
部
の
緑
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。

同
校
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
海

外
子
女
教
育
お
よ
び
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
の
実
績
に
基
づ
い
て

考
案
さ
れ
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
継
承

語
教
育
の
先
駆
的
な
存
在
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

同
校
の
提
供
す
る
コ
ー
ス
に

は
、

・
文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要

領
に
そ
っ
た
教
科
学
習
や
日
本

語
力
の
維
持
向
上
を
め
ざ
す
児

童
・
生
徒
の
た
め
の
補
習
校
部

コ
ー
ス(

４
月
開
講)

・
継
承
語
と
し
て
の
日
本
語
と

日
本
文
化
を
習
得
し
た
い
長
期

滞
在
・
永
住
家
庭
の
児
童
・
生

徒
の
た
め
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ

ー
ス(

４
月
開
講)

・
日
本
語
を
外
国
語
と
し
て
学

び
た
い
児
童
・
生
徒
や
成
人
の

た
め
の
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス

 (

９
月
開
講)

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
コ
ー
ス
（
10
月
開
講)

な
ど

が
あ
る
。

　

多
様
で
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
、
Ｎ
Ｊ
州
全
域
は
も
と

よ
り
近
隣
他
州
か
ら
も
幼
児
、

児
童
・
生
徒
、
成
人
が
集
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
3
歳
か
ら
5

歳
ま
で
の
子
供
を
日
本
語
で
保

育
す
る
幼
稚
園
部
、
さ
ら
に
、

高
等
部
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　

経
験
豊
富
で
熱
心
な
教
職
員

は
、
毎
月
定
期
研
修
を
行
い
、

近
隣
の
補
習
授
業
校
や
日
本
人

学
校
へ
の
視
察
研
修
お
よ
び
情

報
交
換
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
外
部
の
専
門
家
に

よ
る
教
育
講
演
会
や
書
道
師
範

に
よ
る
書
初
め
、
節
分
、
七
夕

祭
、
運
動
会
、
学
芸
会
・
学
習

発
表
会
、
日
本
文
化
体
験
な
ど

「
日
本
語
学
校
」
な
ら
で
は
の

行
事
を
通
じ
て
、
日
本
文
化
・

伝
統
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
た

り
、
中
高
生
に
よ
る
表
現
学
習

発
表
会
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
表
会
・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
て
表
現
力
の

育
成
を
図
り
、
個
々
の
目
的
や

目
標
に
沿
っ
た
最
適
な
学
習
環

境
を
提
供
し
て
い
る
。

多
様
化
す
る
日
本
語
学
習
者
へ
の

対
応
ー
先
駆
的
存
在

 

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

 プリンストン
日本語学校
 Princeton Community 
Japanese Language 
School
 事務局 : 14 Moore St., 
Princeton, NJ 08542
Tel: 609-683-5080   
offi ce@pcjls.org

校舎および日曜事務局 : 
ライダー大学内
ビエレンバーム・
フィッシャーホール
Rider University, 
Bierenbaum Fisher Hall 
2083 Lawrenceville Rd., 
Lawrenceville, NJ 08648
Tel: 609-903-9014   
www.pcjls.org

 　
今
年
度
よ
り
全
日
制
部
門

は
、
Ｎ
Ｙ
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
改
名
し

た
。
幼
児
部
で
は
、
日
本
の
文

部
科
学
省
が
定
め
る
幼
稚
園
教

育
要
領
、
保
育
５
領
域
に
加
え
、

英
語
を
取
り
入
れ
た
保
育
課
程

を
編
成
し
、
３
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
の
年
齢
別
保
育
を
行
っ

て
い
る
。

　

小
学
部
は
文
部
科
学
省
の
定

め
る
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く

教
科
指
導
の
ほ
か
に
英
語
（
週

10
時
間
）
を
加
え
た
教
育
課
程

を
編
成
し
、
密
度
の
高
い
教
育

を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
書

き
初
め
や
餅
つ
き
、
節
分
、
ひ

な
祭
り
、
子
供
の
日
、
運
動
会

や
遠
足
な
ど
の
日
本
の
行
事
の

ほ
か
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
の

米
国
の
行
事
も
多
く
取
り
入
れ

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
文
化
交
流
や

野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
部
な
ど
放
課
後
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

夏
に
は
毎
年
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
。
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
や

野
球
教
室
、
日
本
語
教
室
、
宿

泊
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
内
部
生
、

外
部
生
か
ら
好
評
を
博
し
て
い

る
。
冬
に
は
週
末
に
ス
キ
ー
教

室
が
あ
り
、
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
の
日
帰
り
や
宿
泊
キ
ャ

ン
プ
も
盛
ん
だ
。

　

93
年
秋
か
ら
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
（
幼
児
部
、
小
学
部
、
中

学
部
、
高
等
部
）
を
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
に
開
設
。

２
０
０
０
年
に
は
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
、
07
年
に
は
長
時
間
保

育
部
門
「
き
り
ん
の
へ
や
」
や

言
語
学
習
の
た
め
の
「
語
学
部

門
」、
08
年
に
は
サ
ン
デ
ー
ス

ク
ー
ル
も
開
設
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
フ
レ
ン
ズ

ア
カ
デ
ミ
ー
が
２
０
１
５
年
９

月
に
西
１
０
３
丁
目
へ
移
転
し

た
の
に
伴
い
、
同
校
内
に
全
日

制
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
」
が

開
園
し
た
。
閑
静
な
住
宅
地
の

中
に
広
く
、
落
ち
着
い
た
教
室

や
保
育
室
を
有
し
て
い
る
。
公

園
に
も
近
く
、
の
び
の
び
と
し

た
保
育
活
動
を
実
践
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

 ニューヨーク育英学園
  8 West Bayview Ave., Englewood Cliffs, NJ 07632

www.JapaneseSchool.org
info@nyikuei.org

ニューヨーク育英インターナショナルスクール、
　

現
地
校
に
通
う
子
ど
も
達
の

為
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学

園
運
営
に
よ
る
、
土
曜
補
習
校

と
し
て
１
９
９
３
年
に
設
立
。

幼
児
部
で
は
日
本
の
幼
稚
園
教

育
要
領
に
そ
っ
て
四
季
折
々
の

行
事
を
取
り
入
れ
た
保
育
を
行

っ
て
い
る
。
小
学
部
で
は
文
部

科
学
省
の
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
国
語
、
算
数
、
理
科
、

社
会
、
生
活
、
体
育
の
他
、
音

楽
や
図
工
も
取
り
入
れ
た
年
間

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

る
。
中
学
部
で
は
国
語
、
数
学
、

社
会
、
理
科
の
他
、
絵
画
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
も
取
り
入
れ

て
い
る
。 

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

校
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
に

は
高
等
部
が
あ
り
、国
語
、数
学
、

社
会
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
土
曜
日
に
通
え
な
い

児
童
生
徒
の
為
に
週
日
放
課
後

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
（
幼
児
部
・

小
学
部
）
や
日
曜
日
の
サ
ン
デ

ー
ス
ク
ー
ル
（
幼
児
部
・
小
学

部
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
。更
に
、

各
校
舎
ま
で
の
通
学
が
難
し
い

児
童
を
対
象
の
日
曜
日
午
前
中

実
施
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
国
算
教

室
」
や
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
日

時
に
学
習
で
き
る
「
ホ
ー
ム
ス

ク
ー
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
用
意
し

て
お
り
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
し
て

い
る
。
各
校
と
も
放
課
後
の
ク

ラ
ブ
活
動
が
充
実
し
て
い
る
。

育
英
サ
タ
デ
ー
・
サ
ン
デ
ー
・
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

 育英サタデーNJ 校、
育英サンデー、アフタースクール

  8 West Bayview Ave., Englewood Cliffs, NJ 07632
Tel: 201-947-4832

www.JapaneseSchool.org  info@nyikuei.org
育英サタデーポートワシントン校 Tel：516-767-3139、516-455-3871
育英サタデーマンハッタン校Tel：201-947-4832  土のみ201-637-3927

週
一
回
の
楽
し
み
が
集
ま
る
学
び
舎
、

日
本
語
で
学
ぶ
子
ど
も
達
の
母
校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ブ
ラ
ン
チ
と
し

て
１
９
９
７
年
に
開
校
。
日
系
、

長
期
・
短
期
滞
在
、
国
際
結
婚

な
ど
の
様
々
な
背
景
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
伝
統

や
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
、
日
本
語
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
の
人
格
形
成
の
基
礎
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
ア
ッ
パ
ー

ウ
エ
ス
ト
の
閑
静
な
住
宅
地
の

中
に
５
０
０
０
ス
ク
エ
ア
フ
ィ

ー
ト
の
敷
地
面
積
を
誇
り
、
広

く
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
教
室

や
保
育
室
を
有
し
て
お
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
認
可
の

プ
リ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

　

週
日
は
、
就
学
前
の
幼
児
を

対
象
に
、
一
歳
か
ら
親
子
で
参

加
す
る
「
親
子
教
室
ひ
よ
こ

組
」、
二
歳
か
ら
の
「
幼
児
教
室

い
ち
ご
組
」、
三
歳
か
ら
の
「
た

ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
」
と
、
年
齢
別

に
三
つ
の
ク
ラ
ス
を
展
開
し
て

い
る
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
日
々

の
発
見
や
体
験
を
大
切
に
、
子

ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
び
や
か

に
育
む
と
と
も
に
、
集
団
の
生

活
を
通
し
て
社
会
性
の
基
礎
を

培
っ
て
い
る
。
母
国
語
で
あ
る

日
本
語
環
境
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
年
齢
に
応
じ
た
英
語
の
時

間
（
週
一
〜
二
回
）
を
設
け
、

楽
し
み
な
が
ら
英
語
の
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
国
際

感
覚
の
芽
を
育
て
て
い
る
。
運

動
会
や
子
ど
も
の
日
の
集
い
、

七
夕
、
餅
つ
き
な
ど
、
日
本
な

ら
で
は
の
年
間
行
事
を
通
し
て
、

日
本
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
大

切
に
し
て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
は
、
幼
児
か
ら
小
学
生

を
対
象
と
し
た
、「
う
ん
ど
う
ク

ラ
ブ
」、「
ピ
ア
ノ
教
室
」、「
バ

イ
オ
リ
ン
教
室
」
な
ど
、
日
本

語
に
よ
る
様
々
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語
の

習
得
を
目
指
し
た
「
ひ
ら
が
な

教
室
」
や
「
国
語
教
室
」
で
は
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
や
目
標
、
日
本

語
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
少

人
数
に
よ
る
教
育
を
行
な
っ
て

い
る
。
週
末
は
、
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
幼
児
・

小
学
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語

補
習
ク
ラ
ス
を
開
講
し
て
お
り
、

現
地
校
に
通
う
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
利
用
し
て
い
る
。

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

 フレンズアカデミー
 Friends Academy of Japanese Children’s Society, INC.
  310 West 103rd St.,New York, NY 10025

www.JapaneseSchool.org
friendsacademy@nyikuei.org

Tel: 212-935-8535
たんぽぽ幼稚園、幼児教室、親子教室、
アフタークラス、ウィークエンドスクール

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

体
得
し
つ
つ
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
し

て
生
き
る
柔
軟
な
心
を
養
う
学
び
舎

育英サタデーＮＪ校、アフタースクール
育英サンデーＮＪ校 Tel : 201-947-4832
フレンズアカデミー Tel : 212-935-8535
育英サタデー・マンハッタン校 Tel : 201-947-4832
育英サタデー・ポートワシントン校
（月～金 Tel : 516-767-3139）

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
の
学
校

日
本
式
で
幼
小
一
貫
46
周
年
目

http://www.pcjls.org
mailto:office@pcjls.org
http://www.JapaneseSchool.org
mailto:info@nyikuei.org
http://www.JapaneseSchool.org
mailto:info@nyikuei.org
http://www.JapaneseSchool.org
mailto:friendsacademy@nyikuei.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
、
創
立

50
周
年
を
迎
え
た
伝
統
の
あ
る

日
本
人
学
校
で
あ
る
。
白
い
校

舎
と
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
環

境
の
中
で
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
に
あ

ふ
れ
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
を
感
じ
ら

れ
る
学
校
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

子
供
た
ち
が
の
び
の
び
と
学
習

し
て
い
る
。

【
日
本
語
で
の
教
育
の
充
実
】

　

日
本
語
で
理
解
し
、
考
え
、

表
現
す
る
力
を
育
成
し
、
母
語

と
し
て
の
日
本
語
の
確
立
を
図

っ
て
い
る
。
文
部
科
学
省
か
ら

派
遣
さ
れ
た
教
員
が
、
一
人
一

人
を
大
切
に
し
た
き
め
細
か
な

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
帰
国
後

も
困
ら
な
い
確
か
な
学
力
の
育

成
に
努
め
、
日
本
国
内
と
同
等

以
上
の
学
力
の
定
着
を
目
指
し

て
い
る
。

【
英
語
教
育
の
充
実
】

　

授
業
は
1
ク
ラ
ス
を
原
則
３

つ
に
分
け
、
ア
メ
リ
カ
人
教
師

に
よ
る
習
熟
度
別
編
成
で
行

う
。
初
等
部
は
週
４
時
間
、
中

等
部
は
週
５
時
間
行
う
。
Ａ
ｒ

ｔ
科
も
ア
メ
リ
カ
人
教
師
が
英

語
で
行
っ
て
お
り
、
実
践
的
な

英
語
を
子
供
た
ち
は
習
得
し
、

英
検
準
２
級
や
２
級
を
取
得
す

る
児
童
も
い
る
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
】

　

１
年
生
か
ら
一
人
に
一
台
ず

つ
端
末
を
使
っ
た
授
業
を
受
け

て
お
り
、
調
べ
学
習
や
学
習
の

発
表
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
習
教
材
ソ
フ
ト
を
利

用
し
、
い
つ
で
も
自
ら
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

【
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
】

　

小
・
中
学
生
が
同
じ
校
舎
で

学
習
、
生
活
し
、
異
学
年
交
流

を
意
図
的
・
計
画
的
に
行
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
交
流
を
通
し

て
思
い
や
り
と
素
直
な
心
、
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
に
努
め
て

い
る
。

【
特
別
支
援
教
育
の
充
実
】

　

北
米
で
唯
一
、
特
別
支
援
学

級
を
設
置
し
、
特
別
支
援
教
育

の
免
許
を
持
つ
教
員
特
別
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
通
常
学
級
在
籍
の
児
童
の
取

り
出
し
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
支
援
員
を
配
置
し
、
外

部
機
関
教
育
相
談
機
関
と
の
連

携
を
図
り
特
別
支
援
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。

【
現
地
理
解
教
育
の
推
進
】

　

学
年
に
応
じ
て
グ
リ
ニ
ッ
チ

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
や
警
察
署
、
消

防
署
を
始
め
、
国
連
本
部
、
美

術
館
、
博
物
館
等
へ
の
移
動
教

室
を
実
施
。
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー

へ
の
宿
泊
学
習
、
ボ
ス
ト
ン
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
へ
の
修
学

旅
行
で
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
政

治
、
文
化
を
学
習
す
る
。
ま
た
、

学
校
間
交
流
は
、
各
学
年
ご
と

に
行
い
、
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
も
行
っ
て
い

る
。

【
進
路
指
導
の
充
実
】

　

多
様
な
講
師
を
招
い
て
キ
ャ

リ
ア
教
育
講
演
会
を
実
施
し
、

自
己
の
進
路
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

考
え
る
機
会
を
設
置
す
る
。
ま

た
、
国
内
の
公
立
高
校
・
私
立

高
校
受
験
に
向
け
、
進
路
説
明

会
や
保
護
者
と
の
個
人
面
談
、

受
験
時
の
面
接
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
指
定
校
推
薦
や
校
長
推

薦
な
ど
の
推
薦
制
度
も
あ
る
。

 

世
界
で
活
躍
す
る

国
際
人
の
育
て
る
教
育

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
、

Ｎ
Ｊ
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
自
然

豊
か
な
環
境
の
中
で
、
初
等
部
・

中
等
部
と
も
に
、
“Ｎ
Ｊ
フ
ァ
ミ

リ
ー
”
を
合
言
葉
に
毎
日
伸
び

伸
び
と
生
活
し
て
い
る
。
教
育

活
動
す
べ
て
を
子
供
中
心
と
位

置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

【
き
め
細
か
な
少
人
数
指
導
】

　

各
学
年
少
人
数
で
構
成
さ
れ

る
学
級
は
、
一
人
の
発
言
、
発

表
の
機
会
が
多
い
た
め
、
自
己

肯
定
感
・
自
己
有
用
感
が
育
ま

れ
、
自
信
が
身
に
付
い
て
い
く
。

ま
た
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
師

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

一
人
一
人
の
個
性
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
指
導
が
な
さ
れ
て

い
る
。

【
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
】

　

初
等
部
２
年
生
以
上
は
教
科

担
任
制
で
あ
り
、
初
等
部
・
中

等
部
両
教
員
が
学
部
を
超
え
て

授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
子
供

た
ち
は
大
変
仲
が
良
く
、
兄
弟
・

姉
妹
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
。

運
動
会
や
メ
イ
プ
ル
祭
（
文
化

祭
）
等
の
大
き
な
学
校
行
事
や

授
業
・
休
み
時
間
等
に
お
け
る

縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
の
経
験
を

通
じ
て
、
互
い
を
尊
重
す
る
気

持
ち
や
豊
か
な
心
が
育
ま
れ
て

い
る
。

【
発
信
型
英
語
力
の
育
成
】

　

日
本
人
教
師
に
よ
る
英
語
授

業
に
加
え
、
週
３
時
間
以
上
米

人
講
師
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
時
間

が
あ
る
。
授
業
は
習
熟
度
別
に

構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
安
心

し
て
参
加
で
き
る
。
ま
た
、
講

師
と
の
英
語
で
の
や
り
取
り
や

プ
レ
ゼ
ン
を
通
じ
て
発
信
型
の

英
語
力
が
身
に
付
い
て
い
く
。

米
人
講
師
に
よ
る
Ａ
Ｒ
Ｔ
授
業
、

現
地
校
と
の
交
流
活
動
等
に
お

い
て
も
実
践
的
に
英
語
を
活
用

す
る
た
め
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
も
自
然
と
育
ま

れ
て
い
く
。

【
現
地
理
解
教
育

の
推
進
】

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
（
初
等
部
）・

ワ
シ
ト
ン
Ｄ
Ｃ（
中

等
部
）
で
の
宿
泊

学
習
（
２
０
２
４

年
度
）、
社
会
科
見

学
（
国
連
本
部
、

国
連
日
本
政
府
代

表
部
、
在
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
等
）

や
校
外
学
習
（
リ
バ
テ
ィ
サ
イ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
・
パ
ン
プ
キ

ン
ピ
ッ
キ
ン
グ
等
）、
校
内
で
は

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
（
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
販
売
）・
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
活
動
等
を
通
じ
て
、
ア
メ

リ
カ
社
会
の
歴
史
や
自
然
、
文

化
等
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、“

体
験
”
を
通
じ
た
現
地
理
解
教

育
を
推
進
し
て
い
る
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
】

　

一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
検
索
・
発
表
活

動
、
担
任
と
の
連
絡
・
提
出
等

が
定
着
し
て
い
る
た
め
、
子
供

た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
は

高
い
。
ま
た
、
自
習
教
材
ソ
フ

ト
を
活
用
し
た
隙
間
時
間
の
学

習
も
進
め
て
い
る
。

【
充
実
し
た
進
路
指
導
】

　

保
護
者
面
談
、
面
接
指
導
、

進
路
説
明
会
・
受
験
体
験
報
告

会
等
を
通
じ
て
、
国
内
の
国
公

立
・
私
立
等
ど
の
タ
イ
プ
の
学

校
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
適
切

な
進
学
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
系
企
業
の
方
あ
る
い

は
日
本
国
内
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会

等
も
実
施
し
、
幅
広
い
進
路
指

導
も
行
っ
て
い
る
。

グローバルに活躍する
人材を育てる学校

 ニュージャージー日本人学校

  ニュージャージー日本人学校 
 The New Jersey Japanese School
www.NewJersyJapaneseSchool.org
njjs@NewJersyJapaneseSchool.org

Ｅ
Ｓ
Ｌ
授
業
風
景

全
校
写
真
（
４
月
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
舎
正
面

Ａ
Ｒ
Ｔ
科
の
授
業
風
景

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

（
小
島
昇
校
長
）
は
、
開
校
以
来

60
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
政

府
や
企
業
の
支
援
を
受
け
、
文

部
科
学
省
よ
り
派
遣
さ
れ
た
管

理
教
員
の
指
導
監
督
の
も
と
、

日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ

た
学
習
指
導
を
し
て
い
る
。

　

日
本
国
内
の
小
中
学
校
及
び

高
等
学
校
へ
の
編
入
、
進
学
の

際
に
適
応
で
き
る
力
を
養
う
こ

と
、
ま
た
、
家
庭
学
習
だ
け
で

日
本
語
を
話
す
仲
間
と

日
本
語
で
学
ぶ
土
曜
日

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

日
本
を
学
ぶ

は
得
ら
れ
に
く
い
高
い
レ
ベ
ル

の
日
本
語
力
を
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

【
学
校
は
２
地
区
で
開
校
】

　

ベ
イ
サ
イ
ド
（
Ｌ
Ｉ
校
）
と

ポ
ー
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
（
Ｗ
校
）

に
あ
る
２
つ
の
地
区
校
で
、
週

１
回
土
曜
日
に
授
業
を
実
施
し

て
お
り
、
幼
児
部
年
中
か
ら
高

等
部
２
年
ま
で
の
約
６
０
０
名

が
現
地
校
と
両
立
さ
せ
な
が
ら

学
ん
で
い
る
。

【
日
本
語
を
話
す
仲
間
と
学
ぶ
】

　

日
本
と
同
じ
教
科
書
を
用

い
、
日
本
語
を
話
す
仲
間
と
学

ぶ
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
は
生

活
言
語
だ
け
で
な
く
学
習
場
面

で
使
え
る
日
本
語
を
習
得
、
保

持
、
発
展
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

異
文
化
の
中
で
生
活
す
る
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
自
己
確
立

と
心
の
安
定
を
図
る
場
と
な
っ

て
い
る
。

【
日
本
を
学
ぶ
】

　

保
護
者
会
の
支
援
の
も
と
、

教
科
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
運

動
会
、
七
夕
、
書
き
初
め
な
ど
、

日
本
の
学
校
文
化
及
び
伝
統
文

化
や
行
事
等
に
ふ
れ
る
機
会
も

大
切
に
し
て
い
る
。
中
高
等
部

で
は
、
生
徒
会
活
動
の
中
で
生

徒
た
ち
が
自
主
的
に
企
画
し
た

活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

な
ど
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
や

自
己
有
用
感
を
育
て
る
こ
と
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

【
魅
力
は
他
に
も
】

●
多
数
の
日
本
語
の
蔵
書
を
読

め
る
。

●
日
本
の
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
使

い
、
家
庭
で
も
日
本
語
で
の
学

習
が
で
き
る
。

●
自
学
に
活
用
可
能
な
国
語
の

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
学
校
を
通

し
て
購
入
で
き
る
。

初
等
部
が
幼
児
部
に
読
み
聞
か
せ

日
本
語
を
話
す
仲
間
と
学
ぶ

 ニューヨーク補習授業校
The Japanese Weekend School 
of New York
Tel: 914-636-3770（事務所）
www.jwsny.org
hoshuko@jwsny.org

日本の教科書で学ぶ

運
動
会

パ
ラ
マ
ス
校
舎

 　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
児
童
生
徒
数
３
９
３
人 

小
田
切
利
幸
校
長
）
は
、
文
部

科
学
省
の
学
習
指
導
要
領
に
準

拠
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り

国
語
・
算
数
（
数
学
）・
社
会
（
生

活
）
科
の
学
習
を
通
し
て
、
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
で
国
際
性
豊
か
な

子
供
の
育
成
を
進
め
て
い
る
。

【
幼
小
中
高
の
一
貫
教
育
】

　

幼
児
部
・
初
等
部
・
中
等
部
・

高
等
部
に
加
え
、
日
本
語
を
学

ぶ
国
際
学
級
も
設
置
。
週
１
回

土
曜
（
42
日
）
の
授
業
や
行
事

を
通
し
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
、
子
供
た
ち
同
士
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
一
貫
教
育
を

行
う
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
派

遣
の
校
長
を
中
心
に
し
て
教
員

の
校
内
研
修
を
重
ね
、
授
業
や

生
徒
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

【
教
育
目
標
】

１ 

日
本
語
を
意
欲
的
に
学
び
、

日
本
の
文
化
に
親
し
む
。

２ 

日
本
語
、
算
数
・
数
学
の
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

を
習
得
す
る
。

３ 

お
互
い
に
良
さ
を
認
め
合

い
、
友
達
と
の
対
話
を
通
し
て

学
び
を
深
め
る
。

【
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
】

　

緑
豊
か
で
四
季
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
静
か
な
学
習
環
境

の
中
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活

用
し
た
「
分
か
る
授
業
」
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の

意
欲
を
高
め
、
自
信
を
持
た
せ
、

保
護
者
の
願
い
に
応
え
る
教
育

を
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
動
会
、
文
化
祭
、

春
・
秋
の
幼
児
部
の
遠
足
、
親

子
ク
ッ
キ
ン
グ
、
夏
の
水
遊
び
、

児
童
会
球
技
大
会
な
ど
多
彩
な

学
校
行
事
を
実
施
。
豊
か
な
国

語
力
の
育
成
を
目
指
し
、
作
文

や
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
、
漢
字
検

定
、
毛
筆
体
験
な
ど
も
実
施
し

て
い
る
。
さ
ら
に
七
夕
や
雛
飾

り
、
夏
休
み
作
品
展
な
ど
父
母

の
会
主
催
の
季
節
の
行
事
に
加

え
、
放
課
後
に
は
各
種
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
の
体
験
教
室
も
催
さ

れ
、
毎
回
多
く
の
子
供
が
楽
し

ん
で
い
る
。
言
葉
や
発
達
な
ど

の
悩
み
に
は
専
門
の
臨
床
心
理

士
に
よ
る
教
育
相
談
も
行
っ
て

い
る
。

 

す
べ
て
は
子
供
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

 

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

   ニュージャージー
補習授業校
 The Japanese Weekend 
School of New Jersey

も
ち
つ
き

 619 East Palisade Avenue, Suite 1, 1stFloor, 
Englewood Cliffs, New Jersey 07632（事務所）

Tel: 201-585-0555
www.jwsnj.org   njws@jwsnj.org 七夕

  ニューヨーク日本人学校
 The Japanese School of New York
(Greenwich Japanese School)

Tel: 203-629-9039
Fax: 203-629-9660
www.gwjs.org
gwjs@gwjs.org

http://www.NewJersyJapaneseSchool.org
mailto:njjs@NewJersyJapaneseSchool.org
http://www.jwsny.org
mailto:hoshuko@jwsny.org
http://www.jwsnj.org
mailto:njws@jwsnj.org
http://www.gwjs.org
mailto:gwjs@gwjs.org
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【
通
常
講
座
、
オ
プ
シ
ョ
ン
講

座
と
も
に
質
の
高
さ
が
違
う
】

　

駿
台
海
外
校
で
は
、
駿
台
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を
使
用
し
、

ベ
テ
ラ
ン
講
師
の
指
導
の
も

と
、
日
々
レ
ベ
ル
の
高
い
授
業

を
展
開
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
校
で

は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
、
古

典
、
小
論
文
、
数
学
、
物
理
、

化
学
な
ど
の
高
校
生
向
け
講
座

が
充
実
し
て
い
る
。
一
方
、
Ｎ

Ｊ
校
で
は
理
科
社
会
の
講
座
を

備
え
、
中
学
入
試
の
４
科
受
験
、

高
校
入
試
の
５
科
受
験
に
も
対

応
。
難
関
校
志
望
者
に
向
け
た

選
抜
講
座
や
、
各
種
模
試
を
用

意
し
進
路
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
。

【
豊
富
な
受
験
情
報
の
提
供
】

　

帰
国
生
入
試
の
受
験
情
報
は

一
般
入
試
に
比
べ
入
手
が
困
難

で
、
ま
た
自
分
の
現
在
の
成
績

を
把
握
す
る
の
も
難
し
い
が
、

駿
台
で
は
年
２
回
の
受
験
セ
ミ

ナ
ー
に
加
え
、
個
別
面
談
や
生

徒
対
象
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
豊
富

な
受
験
情
報
を
届
け
て
い
る
。

各
海
外
校
舎
の
講
師
は
、
日
本

の
一
般
入
試
・
帰
国
生
入
試
を

知
り
尽
く
し
た
ベ
テ
ラ
ン
講
師

で
、
問
い
合
わ
せ
に
も
気
軽
に

答
え
て
く
れ
る
。

【
世
界
に
広
が
る
駿
台
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
】

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
を
含
む
海
外
19
校
で

展
開
し
て
い
る
駿
台
海
外
校
。

駿
台
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
海
外
に
い
な
が
ら

全
世
界
の
ラ
イ
バ
ル
と
競
い
合

う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
海

外
校
独
自
の
模
試
ラ
ン
キ
ン
グ

を
作
成
し
、
帰
国
生
の
中
の
立

ち
位
置
を
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

【
国
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

充
実
し
た
環
境
】

　

日
本
帰
国
後
も
、
駿
台
国
際

教
育
セ
ン
タ
ー
や
、
駿
台
中
学

部
な
ど
、
受
験
を
引
き
続
き
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
を
調
え

て
い
る
。

【
あ
ら
ゆ
る
学
年
の
入
試
・
教

育
に
対
応
】

　

中
学
入
試
に
向
け
て
早
期
か

ら
準
備
し
た
い
児
童
や
、
一
般

入
試
を
含
め
た
中
学
入
試
、
日

本
全
国
の
入
試
に
対
応
可
能
な

高
校
入
試
、
編
入
試
験
、
大
学

入
試
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
学
年
に

対
応
し
て
い
る
。

 

駿
台
Ｎ
Ｙ
校
（Harrison

）・
Ｎ
Ｊ
校
（Fort Lee

）

無
料
体
験
授
業
・
無
料
個
別
面
談　

随
時
受
付
中

 

駿
台
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校

    駿台ニューヨーク校  
  47 Purdy St.

Harrison, NY 10528
Tel: 914-967-3331

駿台ニュージャージー校
2011 Lemoine Ave.
Fort Lee, NJ 07024
Tel: 201-461-2759

http://kaigai.sundai.ac.jp/us
対象学年：

小学生～高校生

　

日
本
語
の
読
み
書
き
に
特
化

し
た
「
み
ら
い
塾
」
は
日
本
語

力
や
ニ
ー
ズ
が
各
家
庭
で
大
き

く
隔
た
り
が
あ
る
永
住
予
定
の

子
供
や
、
将
来
日
本
へ
帰
国
予

定
の
長
期
滞
在
の
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
日
本
語
教
室
。
み

ら
い
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
学
習
プ

リ
ン
ト
で
ム
リ
な
く
、
最
新
の

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
シ
ス
テ
ム
で

ム
ダ
な
く
、
や
る
気
を
促
す
教

育
コ
ー
チ
ン
グ
で
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
日
本
語

の
読
み
書
き
を
長
期
継
続
的
に

取
り
組
め
る
学
習
環
境
を
提
供
。

み
ら
い
塾
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
取
り
入
れ
、「
す
ら
す
ら
と

本
を
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」

「
自
信
の
持
て
る
整
っ
た
字
を
書

け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」「
日
本

語
で
自
分
の
考
え
を
言
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
」
を
目
指
し
た

指
導
方
針
が
定
評
。
今
後
も
順

調
に
日
本
語
力
を
伸
ば
し
続
け

た
い
子
に
は
総
合
的
な
国
語
力

を
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
の
読
み

書
き
を
全
く
し
て
こ
な
か
っ
た

子
に
は
日
常
生
活
で
使
え
る
第

二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
力
を

育
む
。

　

春
・
夏
・
冬
の
長
期
休
暇
期

間
中
に
開
講
し
て
い
る
５
日
間

集
中
講
座
は
、
対
面
授
業
と
変

わ
ら
ぬ
質
の
高
い
リ
モ
ー
ト
授

業
で
居
住
地
に
か
か
わ
ら
ず
自

宅
か
ら
気
軽
に
受
講
で
き
る
。

日
本
語
力
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
た
い
子
に
は
一
番
人
気

の「
作
文
コ
ー
ス
」が
お
す
す
め
。

単
に
書
く
だ
け
で
は
上
達
し
な

い
作
文
の
書
き
方
の
コ
ツ
を
伝

授
。
普
段
、
現
地
校
や
ほ
か
の

習
い
事
で
忙
し
い
子
に
は
単
元

を
絞
っ
た
学
習
が
で
き
る
「
個

別
指
導
コ
ー
ス
」
で
、
段
階
的

な
反
復
練
習
を
通
じ
て
効
率
よ

く
定
着
。
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も

日
本
語
を
書
く
こ
と
や
使
う
こ

と
の
楽
し
さ
が
実
感
で
き
る
と

好
評
。

　

み
ら
い
塾
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
学

習
プ
リ
ン
ト
を
家
庭
学
習
と
し

て
活
用
し
た
い
方
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ら
プ
リ
」

か
ら
購
入
可
能
。
ま
た
、
個
別

面
談
の
予
約
も
随
時
受
け
付
け

中
。

ム
リ
な
く
・
ム
ダ
な
く
・

楽
し
く
読
み
書
き
を
定
着

 

み
ら
い
塾

  みらい塾
 63-52 Saunders St, 

Rego Park, NY 11374
miray109.com

facebook.com/MIRAY109

本
気
で
や
る
子
を
育
て
る

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

  早稲田アカデミーニューヨーク校 
1600 Harrison Ave. Suite 103, Mamaroneck, NY 10543

Tel: 914-698-1100
Email: newyork@waseda-academy.com

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html

校
舎
外
観

　

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
創

業
以
来
の
教
育
理
念
「
本
気

で
や
る
子
を
育
て
る
」
を
実

践
す
べ
く
、
２
０
１
９
年
に

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ

リ
ソ
ン
地
区
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
校
を
開
校
し
た
。
今
春
も
、

慶
應
湘
南
藤
沢
中
等
部
や
海

城
中
、
早
慶
附
属
高
校
や
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
附
属
高
校
と
い
っ

た
難
関
中
学
・
高
校
へ
の
多
数

の
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

難
関
中
学
・
高
校
入
試
の
合

格
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
同

塾
が
持
っ
て
い
る
強
み
は
6

つ
あ
る
。

①
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に
準

拠
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

開
講
学
年
は
小
学
1
年
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
。
志
望

校
合
格
へ
の
メ
ソ
ッ
ド
が
詰

ま
っ
た
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
校
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
融
合
さ
せ
て
最
大
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

②
国
内
の
生
徒
と
競
争
で
き

る
環
境

　

毎
月
の
必
修
テ
ス
ト
や
志

望
校
別
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
模
試

を
通
じ
て
、
海
外
に
い
な
が

ら
、
国
内
で
頑
張
る
ラ
イ
バ

ル
た
ち
と
切
磋
琢
磨
で
き
る
。

ま
た
、
国
内
生
と
の
比
較
が

で
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

③
豊
富
な
入
試
デ
ー
タ
に
基

づ
く
指
導

　

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
が
長

年
蓄
積
し
て
き
た
入
試
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
進
路
指
導
を

行
う
。
一
般
入
試
だ
け
で
な

く
、
つ
か
み
に
く
い
帰
国
生

入
試
の
合
格
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
も
、
同
塾
の
独
自
の
経
験

を
生
か
し
て
分
析
し
て
い
る
。

④
帰
国
生
入
試
に
対
応
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

一
般
入
試
だ
け
で
な
く
、

帰
国
生
入
試
に
も
対
応
で
き

る
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

現
地
校
生
が
苦
手
に
し
て
い

る
英
文
法
、
日
本
人
学
校
生

が
頭
を
悩
ま
せ
る
英
作
文
の

指
導
も
万
全
だ
。

⑤
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

　

対
面
授
業
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
併
用
「
早
稲
ア
カ
Ｄ
Ｕ

Ａ
Ｌ
」
を
行
っ
て
い
る
。
同

塾
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
好

評
で
、
現
在
は
米
国
内
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
中
西

部
、
西
海
岸
、
カ
ナ
ダ
、
メ

キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ

に
受
講
生
が
い
る
。

⑥
帰
国
時
の
学
習
継
続
も
万
全

　

帰
国
の
際
は
、
首
都
圏
内

の
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
約

２
０
０
の
校
舎
、
ま
た
は

２
０
２
３
年
に
新
規
開
校
し

た
「
帰
国
生
専
門 LOGOS 

AKADEMEIA

」
へ
の
案
内
が

可
能
。
ま
た
、
首
都
圏
外
に

帰
国
の
場
合
も
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
と
つ
な
が
り
の
あ
る

進
学
塾
を
紹
介
で
き
る
。

　

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
校
は
、
生
徒
・
保
護

者
と
と
も
に
「
合
格
」
の
先

に
あ
る
未
来
を
創
造
す
べ
く
、

最
新
の
受
験
情
報
と
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
指
導
を
提
供
し
て

い
る
。

■
日
本
か
ら
来
た
ば
か
り
。
英

語
の
学
習
は
ど
う
し
よ
う
？

　

英
語
の
習
得
に
大
切
な
土
台

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
日

英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
講
師
が
担

当
し
、
現
地
校
の
授
業
進
度

に
合
わ
せ
た
学
習
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
対
策
が
可
能
で
あ

る
。
授
業
は
日
本
語
・
英
語
両

方
を
使
っ
て
進
行
す
る
の
で
、

英
語
が
初
め
て
で
も
安
心
し
て

学
習
が
進
め
ら
れ
る
。

■
受
験
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き

か
？
帰
国
後
ス
ム
ー
ズ
に
学
習

を
続
け
る
に
は
？

　

帰
国
受
験
を
知
り
尽
く
し
た

講
師
陣
が
、
志
望
校
決
定
か
ら

合
格
ま
で
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
す
る
。
自
分
が
本
当
に
行

き
た
い
学
校
を
見
つ
け
、
目
標

に
向
け
て
の
学
習
を
進
め
ら
れ

る
。
中
学
〜
大
学
の
帰
国
受
験

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
編
入
試

験
に
も
対
応
。
ま
た
、
帰
国
後

の
学
習
を
見
据
え
、
重
要
事
項

を
漏
ら
さ
ず
学
習
で
き
る
の
は

塾
の
強
み
だ
。

■
習
い
事
や
遊
び
も
大
事
、
日

本
語
も
大
事
。
ど
う
や
っ
て
学

習
す
る
？

　

平
日
の
短
い
時
間
で
日
本
語

を
学
ぶ
こ
と
も
可
能
。
洗
練
さ

れ
た
教
材
と
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
わ
か
り
や
す
い
指
導

が
魅
力
で
あ
る
。
個
別
指
導
な

ら
、
そ
の
子
に
合
わ
せ
た
進
度

や
教
材
で
学
習
を
進
め
ら
れ

る
。

　

ま
ず
は
学
習
の
現
状
や
目
標

な
ど
、
面
談
で
気
軽
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｚ
会
・
栄

光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
一

人
ひ
と
り
の
目
標
達
成
に
向
け

て
、
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
れ
、
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 

Ｚ
会
・
栄
光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Z会・栄光
ラーニングセンター

マンハッタン校
370 Lexington Ave, Suite 1804
New York, NY10017 
グランドセントラル駅徒歩３分 
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https://ze-edu.com
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
認
可

の
Ｎ
Ｊ
こ
ぐ
ま
幼
稚
園
で
は
、

子
供
の
主
体
性
を
大
切
に
子
供

た
ち
が
自
分
で
課
題
を
見
つ
け

達
成
す
る
努
力
を
応
援
す
る
。

ま
た
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の

あ
る
心
を
育
て
る
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
季
節
ご
と
の
日
本
の

行
事
体
験
な
ど
も
充
実
。
発
表

会
や
運
動
会
で
も
子
供
た
ち
は

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
練
習
し
本
番

を
楽
し
ん
で
い
る
。
２
歳
半
児
、

３
歳
半
児
、
４
・
５
〜
６
歳
児

の
ク
ラ
ス
が
あ
る
が
、
週
１
日

か
ら
通
学
が
可
能
で
半
日
通
学

も
受
け
入
れ
て
お
り
、
共
働
き

の
両
親
の
た
め
に
朝
７
時
か
ら

夜
８
時
ま
で
延
長
保
育
も
受
け

入
れ
て
い
る
。
ま
た
ス
ク
ー
ル

バ
ン
で
の
送
迎
も
行
っ
て
い

る
。
通
常
の
日
本
語
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
加
え
、
英
語
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
子
供
の
日

本
語
力
と
英
語
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
リ
ト
ミ
ッ
ク

ク
ラ
ス
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス
、
キ

ッ
ズ
ヨ
ガ
な
ど
の
専
科
の
先
生

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
も
魅
力
だ
。

 

Ｎ
Ｊ
こ
ぐ
ま
幼
稚
園

    NJ こぐま幼稚園
 530 10th St.

Palisades Park, NJ 07650
Tel: 201-944-6968  
       201-966-5561

www.newjerseykogumayouchien.com
 theyouchien@gmail.com

こどもまんなかをスローガンに

　

地
域
で
子
供
を
育
て
て
い
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と

し
て
設
立
さ
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
日
本
語
学
園
は
日
本
政
府
認

定
の
補
習
授
業
校
と
し
て
、
長

期
滞
在
す
る
子
供
や
多
国
籍
な

家
族
構
成
の
中
で
生
ま
れ
育
つ

子
供
な
ど
、
多
様
な
子
供
達
の

状
況
に
合
わ
せ
た
日
本
語
学
習

環
境
を
提
供
し
て
い
る
。

　

子
供
達
が
自
ら
学
び
た
い
と

感
じ
る
授
業
を
目
指
し
作
ら
れ

て
い
る
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
実
験
活
動
や
美
術
工
作
活

動
、
学
年
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
演
劇
活
動
な
ど
、
五
感

を
使
い
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
を
重
視
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
授

業
内
容
。
児
童
生
徒
が
仲
間
と

一
緒
に
毎
週
土
曜
日
、
健
康
で

安
全
に
学
べ
る
環
境
を
整
え
て

い
る
。

　

学
習
の
相
乗
効
果
を
考
え
、

現
地
校
で
の
教
育
内
容
も
柔
軟

に
取
り
入
れ
て
い
る
傍
ら
、
日

本
文
化
を
継
承
す
る
た
め
の

文
化
行
事
も
年
間
を
通
し
て
数

多
く
実
施
さ
れ
、
Ｎ
Ｙ
市
に
暮

ら
す
日
本
人
・
日
系
人
の
子
供

達
に
必
要
と
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
表
現
力
な
ど

を
、
読
む
、
書
く
、
話
す
、
聞

く
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
る
た
め
の
ク
ラ

ス
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
土

曜
日
の
授
業
は
楽
し
く
学
び
、

平
日
は
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
の
宿

題
に
よ
り
家
庭
で
の
日
本
語
学

習
を
サ
ポ
ー
ト
。

　

借
用
校
で
の
授
業
時
間
は
9

時
20
分
か
ら
12
時
20
分
ま
で
の

通
常
授
業
と
、
午
後
2
時
ま
で

の
延
長
授
業
の
組
み
合
わ
せ
で

構
成
さ
れ
、
全
ク
ラ
ス
現
在
15

人
以
下
の
少
人
数
制
。
各
ク
ラ

ス
で
は
担
任
教
員
と
ア
シ
ス
タ

ン
ト
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子

供
の
日
本
語
習
熟
度
を
き
め
細

か
く
把
握
し
な
が
ら
指
導
を
行

う
。

　

Ｎ
Ｙ
市
で
暮
ら
す
子
供
と
家

族
の
生
活
に
配
慮
し
、
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
は
9
月
。
休
み
な

ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
Ｎ
Ｙ
市

の
公
立
学
校
に
準
じ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

運
営
母
体
で
あ
る
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
日
系
人
家
族
会
（
Ｂ
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ａ
）
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
し
、
子
供
達
は
学
園
の
内

外
で
出
会
い
、
絆
を
深
め
る
環

境
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

現
在
児
童
生
徒
数
２
０
５
名
。

　

幼
稚
部
Ｐ
ｒ
ｅ-

Ｋ
か
ら
高

等
部
12
年
生
ま
で
の
一
貫
教
育

を
目
指
す
。
新
年
度
Ｐ
ｒ
ｅ-

Ｋ
ク
ラ
ス
（
２
０
２
１
年
生
ま

れ
）
を
募
集
中
。
他
の
学
年
は

空
き
が
で
次
第
順
次
対
応
し
て

い
る
。

 

五
感
を
使
い
体
験
を
通
し
て
学
ぶ

 

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

４
〜
５
年
生
ク
ラ
ス
授
業
風
景

 　　　　　ブルックリン日本語学園 
　　　　　　　　　　　事務局 BJAFA（ブルックリン日系人家族会）
254 36th St., Suite B516, Brooklyn, NY 11232 Tel: 917-284-5871

http://nihongogakuen.org　nihongogakuen@bjafa.org

Ｐ
ｒ
ｅ-

Ｋ
学
習
発
表
会

オ
ン
ラ
イ
ン
個
人
授
業
で
日
本
の

難
関
校
受
験
を
サ
ポ
ー
ト  

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
拠
点
を
置

く
ヴ
ァ
ー
テ
ッ
ク
ス
・
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
日
本
帰
国

後
、
難
関
校
の
受
験
を
目
指
す

生
徒
の
た
め
、
帰
国
枠
受
験
対

策
（ 

Ｓ
Ａ
Ｔ
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、

英
検
、
日
本
の
受
験
科
目
）
を

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
っ
て
い

る
。
講
義
は
個
人
指
導
の
み
。

当
初
、
米
国
で
は
珍
し
い
高
校

生
対
象
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
理
系
科
目

指
導
専
門
塾
と
し
て
ス
ー
ト
し

た
が
、
現
在
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、

英
検
、
大
学
受
験
小
論
文
、
小

中
学
生
向
け
講
座
（
中
学
・
高

校
受
験
指
導
、
一
般
教
科
指
導
、

現
地
校
宿
題
フ
ォ
ロ
ー
）
な
ど

指
導
分
野
と
講
座
を
増
や
し
、

総
合
的
な
受
験
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

　

昨
年
か
ら
は
さ
ら
に
米
国

の
大
学
の
単
位
に
カ
ウ
ン
ト

ヴ
ァ
ー
テ
ッ
ク
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

 VARTEX EDUCATIONS  
1115 Broadway, Suite 1200

New York, NY 10010   
www.vartexeducations.net  
info@vartexeducations.net  

Youtubeにて授業の一部を
無料公開している。
詳細は HPより。

さ
れ
る
現
地
校
の
Ａ
Ｐ
ク
ラ
ス

(Math,　

Chemistry, Biology)

の
指
導
を
開
始
し
た
。

　

日
米
の
各
専
門
分
野
に
て
豊

富
な
指
導
経
験
を
持
つ
講
師
陣

が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
志
望

校
、
受
験
時
期
、
学
力
に
合
わ

せ
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
日

本
と
米
国
の
学
習
方
法
の
違
い

か
ら
得
意
に
し
て
い
た
教
科
が

苦
手
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

で
も
、
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

シ
ス
テ
ム
を
熟
知
し
た
講
師
に

よ
る
指
導
に
よ
り
生
徒
の
「
や

る
気
」
を
引
き
出
し
成
績
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
る
。

　

入
会
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
無

料
体
験
授
業
、
進
路
相
談
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
児

童
、
生
徒
に
最
も
適
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
提
案
。
春
期
、
夏

期
、
冬
期
や
統
一
試
験
前
の
集

中
講
座
な
ど
の
要
望
に
も
対
応

し
て
い
る
。

　

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
教
育
と
日
本
文
化
に

焦
点
を
当
て
た
非
営
利
団
体

（501c3

）
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
街
に
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
文

化
を
体
現
す
る
。
幼
児
か
ら
小

中
学
生
を
対
象
に
様
々
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
ま
た
、

保
護
者
や
家
族
向
け
の
子
育
て

グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
の

育
成
を
目
指
す

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

   あおぞらコミュニティ
クリントン園
535 Clinton Ave

Brooklyn, NY 11238
Tel: 347-721-3521
セントマークス園
238 St Marks Ave

Brooklyn NY 11238
Tel: 929-624-2287

www.aozoracommunity.org

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

■
あ
お
ぞ
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
（
小

中
学
生
対
象
）

　

子
ど
も
達
が
日
本
語
学
習
や

日
本
文
化
へ
の
興
味
を
深
め
る

と
同
時
に
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な

思
考
を
通
し
て
国
際
的
視
野
を

広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
現
地
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

も
考
慮
し
、
子
ど
も
達
が
英
語

で
学
習
し
た
事
を
日
本
語
学
習

に
生
か
す
事
が
で
き
る
よ
う
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
る
。
一
人
一
人
の
興
味
・
感

心
・
特
性
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
日
本
語
レ
ベ
ル
に
対
応
し

て
、
楽
し
く
有
意
義
な
学
習
体

験
が
で
き
る
環
境
を
提
供
。

様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、
子
ど

も
達
が
自
然
に
日
本
語
を
使

い
、
社
会
や
世
界
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
る
。

■
あ
お
ぞ
ら
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

（
２
〜
7
歳
対
象
）

　

夏
休
み
の
間
、
子
ど
も
達
が

日
本
語
の
シ
ャ
ワ
ー
を
た
っ
ぷ

り
と
浴
び
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
夏
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。 

外
に
出

て
身
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
た

り
、
ア
ー
ト
活
動
を
す
る
他
に
、

週
ご
と
に
変
わ
る
日
本
文
化
の

テ
ー
マ
を
日
本
語
で
学
び
体
験

す
る
。
子
ど
も
達
が
日
本
や
日

本
文
化
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
。

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
多
様
性
を
尊

重
し
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
、
子
ど
も
も
大
人
も

共
に
成
長
で
き
る
場
を
提
供

し
て
い
る
。
好
奇
心
旺
盛
で
広

い
視
野
を
持
ち
、
思
い
や
り
の

あ
る
地
球
市
民
が
集
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
築
く
こ
と
を
目
指
し

て
、常
に
進
化
を
続
け
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

週
末
に
は
餅
つ
き
大
会
や
味
噌

作
り
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、

日
本
語
と
日
本
文
化
を
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。

■
あ
お
ぞ
ら
プ
リ
ス
ク
ー
ル

（
2
〜
5
歳
対
象
）

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
唯
一
の
日

英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ス
ク
ー
ル
。

子
ど
も
達
の
個
性
、
独
自
の
興

味
や
「
学
び
た
い
」
と
い
う
自

主
性
（
自
発
性
）
を
大
切
に
す

るPlay-based Learning 

の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
基
盤
と
し
て
い

る
。
日
本
語
習
得
に
加
え
て
、

身
体
、
社
会
性
、
感
情
、
知
能

と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
成
長
を

促
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
多
文
化

な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
達
が
、

お
互
い
を
受
け
入
れ
、
思
い
や

る
心
を
育
み
、
広
い
視
野
を
持

つ
真
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
」

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.
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2025年（令和 7年）3月 1日（土） ［教　育］　　（16  ）

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
、
Ｎ
Ｙ
日
本

人
教
育
審
議
会
と
海
外
子
女
教

育
振
興
財
団
は
、
Ｎ
Ｙ
や
Ｎ
Ｊ

地
区
で
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
日
本
語
教

育
に
携
わ
る
事
業
者
の
更
な
る

連
携
が
必
要
と
し
、
３
団
体
の

連
携
強
化
を
形
に
す
る
た
め
の

協
定
調
印
式
を
２
月
18
日
に
Ｎ

Ｙ
育
英
学
園
で
実
施
し
た
。

　

同
協
定
は
、
在
外
教
育
施
設

と
し
て
の
相
互
協
力
を
一
層
深

め
、
教
育
の
質
の
向
上
、
学
校

運
営
の
最
適
化
お
よ
び
効
率
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
当
日
は
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
か

ら
武
田
秀
俊
理
事
長
と
岡
本
徹

学
園
長
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人
教
育
審

議
会
か
ら
は
久
保
克
之
会
長
と

倉
西
美
由
紀
事
務
局
長
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
櫻

井
幹
也
校
長
、
海
外
子
女
教
育

振
興
財
団
か
ら
は
綿
引
宏
行
理

事
長
が
覚
書
に
署
名
、
慶
應
義

塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
（
高
等

部
）
巽
孝
之
学
院
長
が
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
Ｎ
Ｙ
育
英
学

園
が
主
催
す
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
や
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に

審
議
会
系
列
校
の
生
徒
が
参
加

し
た
り
、
海
外
子
女
教
育
財
団

が
主
催
す
る
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を

審
議
会
が
協
力
し
た
り
な
ど
の

関
係
は
あ
っ
た
が
、
今
後
は
教

員
同
士
の
交
流
や
勉
強
会
、
生

徒
同
士
の
交
流
な
ど
も
増
や

し
、
ま
た
育
英
学
園
が
全
世
界

対
象
に
３
年
に
一
度
実
施
し
て

い
る
絵
画
展
「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
に
他
校
や
世
界
中
か
ら
の

応
募
を
受
け
付
け
る
な
ど
、
具

体
的
な
連
携
を
し
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
た
。

教
育
連
携
を
強
化

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
、
審
議
会
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習

授
業
校（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
、

全
校
児
童
生
徒
数
１
１
５
人
）

講
師
の
持
ち
票
は
各
部
門
で
一

人
３
票
と
し
、
講
師
担
任
の
ク

ラ
ス
や
講
師
自
身
の
子
供
が
在

籍
す
る
ク
ラ
ス
へ
は
投
票
が
で

き
な
い
よ
う
に
し
、
公
平
を
期

し
た
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の

投
票
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
部

門
の
一
つ
上
の
部
門
へ
の
み
投

票
可
と
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
上
級
生
の
俳
句
の
レ
ベ
ル

を
肌
で
感
じ
、
ま
た
、
今
後
の

彼
ら
の
俳
句
学
習
に
も
繋
が
る

よ
う
心
が
け
た
。

　

厳
選
な
る
審
査
の
結
果
、
俳

句
大
賞
が
６
人
、
優
秀
賞
が
６

人
、
そ
し
て
審
査
員
特
別
賞
が

１
人
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
２
月

16
日
の
全
校
朝
会
で
、
運
営
委

員
長
の
小
松
義
宏
さ
ん
よ
り
受

賞
者
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

審
査
を
つ
と
め
た
講
師
た
ち

は
「
十
七
音
と
い
う
短
い
歌
の

中
で
、
表
現
さ
れ
る
言
葉
が
学

年
を
上
が
る
ご
と
に
秀
逸
に
な

っ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に

し
、
と
て
も
感
慨
深
い
」「
今

年
度
、
伊
藤
園
俳
句
コ
ン
ク
ー

ル
事
務
局
よ
り
学
校
賞
を
受
賞

で
き
た
こ
と
が
俳
句
作
り
の
励

み
と
な
っ
て
い
る
」「
今
後
も

こ
の
俳
句
大
会
を
続
け
子
供
た

ち
の
俳
句
熱
を
も
っ
と
高
め
た

い
」
な
ど
と
述
べ
た
。
ま
た
、

大
賞
に
選
ば
れ
た
山
本
雄
伸
さ

ん
（
中
１
）
の
保
護
者
か
ら
は

「
日
本
の
学
校
に
い
た
ら
表
彰

さ
れ
る
な
ん
て
こ
と
は
な
い
か

ら
嬉
し
い
。
実
力
以
上
の
体
験

や
ご
褒
美
を
も
ら
え
た
」
と
喜

び
の
声
も
聞
か
れ
た
。

は
1
月
29 

日
、
初
の
校
内
俳

句
大
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
ま

で
季
節
ご
と
に
学
年
単
位
で
の

俳
句
大
会
は
行
っ
て
い
た
が
、

今
回
は
対
象
を
小
２
か
ら
高
等

部
に
ま
で
広
げ
、
学
年
を
ま
た

い
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
２
学
年
ず
つ
を
一
グ

ル
ー
プ
と
し
、
全
参
加
学
年
を

五
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
部
門
）
に

分
け
た
。
そ
し
て
児
童
・
生
徒

は
一
人
二
句
ま
で
俳
句
を
エ
ン

ト
リ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。
無
季
語
俳
句
も
可

と
し
た
た
め
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
俳
句
が
集
ま
っ
た
。
審
査

員
は
、
補
習
校
講
師
、
事
務
長
、

補
習
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
。

初の校内
俳句大会

ピッツバーグ日本語補習授業校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
・
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
の
５
年

生
は
２
月
12
日
、
社
会
科
「
情

報
化
し
た
社
会
と
産
業
の
発

展
」
の
授
業
の
一
環
で
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
フ
ジ
・
サ
ン

ケ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を

訪
れ
た
。
到
着
し
て
す
ぐ
、
児

童
は
、
会
議
室
に
て
メ
デ
ィ
ア

に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
一
日
に
お

け
る
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
の
平
均

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用

率
な
ど
、
具
体
的
な
数
字
を
確

認
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
の
大

き
さ
を
感
じ
た
。
撮
影
ス
タ
ジ

オ
で
は
、
実
際
に
イ
ヤ
ホ
ン
マ

イ
ク
を
身
に
つ
け
、
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
の
前
に
立
ち
、
久
下
香
織

子
キ
ャ
ス
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
キ
ャ
ス
タ
ー
と

し
て
天
気
予
報
の
放
送
原
稿
を

読
ん
だ
。
教
科
書
で
学
習
し
た

こ
と
を
実
際
に
体
験
さ
せ
て
も

ら
い
、
報
道
に
か
か
わ
る
人
々

の
苦
労
と
努
力
、
や
り
が
い
を

知
り
、
将
来
に
向
け
て
の
貴
重

な
経
験
と
な
っ
た
。

FCIを見学
育英の小学生

　

２
月
15
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
（
福

澤
隆
治
校
長
）
小
学
部
２
年
生

と
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
は
漢
字
交

流
授
業
を
行
っ
た
。
日
本
語
学

習
２
年
目
の
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス

学
生
た
ち
が
同
じ
く
漢
字
学
習

２
年
目
の
小
学
２
年
生
と
一
緒

に
お
互
い
の
漢
字
知
識
を
試
し

合
う
機
会
と
な
っ
た
。
ま
ず
は

名
刺
交
換
で
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
。
こ
の
年
齢
の
子
ど
も
と
日

本
語
で
接
し
た
こ
と
の
な
い
大

人
の
学
生
た
ち
、
そ
し
て
大
人

の
学
生
を
眼
の
前
に
し
た
２
年

生
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
が
、
名

刺
を
交
換
し
な
が
ら
会
話
を
膨

ら
ま
せ
一
気
に
会
場
の
空
気
が

和
ん
だ
。
そ
の
後
、
児
童
と
学

生
混
合
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

次
々
に
出
さ
れ
る
漢
字
問
題
に

真
剣
な
面
持
ち
、
そ
し
て
笑
顔

を
見
せ
な
が
ら
頭
を
ひ
ね
ら
せ

た
。何
画
目
ク
イ
ズ
で
は
、「
一
、

二
、三
」
と
一
緒
に
書
き
順
を

確
認
し
合
っ
た
り
、
同
じ
部
分

を
も
つ
漢
字
を
書
き
連
ね
る
競

争
で
は
お
互
い
の
記
憶
を
た
ど

り
な
が
ら
意
見
を
出
し
合
っ
て

い
た
。最
後
は
、「
鬼
の
パ
ン
ツ
」

を
歌
っ
て
踊
っ
て
笑
顔
で
の
締

め
く
く
り
と
な
っ
た
。

　

日
本
語
を
学
ぶ
大
人
の
学
生

と
交
流
す
る
の
が
初
め
て
だ
っ

た
２
年
生
に
と
っ
て
は
新
た
な

発
見
と
な
り
、
大
人
の
学
生
に

と
っ
て
は
遠
慮
な
く
ど
ん
ど
ん

話
し
て
く
る
２
年
生
と
ま
さ
に

生
の
日
本
語
に
触
れ
合
え
る
最

高
の
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

　

こ
の
漢
字
交

流
授
業
は
、
単

に
漢
字
知
識
を

試
す
だ
け
で
な

く
、
年
齢
や
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
全
く
違
う

者
同
士
が
、
同

じ
日
本
語
学
習

と
い
う
目
標
を

分
か
ち
合
い
刺

激
し
合
う
記
憶

に
残
る
体
験
と

な
っ
た
。
同
校

で
は
今
後
も
学

部
や
コ
ー
ス
と

い
う
枠
を
外
し

た
交
流
の
場
を

提
供
し
て
い
く

予
定
。

漢
字
学
習
で
交
流

  

小
学
生
と
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス

  

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

左
下
か
ら
岡
本
徹
さ
ん
、
綿
引
宏
行
さ
ん
、
久
保
克
之
さ
ん
、
櫻
井
幹
也
さ
ん
、

左
上
か
ら
巽
孝
之
さ
ん
、
武
田
秀
俊
さ
ん
、
倉
西
美
由
紀
さ
ん

https://miray109.com/
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://www.jhls.org/
http://ymcatfv.org/
https://japaneseschool.org
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以
前
に
米
国
の
公
教
育
に
お

け
る
特
別
支
援
教
育
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
21
歳
ま
で
の
特
別
な
ニ

ー
ズ
が
あ
る
生
徒
に
対
し
「
制

約
が
最
小
限
の
環
境
で
最
も
適

切
な
教
育
を
無
料
で
受
け
る
権

利
」
を
保
障
す
る”IDEA”
と

呼
ば
れ
る
障
害
者
教
育
法
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。
公
式
な
診
断

査
定
を
各
専
門
家
か
ら
受
け
、

学
習
・
言
語
能
力
、
情
緒
、
身

体
的
病
気
他
の
面
で
特
別
な
ニ

ー
ズ
が
あ
り
、
そ
れ
が
学
習
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
、
国
家
資
格
を
持

つ
各
専
門
家
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
で
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
米
国
で
は
外
国
人

も
含
め
約
10
％
の
生
徒
が
そ
の

恩
恵
を
得
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
特
別
支
援
教
育
と
は

別
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
法
（Rehabilitation Act

）

５
０
４
条
と
い
う
法
律
に
基
づ

く
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
・
サ

ー
ビ
ス
（Accommodation 

service

）
と
い
う
支
援
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。日
本
で
は「
合

理
的
配
慮
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。

　

特
別
支
援
教
育
は
各
種
専
門

家
に
よ
る
公
的
査
定
を
受
け
、

そ
の
結
果
学
校
の
措
置
会
議
で

そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
け

れ
ば
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
反
面

ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

は
、
何
ら
か
の
診
断
（
身
体
や

心
の
病
気
、
発
達
障
害
他
）
が

あ
り
、
保
護
者
が
正
式
に
学
校

に
申
し
込
み
、
学
校
の
会
議
で

そ
の
支
援
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
別

支
援
教
育
の
場
合
は
通
常
、
保

護
者
が
申
し
込
ん
で
か
ら
、
公

式
査
定
の
結
果
が
出
て
、
実
際

に
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
ま

で
に
少
な
く
と
も
２
か
月
程
は

か
か
り
ま
す
。
一
方
ア
コ
モ
デ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
医
師

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
専
門
家
の

診
断
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
学

校
の
学
習
に
支
障
が
起
き
て
い

る
と
会
議
で
判
断
さ
れ
れ
ば
す

ぐ
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
や
形

態
が
あ
り
ま
す
。
通
常
担
任
教

師
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
（
中
高
校
で
担
任
教
師
の
役

割
を
す
る
）
が
行
い
ま
す
。
専

門
家
が
行
う
特
別
支
援
教
育
と

は
そ
の
点
で
も
異
な
り
ま
す
。

以
下
に
具
体
例
の
ほ
ん
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
が
あ
る
生
徒
：
試
験

の
際
、
気
が
散
り
に
く
い
よ
う

別
室
で
受
け
た
り
時
間
が
延
長

さ
れ
る
、
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
予
防

の
た
め
答
え
を
見
直
す
よ
う
リ

マ
イ
ン
ド
さ
れ
る
。
教
室
内
で

行
動
修
正
チ
ャ
ー
ト
を
使
い
注

意
を
持
続
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
、
忘
れ
物
予
防
や
必
要
な
物

を
す
ぐ
出
せ
る
よ
う
鞄
や
机
の

中
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
の
し
方
を

教
え
る
な
ど
多
数
。

う
つ
・
不
安
症
状
が
あ
り
不
登

校
の
生
徒
：
ま
ず
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
オ
フ
ィ
ス
に
登
校
し
、
少

し
話
し
て
落
ち
着
い
て
か
ら
授

業
に
出
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
教

室
ま
で
付
き
添
う
。
最
初
は
Ｅ

Ｓ
Ｌ
な
ど
出
や
す
い
授
業
の
み

出
席
し
徐
々
に
授
業
数
を
増
や

す
や
り
方
で
支
援
す
る
。
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
軽
減
の
た
め
宿
題
や

課
題
の
量
、
難
易
度
を
調
節
す

る
。
遅
い
時
間
に
登
校
で
き
る

よ
う
時
間
割
を
調
整
す
る
な
ど

多
数
。

読
字
・
書
字
の
学
習
障
害
が
あ

る
生
徒
：
授
業
で
板
書
す
る
予

定
の
内
容
を
コ
ピ
ー
し
先
に
渡

す
。
音
読
に
必
要
な
箇
所
を
拡

大
コ
ピ
ー
す
る
。
実
物
や
絵
な

ど
視
覚
的
補
助
を
用
い
理
解
度

を
高
め
る
。
テ
ス
ト
を
筆
記
で

な
く
口
答
で
受
け
さ
せ
る
、
授

業
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
ノ
ー

ト
を
取
る
な
ど
多
数
有
。

　

実
際
に
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ

ン
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
恩
恵

を
得
て
い
る
子
ど
も
は
数
多
く

い
ま
す
。
米
国
の
公
教
育
で
は

守
秘
義
務
厳
守
が
重
視
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
て
い

る
と
い
う
情
報
は
保
護
者
の
サ

イ
ン
が
な
け
れ
ば
外
部
に
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
験

の
内
申
書
な
ど
へ
の
記
載
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
は
、

何
ら
か
の
診
断
が
つ
く
程
度
の

症
状
が
あ
り
、
学
年
で
身
に
つ

け
る
べ
き
学
習
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
場
合
に
、
支
援
を
行
う

こ
と
で
そ
の
生
徒
が
本
来
持
つ

力
を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。

決
し
て
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
た

り
、
差
別
し
た
り
す
る
た
め
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
コ

モ
デ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
、
学
力
や
成
績
が
上
が
り
、

喪
失
し
て
い
た
自
信
を
取
り
戻

し
た
り
、
や
る
気
を
伸
ば
す
生

徒
も
数
多
い
で
す
。
不
登
校
だ

っ
た
生
徒
が
問
題
な
く
登
校
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
例
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

う
つ
病
や
不
安
障
害
等
の
心

の
症
状
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
や
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
他
の
発
達

障
害
の
診
断
が
あ
り
、
学
習
や

学
校
で
の
機
能
に
何
ら
か
の
支

障
が
出
て
い
る
場
合
、
現
地
校

の
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
に
５
０
４

ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
申
し
込
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
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東
京
‐
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

は
、
今
年
も
日
本
語
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
、
参
加
者
の

募
集
を
開
始
し
て
い
る
。
キ
ャ

ン
プ
地
は
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
自
然

保
護
地
区
に
あ
る
フ
ロ
ス
ト
バ

レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
Ｎ
Ｙ
州
ク
ラ

リ
ー
ビ
ル
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー

ロ
ー
ド
２
０
０
０
番
地
）
で
自

然
環
境
、
施
設
、
ス
タ
ッ
フ
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て
で
北
米
キ

ャ
ン
プ
場
の
モ
デ
ル
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
昨
年
は

２
７
７
名
が
参
加
し
た
。
今
年

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
６
月
29
日

か
ら
８
月
22
日
の
間
に
４
期
予

定
さ
れ
て
い
る
。
12
泊
13
日
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
」、
７

泊
８
日
の
「
１
ウ
ィ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
」
な
ど
。
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
多
く
の
仲
間
と
出
会

い
、
楽
し
み
、
自
己
を
確
立
し

国
際
人
と
し
て
の
足
場
を
築

く
、
そ
ん
な
貴
重
な
経
験
が
で

き
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
だ
。

　

春
に
は
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開
催
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
日
本
語

で
Ｅ
メ
ー
ルtokyo-info@

frostvaleey.org

ま
で
。
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://www.ymcatfv.org

東京‐フロストバレーＹＭＣＡ
パートナーシップ　

日本語サマーキャンプ受付中

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
全
日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本

徹
学
園
長
）
の
小
学
部
1
〜
6

年
生
が
、
ス
ケ
ー
ト
教
室
に
取

り
組
ん
だ
。
こ
の
教
室
は
1
月

9
日
か
ら
5
週
間
に
わ
た
り
、

毎
週
木
曜
に
開
催
さ
れ
た
。
会

場
は
同
州
の
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク

ア
イ
ス
ハ
ウ
ス
。
子
ど
も
達
は

練
習
を
重
ね
、
ス
ケ
ー
ト
の
技

術
を
磨
き
な
が
ら
氷
上
で
の
成

長
を
遂
げ
た
。
普
段
の
練
習
で

は
、
初
心
者
、
初
級
、
中
級
、

上
級
の
習
熟
度
別
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

指
導
が
行
わ
れ
た
。
転
ん
だ
と

き
の
対
処
法
か
ら
、
少
し
難
易

度
の
高
い
ス
ケ
ー
ト
技
術
、
さ

ら
に
は
ス
ピ
ン
の
練
習
ま
で
、

子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
取
り
組

み
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
技
術

を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

2
週
目
に
は
「
親
子
ス
ケ
ー

ト
教
室
」
が
実
施
さ
れ
、
親
子

で
一
緒
に
氷
上
を
楽
し
む
温
か

い
光
景
が
広
が
っ
た
。
最
終
週

に
は
「
発
表
会
」
と
「
み
ん
な

で
す
べ
ろ
う
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
は
こ
れ

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
一
生
懸
命
に
滑
る
姿
が
印

象
的
だ
っ
た
。「
み
ん
な
で
す

べ
ろ
う
」
で
は
、
参
加
者
と
保

護
者
が
一
緒
に
滑
る
時
間
が
設

け
ら
れ
、
自
由
に
滑
っ
た
り
、

友
達
同
士
で
手
を
つ
な
い
だ
り

し
な
が
ら
、
ス
ケ
ー
ト
の
楽
し

さ
を
改
め
て
実
感
す
る
ひ
と
と

き
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
場
に

は
多
く
の
保
護
者
が
訪
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
頑
張
る
姿
に
温
か

い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
練
習
を
重

ね
る
う
ち
に
上
達
し
て
い
く
の

が
実
感
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
、
ま
た
「
発
表
会
で
一

生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
発
揮

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。

ス
ケ
ー
ト
教
室

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の
小
学
生

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
日
頃

か
ら
楽
し
ん
で
い
る
。
２
月
は

寒
い
日
が
続
き
、
外
は
雪
や
氷

で
い
っ
ぱ
い
。た
い
よ
う
組
は
、

水
と
塩
を
テ
ー
マ
に
実
験
を
行

っ
た
。

　

食
塩
水
の
び
っ
く
り
実
験
そ

の
１
は
、
見
た
目
は
同
じ
よ
う

に
水
が
入
っ
た
び
ん
が
２
つ
。

１
つ
に
ト
マ
ト
を
入
れ
る
と
沈

み
、
も
う
片
方
に
入
れ
る
と
な

ん
と
ト
マ
ト
が
浮
い
た
。
実
験

そ
の
２
は
、
黒
い
画
用
紙
に
食

塩
水
で
絵
を
描
き
、
最
初
は
水

が
滲
ん
だ
だ
け
だ
っ
た
の
に
、

乾
く
と
塩
水
が
浮
き
出
た
。
実

験
そ
の
３
は
、
食
塩
水
を
し
ば

ら
く
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
と

塩
の
塊
が
出
て
き
た
。
顕
微
鏡

を
使
っ
て
塩
を
観
察
す
る
と

「
ほ
う
せ
き
み
た
い
！
」「
う
ち

ゅ
う
に
い
る
み
た
い
に
き
ら
き

ら
し
て
る
ね
」
と
大
盛
り
上
が

り
。
そ
し
て
、
氷
を
糸
で
つ
る

実
験
に
も
挑
戦
し
た
。
塩
が
氷

と
糸
を
く
っ
つ
け
る
役
割
を
果

た
し
、
氷
を
つ
る
こ
と
が
で
き

る
。
子
ど
も
達
は
ど
れ
く
ら
い

の
量
の
塩
が
必
要
な
の
か
を
自

分
で
考
え
、
力
加
減
も
自
分
で

調
節
。
１
回
で
成
功
し
た
子
も

い
れ
ば
、
塩
が
は
が
れ
て
し
ま

っ
た
子
も
い
た
。
で
も
実
験
に

は
失
敗
は
つ
き
も
の
な
の
で
、

考
え
な
が
ら
も
う
一
度
挑
戦
し

て
、見
事
に
成
功
さ
せ
て
い
た
。

身
近
な
塩
、
水
が
実
験
を
通
し

て
驚
き
や
発
見
で
い
っ
ぱ
い
の

も
の
に
な
っ
た
。

こどものくに幼稚園　

水と塩テーマに実験

https://alto-edu.com/
https://jp.kennedyinternational.org/
http://www.seido.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
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暮
ら
し
や
す
い
Ｎ
Ｊ
州
の
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
賃
料
高
騰
を
受
け
て
、
こ
れ
か
ら
一
気

に
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
の
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
だ
。
イ
ン
フ
レ
に
な
る
と
目
の
前
に
見
え
る
「
物
」
の

価
格
ば
か
り
に
目
が
い
き
が
ち
だ
が
、
イ
ン
フ
レ
に
な
る
と

当
然
光
熱
費
も
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
光
熱
費
の
高

騰
も
視
野
に
入
れ
て
今
後
は
家
を
選
ん
で
い
く
必
要
が
出
て

く
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー

の
２
寝
室
プ
ラ
ス
広
い
デ
ン
（
書
斎
な
ど
に
使
え
る
小
部
屋
）

が
あ
り
、
外
駐
車
場
付
き
。
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
第
３
小
学
校
ま

で
徒
歩
３
分
。
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
か
ら
は
豊
富
に
バ
ス
が
出
て

い
る
の
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
通
う
学
生
に
も
人
気
が
高
い
。

　

家
賃
は
３
８
０
０
ド
ル
。
３
月
初
旬
か
ら
入
居
が
可
能
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０
１
・
７
３
６
・
０
３
８
０
、
Ｅ
メ
ー

ル　
nj1@jonecorp.com

　

矢
野
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・J.One 

不
動
産
Ｎ
Ｊ
支
店
）

　

米
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を
基

に
し
た
分
析
で
、
米
国
で
最
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
地
区
の
ひ
と

つ
に
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
サ

イ
ド
が
選
ば
れ
た
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ペ
パ

レ
ル
を
拠
点
と
す
る
雑
貨
店
ハ

ス
タ
・
カ
ラ
ル
は
、
国
税
調
査
、

大
手
不
動
産
情
報
サ
イ
ト
の
ジ

ロ
ー
、連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）

の
犯
罪
統
計
の
デ
ー
タ
を
基
に

主
要
都
市
の
約
30
地
区
の
人
口

密
度
や
世
帯
数
、
平
均
収
入
、

生
活
費
、
安
全
性
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
質
を
評
価
し
た
。
１
位

は
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ
市
の

エ
レ
ク
ホ
ー
ン
だ
っ
た
。
８
位

の
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ

ド
に
つ
い
て
同
店
は
「
人
口
密

度
、
生
活
費
は
全
国
平
均
の
38

％
強
と
対
象
地
区
の
中
で
最
も

高
い
一
方
、
不
動
産
の
内
覧
数

は
１
日
当
た
り
１
万
７
０
０
０

回
以
上
と
移
住
先
と
し
て
関
心

が
高
く
、
暴
力
犯
罪
の
件
数
は

１
０
０
０
人
当
た
り
９
・
９
件

と
低
く
安
全
性
が
高
い
」。
そ

し
て
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
地
域
は

「
良
い
人
た
ち
が
い
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
要
因

よ
り
も
ア
フ
ォ
ー
ダ
ビ
リ
テ
ィ

や
安
全
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
性

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
地
区
の
多
く
は
郊
外

に
見
ら
れ
る
が
、
ア
ッ
パ
ー
・

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
は
、
物
価
の

高
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な

都
市
で
あ
っ
て
も
、
強
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
性
は
築
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
」

と
解
説
し
て
い
る
。

　

趣
の
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ト
ー

ン
の
住
宅
が
象
徴
的
で
「
と
な

り
の
サ
イ
ン
フ
ェ
ル
ド
」や「
ウ

エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
」
な
ど

多
く
の
ド
ラ
マ
や
映
画
の
舞
台

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
同

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
10
位
は
次

の
通
り
。
２
位
テ
キ
サ
ス
州
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
市
キ
ン
グ
ス
ウ
ッ

ド
、
３
位
テ
キ
サ
ス
州
コ
ー
パ

ス
ク
リ
ス
テ
ィ
市
サ
ウ
ス
サ
イ

ド
、
４
位
テ
キ
サ
ス
州
エ
ル
パ

ソ
市
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
、
５
位

ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
市

デ
ィ
ア
ー
・
バ
レ
ー
、
６
位
ミ

ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
市

ハ
イ
ラ
ン
ド
、
７
位
フ
ロ
リ
ダ

州
マ
イ
ア
ミ
市
ブ
リ
ッ
ケ
ル
、

９
位
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
市
メ
リ
ー
ベ
イ
ル
、
10
位
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
州
レ
キ
シ
ン
ト
ン

市
シ
ェ
ビ
ー
・
チ
ェ
イ
ス
。

最
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
地
区

８
位
に
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

Hario "Technica"
 Coff ee Syphon, 600ml

サイフォンで珈琲

　日本の喫茶店に行くと、
よくサイフォンでコーヒー
を出してくれる店がある。
挽き立ての豆をサイフォン
で煎れると味も格別だ。ア
ルコールランプのアルコー
ルは金物屋で購入可能。写
真のサイフォンは日本の老
舗、ハリオの５カップ。ア
マゾンで 92 ドル。
www.amazon.com

https://www.redacinc.com/
mailto:nj1@jonecorp.com
http://www.amazon.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
芸
術

高
校
に
通
う
友
人
の
息
子
君
、

入
試
で
は
ポ
ッ
プ
ス
を
歌
っ
た

と
言
う
が
、
入
学
後
か
ら
オ
ペ

ラ
に
目
覚
め
た
と
言
う
。
そ
ん

な
わ
け
で
、
真
剣
に
オ
ペ
ラ
歌

手
を
目
指
し
て
い
る
の
で
相
談

に
乗
っ
て
ほ
し
い
と
友
人
か
ら

持
ち
か
け
ら
れ
た
。
オ
ペ
ラ
歌

手
を
目
指
す
高
校
生
男
子
に
、

最
近
は
中
々
巡
り
会
わ
な
い
の

で
、
早
速
楽
し
み
に
歌
を
聞
か

せ
て
も
ら
う
と
、
非
常
に
素
晴

ら
し
い
声
を
持
っ
て
お
り
、
歌

心
も
あ
る
。
良
い
所
が
沢
山
あ

る
事
を
本
人
に
伝
え
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
必
要
な
事
や
、
こ
う
し

た
方
が
良
い
思
わ
れ
る
事
な

ど
、
幾
つ
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
。
良
い
意
味
で
マ
イ
ペ
ー
ス

で
あ
る
し
、
思
っ
た
事
を
言
っ

た
り
、
や
り
た
い
事
を
真
っ
直

ぐ
に
突
き
進
む
素
直
さ
も
持
ち

合
わ
せ
て
お
り
、
将
来
が
楽
し

み
だ
な
ぁ
と
見
て
い
る
う
ち
、

自
分
が
彼
と
同
じ
く
ら
い
だ
っ

た
頃
の
事
を
思
い
出
し
て
い

た
。
普
段
は
思
い
出
さ
な
い
の

で
忘
れ
か
け
て
い
た
が
、
確
か

に
私
も
10
代
の
頃
、
心
の
底
か

ら
オ
ペ
ラ
に
傾
倒
し
て
お
り
、

尊
敬
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
た
ち
の

よ
う
な
声
を
出
し
て
、
自
分
が

受
け
た
の
と
同
じ
よ
う
な
感
動

を
人
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
歌

が
歌
い
た
い
と
強
く
願
っ
て
い

た
。
歌
の
レ
ッ
ス
ン
や
練
習
に

励
む
だ
け
で
な
く
、
オ
ペ
ラ
に

不
可
欠
な
イ
タ
リ
ア
語
も
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
独
学
で
学
び
始

め
、
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
を
何
度

も
聴
い
て
は
、
往
年
の
歌
手
の

歌
に
涙
し
た
り
感
動
し
、
一
体

ど
う
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
声

で
、
こ
ん
な
風
に
歌
え
る
の
だ

ろ
う
と
日
々
研
究
を
続
け
て
い

た
。
そ
の
友
人
の
息
子
君
は
、

音
大
に
進
学
後
、
私
が
か
つ
て

目
指
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
国

際
的
な
歌
手
に
な
り
た
い
と
言

う
。健
全
な
魂
を
持
つ
青
年
が
、

目
標
に
向
か
っ
て
有
効
な
努
力

を
し
て
、
何
故
で
き
な
い
こ
と

が
あ
ろ
う
か
？
私
自
身
は
、
分

厚
い
人
種
の
壁
や
偏
見
の
前

で
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
も
大
し
た

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
も
見
つ
け
ら
れ

な
い
中
、
道
な
き
道
を
が
む
し

ゃ
ら
に
進
ん
で
き
た
感
覚
が
あ

る
。
今
思
え
ば
、
生
来
の
不
器

用
さ
で
必
要
以
上
に
苦
し
ん
で

来
て
し
ま
っ
た
し
、
何
度
か
鬱

状
態
に
も
陥
っ
た
。
そ
れ
で
も

歌
手
を
続
け
ま
す
か
？
と
踏
み

絵
の
よ
う
な
試
練
も
何
度
も
か

い
く
ぐ
っ
て
来
た
。
し
か
し
彼

は
、
人
種
に
よ
る
差
別
な
ど
も

少
し
和
ぐ
２
０
２
５
年
の
今
、

日
本
人
の
母
と
白
人
の
父
を
持

つ
ミ
ッ
ク
ス
の
若
者
だ
。
立
派

な
声
と
体
格
に
恵
ま
れ
た
16
歳

の
目
前
に
は
、
洋
々
た
る
未

来
し
か
な
い
。
勿
論
こ
れ
か

ら
彼
を
待
ち
受
け
て
い
る
道

は
、
易
し
い
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
し
、
音
楽
の
道
を
志

し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
頑
張

っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
自
分

が
望
む
よ
う
な
プ
ロ
歌
手
に

な
れ
る
か
ど
う
か
は
や
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
音

楽
の
道
を
志
し
、
あ
る
一
定

期
間
頑
張
っ
て
み
た
か
ら
こ

そ
、
も
っ
と
向
い
て
い
る
も

の
が
あ
る
と
気
づ
い
て
辞
め

た
も
の
も
私
の
周
り
に
は
い

る
し
、
音
大
卒
業
後
に
、
全

く
違
う
道
に
進
ん
だ
同
級
生

な
ど
沢
山
い
る
。
10
代
で
そ

の
後
の
長
い
将
来
の
こ
と
な

ん
て
わ
か
ら
な
い
し
、
そ
の

時
に
好
き
な
も
の
で
も
、
後

に
な
っ
て
そ
う
で
も
な
か
っ

た
と
気
づ
く
事
な
ん
て
多
々

あ
る
。
大
切
な
の
は
、
今
信

じ
る
道
を
一
生
懸
命
や
る
こ

と
だ
け
だ
。
今
や
っ
て
い
る

も
の
の
先
に
将
来
が
形
作
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
で
も

ア
メ
リ
カ
で
も
そ
ろ
そ
ろ
入

試
結
果
が
出
始
め
る
こ
ろ
。

ど
う
か
若
者
に
は
大
志
を
持

っ
て
自
分
の
好
き
な
こ
と
、

や
り
た
い
事
を
頑
張
っ
て
ほ

し
い
！

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

それぞれの春、
それぞれの大志

14

渋
滞
税
の
必
要
性
訴
え

大
統
領
に
Ｎ
Ｙ
州
知
事

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
21
日
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
大
統
領
執

務
室
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
一

対
一
で
会
談
し
た
。
知
事
広
報

室
に
よ
れ
ば
、
２
人
は
１
時
間

に
わ
た
り
、
渋
滞
税
、
移
民
、

イ
ン
フ
ラ
、
経
済
開
発
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
洋
上
風
力
、
原
子
力

発
電
な
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
主

要
優
先
事
項
に
つ
い
て
率
直
に

話
し
合
っ
た
と
い
う
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
今
年

１
月
５
日
よ
り
渋
滞
税
が
導
入

さ
れ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

２
月
19
日
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
停

止
を
命
じ
た
。
知
事
は
こ
れ
に

反
発
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の

会
談
を
利
用
し
て
渋
滞
税
の
必

要
性
を
訴
え
た
い
と
述
べ
て
い

た
。
会
談
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
公
約
を
果
た
し
た
と
語
る
一

方
、
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
継
続
を

主
張
、「
こ
の
国
内
初
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
先
月
施
行
さ
れ
て
以

来
、
渋
滞
は
劇
的
に
減
少
し
、

通
勤
者
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
早

く
職
場
に
到
着
し
て
い
る
」
と

大
統
領
の
質
問
に
答
え
て
述
べ

た
。「
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
シ

ョ
ー
は
完
売
し
、
地
元
企
業
へ

の
歩
行
者
数
は
急
増
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
子
供
た
ち
を
時
間
通

り
に
学
校
に
送
り
届
け
、
イ
エ

ロ
ー
キ
ャ
ブ
の
利
用
は
10
％
増

加
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支

持
は
日
々
高
ま
っ
て
い
る
」
と

話
し
、
渋
滞
税
の
早
期
の
成
功

に
関
す
る
小
冊
子
を
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
贈
呈
し
た
。

　

http://kiku-ny.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
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http://snsrealty.com/


　
「
豊
か
な
人
生
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
人
生
だ
と
思
い
ま

す
か
。
お
金
が
た
く
さ
ん
あ

る
人
生
、
好
き
放
題
遊
べ
る

人
生
、
宝
く
じ
が
当
た
る
人

生
、
色
々
思
い
つ
く
だ
ろ
う
。

私
に
と
っ
て
豊
か
な
人
生
と

は
、
仕
事
が
楽
し
く
、
家
族

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る

人
生
だ
と
思
う
。
そ
の
よ
う

な
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
た

め
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と

が
大
切
だ
。    

　

健
康
と
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
で

は
「
肉
体
的
、
精
神
的
お
よ

び
社
会
的
に
完
全
に
良
好
な

状
態
で
あ
り
、
単
に
疾
病
又

は
病
弱
の
存
在
し
な
い
こ
と

で
は
な
い
。」
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の

健
康
は
身
体
的
健
康
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
健
康
と
社
会

的
健
康
も
含
め
た
視
点
が
大

切
に
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
の

３
つ
の
視
点
に
基
づ
い
て
考

え
て
み
た
。    

　

ま
ず
、
身
体
的
健
康
に
つ

い
て
だ
。
単
に
病
気
で
は
な

い
、
ケ
ガ
を
負
っ
て
い
な
い

だ
け
で
は
な
く
、
睡
眠
や
食

事
、
運
動
な
ど
身
体
機
能
の

維
持
・
向
上
を
も
た
ら
す
活

動
が
滞
り
な
く
行
え
て
い
る

こ
と
を
身
体
的
健
康
と
い
う

こ
と
に
す
る
。
こ
の
身
体
的

健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
私

は
時
間
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
た
。
私

は
小
学
校
六
年
生
の
三
月
、

検
査
の
た
め
に
入
院
を
し
た

こ
と
が
あ
る
。
入
院
中
は
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
漫
画
を

読
ん
だ
り
し
て
い
た
。
そ
の

時
は
、
と
て
も
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

二
日
間
だ
け
だ
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
生
活
が
一
ヶ
月
続
い
た

り
、
入
院
を
繰
り
返
し
た
り

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
い
ず
れ
飽
き
て
し
ま

い
、
多
く
の
時
間
を
無
駄
に

し
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。     

　

１
日
24
時
間
と
、
時
間
は

誰
に
で
も
平
等
に
あ
る
。
あ

な
た
は
そ
の
時
間
を
ど
ん
な

ふ
う
に
使
い
た
い
か
。
私
は
、

勉
強
を
し
た
り
、
で
き
る
限

り
規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ

た
り
、
自
分
に
で
き
そ
う
な

お
手
伝
い
を
し
た
ら
良
い
と

考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
好
き

な
こ
と
を
す
る
時
間
も
必
要

だ
。
だ
か
ら
、
ゲ
ー
ム
や
テ

レ
ビ
な
ど
の
娯
楽
の
時
間
も

確
保
し
て
、
睡
眠
、
食
事
を

し
っ
か
り
と
る
な
ど
、
健
康

が
保
て
る
よ
う
な
時
間
の
使

い
方
を
し
て
い
き
た
い
。
   

　

次
に
、
精
神
的
健
康
に
つ

い
て
で
あ
る
。
心
の
状
態
が

落
ち
着
い
て
い
て
、
今
の
自

分
自
身
の
置
か
れ
た
状
況
に

満
足
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
労
働
安
全
衛
生
調

査
に
よ
る
と
、
過
去
一
年
間

に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に

よ
り
連
続
一
か
月
以
上
休
業

し
た
労
働
者
又
は
退
職
し
た

労
働
者
が
い
た
事
業
所
の
割

合
は
13
・
３
%
（
令
和
三
年

調
査
10
・
１
%
）
と
な
っ
て
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「
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
薗　

蓮
大

な
い
ほ
ど
で
し
た
。
他
に
も
、

わ
た
し
は
す
ご
い
温
泉
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ

は
、
西
の
河
原
温
泉
と
い
う

ろ
天
ぶ
ろ
で
し
た
。
こ
の
ろ

天
ぶ
ろ
は
、
五
百
平
方
メ
ー

ト
ル
な
の
で
、
プ
ー
ル
の
よ

う
な
サ
イ
ズ
で
す
。
わ
た
し

は
こ
の
ろ
天
ぶ
ろ
が
あ
ま
り

に
も
で
か
か
っ
た
の
で
、
目

を
白
黒
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

く
さ
つ
市
の
す
ご
い
と
こ

ろ
は
、
温
泉
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
く
さ
つ
市

の
町
は
、
び
っ
く
り
し
た
り
、

心
が
ひ
か
れ
る
よ
う
な
こ
と

で
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
こ
の
町
で
も
っ
と
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
こ
と
は
和
風

の
服
を
来
て
い
る
女
の
人
た

ち
が
湯
も
み
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
し
た
。
湯
も
み
と
は
、

地
面
か
ら
わ
き
で
て
い
た
熱

い
湯
の
中
に
、
木
の
板
の
よ

う
な
物
を
パ
タ
パ
タ
と
動
か

し
て
、
湯
の
温
度
を
下
げ
て
、

温
泉
の
湯
に
使
え
る
よ
う
に

す
る
お
ど
り
で
し
た
。
こ
の

湯
も
み
で
お
も
し
ろ
か
っ
た

こ
と
は
、
湯
も
み
を
し
て
い

る
と
き
に
歌
う
歌
で
し
た
。

そ
の
歌
は
、「
チ
ョ
イ
ナ
ー
チ

ョ
イ
ナ
ー
」
と
い
う
歌
で
し

た
。

　

他
に
も
、
町
で
は
「
湯
畑
」

と
い
う
物
も
あ
り
ま
し
た
。

湯
畑
は
わ
き
で
て
い
る
湯
を

な
が
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
わ
き
出
て
い
た
湯
は
、

エ
メ
ラ
ル
ド
の
よ
う
な
色
で

見
と
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
美

し
さ
で
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
町
に
は

い
ろ
ん
な
す
て
き
な
物
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
温
泉

ま
ん
じ
ゅ
う
や
、
足
湯
と
か

お
も
し
ろ
い
店
も
あ
っ
て
、

自
分
の
む
ち
む
ち
し
た
い
と

こ
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

こ
の
町
は
ふ
つ
う
の
町
と
は

ち
が
っ
て
、
温
泉
が
町
の
と

こ
ろ
に
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
家
ぞ
く
旅
行
は
夏

休
み
の
中
で
も
、
一
番
の
思

い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

く
さ
つ
市
は
く
さ
い
け
れ
ど
、

だ
れ
で
も
す
て
き
な
思
い
出

を
作
れ
る
町
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
　
　

   （
滞
米
３
年
６
か
月
）

い
る
。
こ
の
よ
う
に
仕
事
を

し
て
い
る
人
の
十
人
に
一
人

が
心
の
不
調
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
に

は
、
そ
の
人
の
周
り
の
環
境

を
変
え
る
、
ス
ト
レ
ス
に
周

り
が
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、

い
つ
も
よ
り
元
気
が
な
い
人

や
落
ち
込
ん
で
い
る
人
な
ど

に
、
声
を
か
け
て
励
ま
す
こ

と
だ
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

み
ん
な
が
そ
の
よ
う
な
人
に

声
を
か
け
る
と
そ
の
人
の
困

っ
て
い
る
こ
と
が
軽
減
さ
れ

る
。
   

　

最
後
に
、
社
会
的
健
康
に

つ
い
て
で
あ
る
。
人
間
関
係

が
う
ま
く
い
く
こ
と
、
他
人

か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
孤

独
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
を
社
会
的
健
康
と
言
う
そ

う
だ
。
全
国
の
内
閣
府
の
調

査
に
よ
る
と
、
１
４
６
万
人

の
人
が
引
き
こ
も
り
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
15
〜
39

才
で
２
・
05
％
が
引
き
こ
も

り
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

こ
の
数
は
少
な
く
は
な
い
。

「
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
」、「
中
学
時
代
の
不
登
校
」

な
ど
、
理
由
の
半
分
以
上
が

心
の
健
康
を
害
し
て
い
る
こ

と
に
起
因
し
て
い
る
。
も
し
、

ク
ラ
ス
に
馴
染
め
な
い
事
が

原
因
の
不
登
校
な
ら
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
仲
の
良
い
友
達
が
い

る
、
自
分
を
認
め
て
く
れ
る

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
社

会
的
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。
み
ん
な
が
気
持

ち
よ
く
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
し
っ
か
り
話
し
合
う

機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え
る
。　

　

最
初
に
身
体
的
健
康
、
次

に
精
神
的
健
康
、
最
後
に
社

会
的
健
康
に
つ
い
て
話
し
た
。

こ
の
話
で
は
、
今
ま
で
想
像

し
て
い
た
「
健
康
」
の
イ
メ

ー
ジ
と
は
違
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
だ
ろ
う
。
私
は
、
豊
か

な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

お
金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
や

好
き
な
こ
と
を
す
る
こ
と
も

必
要
だ
と
思
う
が
、
ま
ず
は

第
一
に
健
康
に
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
肝
心
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
た
。
  
そ

こ
で
、
改
め
て
み
な
さ
ん
に

も
健
康
と
豊
か
な
人
生
と
は

ど
ん
な
も
の
か
考
え
て
み
て

ほ
し
い
。　

　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
か
月
） 

　

プ
〜
ン
。
群
馬
県
の
く
さ

つ
市
に
あ
る
湯
畑
の
あ
る
町

に
入
っ
た
と
た
ん
に
鼻
を
つ

ま
み
た
く
な
る
ほ
ど
の
く
さ

い
に
お
い
が
鼻
に
た
だ
よ
っ

て
き
た
。
一
秒
息
を
す
っ
て
、

三
十
秒
く
ら
い
息
を
止
め
て

か
ら
は
い
て
、
を
何
回
も
く

り
返
し
な
が
ら
町
を
歩
い
て

い
っ
た
。
湯
畑
を
見
て
い
た

ら
、
お
母
さ
ん
が
、「
こ
の
に

お
い
は
い
お
う
の
に
お
い
だ

ね
。」
と
言
っ
た
。

　

わ
た
し
は
こ
の
夏
、
わ
た

し
の
お
ば
あ
さ
ん
と
お
じ
い

さ
ん
と
わ
た
し
の
い
と
こ
と
、

群
馬
県
に
あ
る
く
さ
つ
市
ま

で
温
泉
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。
こ
こ
の
温
泉
で
は
、
な

べ
で
ぐ
つ
ぐ
つ
と
温
め
ら
れ

た
よ
う
に
、
も
の
す
ご
く
熱

い
四
十
度
の
温
泉
が
あ
っ
た

の
で
す
。
で
も
わ
た
し
は
こ

れ
よ
り
も
熱
い
温
泉
に
入
り

ま
し
た
。
入
る
と
い
う
よ
り

も
、
足
だ
け
を
入
れ
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
く
ら
い
で
し

た
。
こ
の
温
泉
は
、
大
た
き

の
湯
と
い
う
所
に
あ
っ
た
の

で
す
。
こ
の
温
泉
は
だ
ん
の

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
一
つ

上
の
だ
ん
に
上
が
る
と
も
う

一
つ
温
泉
が
あ
り
、
下
の
だ

ん
に
あ
っ
た
温
泉
よ
り
も
熱

く
な
っ
て
い
く
と
い
う
温
泉

で
す
。
そ
れ
で
わ
た
し
は
一

番
上
の
温
泉
に
つ
か
っ
た
ら
、

火
の
上
の
な
べ
の
中
に
入
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
十
秒

入
っ
た
ら
も
う
が
ま
ん
で
き

「
わ
す
れ
ら
れ
な
い
く
さ
つ
市
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

こ
こ
ろ

　
「
こ
れ
ま
で
の
常
識
と
は
異

な
る
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、

世
界
を
も
っ
と
多
様
に
見
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

は
ず
だ
」
と
筆
者
は
「『
不

便
』
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
」

の
中
で
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
僕
は
賛
成
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
僕
も
新
し

い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
世
界
を
よ
り
広
く
感
じ
ら

れ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
筆
者
は
不
便
益
に

つ
い
て
「
あ
な
た
の
日
々
の

生
活
の
中
で
『
不
便
で
い
や

だ
な
。』『
面
倒
く
さ
い
な
。』

と
思
っ
て
さ
け
て
い
た
物
事

の
中
に
、
実
は
、
新
し
い
気

づ
き
や
楽
し
み
が
隠
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
も
述

べ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
ア
メ
リ
カ
で

学
校
に
通
う
と
き
は
車
で
送

り
迎
え
を
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
移
動
も
速
く
て
、
玄

関
横
に
着
く
た
め
疲
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
日
本
で
通
学

す
る
と
き
は
、
歩
き
や
自
転

車
で
通
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
然
と
体
力
が
つ
き
、
友
達

と
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
歩
く
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

他
に
も
ゲ
ー
ム
で
課
金
を

す
る
と
、
ゲ
ー
ム
を
有
利
に

進
め
ら
れ
て
楽
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
課
金

を
せ
ず
に
自
分
の
実
力
で
ゲ

ー
ム
を
す
る
と
、
課
金
を
し

た
時
に
は
え
ら
れ
な
い
「
達

成
感
」
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

不
便
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る

「
不
便
益
の
良
さ
」

　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

陽
佑

良
さ
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
僕
は
筆
者
の
意
見
に

賛
成
で
す
。
今
後
は
、
便
利
に

頼
り
す
ぎ
ず
、
不
便
だ
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
る
良
さ
も
感
じ
て
い

き
た
い
で
す
。（
滞
米
６
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

ぼ
く
は
、
お
か
あ
さ
ん
の

ご
は
ん
が
す
き
で
す
。
と
く

に
、
お
に
く
の
ま
き
ま
き
が
、

す
き
で
す
。
そ
れ
は
、
も
や

し
と
ニ
ラ
を
ぶ
た
に
く
で
ま

い
て
や
い
た
も
の
で
す
。
ポ

ン
ズ
に
つ
け
て
た
べ
る
と
お

い
し
い
で
す
。
と
て
も
お
い

し
い
の
で
８
こ
た
べ
ま
す
。

た
ま
に
お
と
う
さ
ん
の
ぶ
ん

も
も
ら
い
ま
す
。
さ
い
ご
に
、

の
こ
っ
た
ポ
ン
ズ
を
ご
は
ん

に
か
け
て
た
べ
ま
す
。

　

よ
る
ご
は
ん
が
「
お
に
く

の
ま
き
ま
き
」
の
と
き
は
し

あ
わ
せ
な
き
も
ち
に
な
り
ま

す
。
い
つ
も
お
か
あ
さ
ん
に

「
お
に
く
の
ま
き
ま
き
」
に
し

て
も
ら
う
よ
う
に
た
の
ん
で

い
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
と
お

と
う
さ
ん
は
、
あ
き
て
い
る

み
た
い
で
す
が
、
お
か
あ
さ

ん
は
ぼ
く
が
た
の
む
と
つ
く

っ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
お
に
く
の
ま
き
ま
き
」
に

は
ふ
し
ぎ
な
ち
か
ら
が
あ
り

ま
す
。
し
ゅ
く
だ
い
や
な
ら

い
ご
と
が
が
ん
ば
れ
る
の
で

す
。
ぼ
く
は
、
い
つ
も
よ
る

ご
は
ん
が
「
お
に
く
の
ま
き

ま
き
」
で
あ
る
こ
と
を
ね
が

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

   （
滞
米
２
年
６
か
月
）

「
お
に
く
の

　

  

ま
き
ま
き
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　

に
し
田　

じ
ょ
う
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世
界
各
地
で
大
規
模
地
震
や

停
電
、
強
毒
性
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
と
人
の
移
動
に
よ
る
感
染
拡

大
、
さ
ら
に
は
飛
行
機
墜
落
事

故
な
ど
が
立
て
続
け
に
発
生

し
、
世
の
中
は
急
速
に
混
乱
に

陥
っ
た
。
そ
ん
な
数
々
の
災
厄

に
見
舞
わ
れ
た
後
の
、
小
康
状

態
と
な
っ
た
世
界
を
描
い
た
伊

坂
幸
太
郎
の
新
作
『
楽
園
の
楽

園
』。
災
厄
の
原
因
は
人
工
知

能
「
天
軸
」
の
暴
走
と
思
わ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
驚
異
的
な
免

疫
力
を
持
つ
こ
と
か
ら
選
ば
れ

た
五
十
九
彦
（
ご
じ
ゅ
う
く
ひ

こ
）、
三
瑚
嬢
（
さ
ん
ご
じ
ょ

う
）、
蝶
八
隗
（
ち
ょ
う
は
っ

か
い
）
の
３
人
が
、「
天
軸
」

の
暴
走
を
止
め
に
行
き
行
方
不

明
と
な
っ
た
Ａ
Ｉ
開
発
技
術
者

の
捜
索
に
向
か
う
。
こ
の
開
発

者
が
残
し
た
巨
大
な
樹
を
描
い

た
水
彩
画
「
楽
園
」
を
手
が
か

り
に
、
所
在
の
分
か
ら
な
い
天

軸
と
開
発
者
を
捜
す
旅
に
出
た

３
人
は
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

地
図
に
も
載
っ
て
い
な
い
あ
る

場
所
へ
と
辿
り
着
く
。
そ
こ
に

は
驚
く
ほ
ど
の
美
し
い
光
景
が

広
が
っ
て
お
り
、 

旅
路
の
果
て

に
は
誰
も
想
像
で
き
な
い
結
末

が
待
ち
受
け
て
い
た
。

　

西
遊
記
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

寓
話
（
ぐ
う
わ
）
で
、
人
間
の

傲
慢
さ
や
今
後
の
世
界
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
ス

ト
ー
リ
ー
だ
っ
た
。
約
１
０
０

ペ
ー
ジ
と
短
い
絵
本
の
よ
う
な

小
説
だ
が
、
人
工
で
は
な
く
自

然
の
知
能
（
Ｎ
Ｉ
：
ネ
イ
チ
ャ

ー
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）
の

存
在
や
、
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
求
め
て
い
る
こ

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
に

富
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
さ

れ
て
い
る
。
特
に
Ｎ
Ｉ
は
、
自

然
の
植
物
や
生
き
も
の
が
組
み

合
わ
さ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、
巨
大
な
知
能
と
な
っ
た

「
地
球
の
生
き
と
し
生
け
る
も

の
、
す
べ
て
の
集
合
知
」
で
あ

る
と
い
う
が
、
確
か
に
そ
ん
な

も
の
が
あ
っ
て
も
不
思
議
じ
ゃ

な
い
か
も
、
と
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
自
然
に
と
っ
て
は

あ
と
か
ら
来
た
人
間
が
異
物
で

あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
排
除

す
る
の
に
理
由
は
い
ら
な
い
は

ず
だ
か
ら
。

　

作
品
の
多
く
が
映
画
化
さ
れ

て
い
る
人
気
作
家
・
伊
坂
幸
太

郎
の
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
の
書
き

下
ろ
し
短
篇
小
説
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
、
薄
い
本
な
が
ら
も
豪

華
な
装
丁
で
思
わ
ず
手
に
取
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
美
し
さ
が
あ

る
。
伊
坂
フ
ァ
ン
の
た
め
の
愛

蔵
版
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
装
丁

と
挿
し
絵
は
、
フ
リ
ー
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
活
動
す
る
井
出
静
佳
が

担
当
し
た
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

と
広
が
る
、
色
彩
豊
か
で
素
朴

な
挿
し
絵
が
物
語
の
世
界
観
を

巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
あ
ら

ゆ
る
感
染
症
に
免
疫
を
持
つ
主

人
公
の
３
人
は
、
ス
ポ
ー
ツ
万

能
な
少
年
・
お
し
ゃ
べ
り
で
頭

の
回
転
の
速
い
少
女
・
食
べ
る

こ
と
が
大
好
き
な
大
柄
な
少
年

で
、
挿
し
絵
に
も
魅
力
的
に
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
３
人
組
が

活
躍
す
る
次
の
小
説
も
ぜ
ひ
読

ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
。

　

本
の
帯
に
あ
る
「
こ
れ
は
デ

ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
か
、
ユ
ー
ト

ピ
ア
小
説
か
？
」
と
い
う
言
葉

は
物
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

だ
ろ
う
。
伊
坂
幸
太
郎
が
描
い

た
近
未
来
の
世
界
は
、
表
面
的

に
は
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
（
暗
黒
世

界
）
だ
が
、
視
点
を
変
え
れ
ば

ユ
ー
ト
ピ
ア
（
理
想
郷
）
に
も

な
り
得
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
危

う
い
世
界
で
交
わ
さ
れ
る
主
人

公
た
ち
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
会

話
や
、
結
末
に
向
け
て
作
り
込

ま
れ
た
伊
坂
に
よ
る
巧
妙
な
ト

リ
ッ
ク
が
「
大
人
の
た
め
の
寓

話
」
と
し
て
楽
し
め
る
。
こ
の

物
語
の
結
末
は
読
ん
だ
人
そ
れ

ぞ
れ
の
感
想
や
賛
否
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
短
篇
な
が
ら
も
読
み

応
え
十
分
の
一
冊
だ
。

　
　
　
　
　
　
（
高
田
由
起
子
）

世界の終末は自然が握っている
伊坂 幸太郎・著
 中央公論新社・刊

■誰にも何にも期待しない （長倉顕太、ソシム）失敗を恐
れたり、他人にイライラしたりするのは、知らず知らずの
うちに自分や他人に「期待」しているからだ。メンタル
を安定させ、行動力と幸福度を高めるために「期待しな
い」練習をはじめよう。■穢れた聖地巡礼について（背筋、
KADOKAWA）フリー編集者の小林が出版社に持ち込んだ
のは、心霊スポット突撃系YouTuber チャンイケこと、池
田の『オカルトヤンキー ch』のファンブック企画だった。
池田と小林はネットで集めた情報をもとに、読者が喜びそ
うな考察をでっちあげていく。■歴史で読み解く！世界情
勢のきほん （池上彰、ポプラ新書）ロシアのウクライナ侵
攻、イギリスのEU離脱など、大勢の人が予測を外す出来
事が続いている。尊敬するピョートル大帝を手本に領土拡
大を目指すプーチン大統領。習近平総書記の野望は、毛沢
東が実現できなかった台湾奪還。それぞれの国家や国民意
識が生まれた歴史を紐解くと、世界が見えてくる。■晴れ
の日の散歩（角田光代、新潮文庫）正解の味を知らずに食
べるローカル料理に悩んだり、万能調味料の万能さに驚い
たり…。年を重ねるごとに月日の流れは速くなり、明日に
は記憶の底に沈んでしまうような日々ばかり積み上げなが
らも、その日をちゃんと暮らしてきた。些末な日々に対す
る著者の実感を書き留めた人気エッセイ集第４弾。■ 60
歳からの知っておくべき地政学 （高橋洋一、扶桑社新書）60 歳以上の読者に
とっては、これまでの人生の中でも世界の情勢や日本の外交政治が大きく変
わる転換期といえる。本書では、大国を地政学的に解説するほか、インドを
はじめとした新興国、移民政策についても元大蔵・財務官僚で嘉悦大学大学
院教授で人気のユーチューバーでもある著者が解説する。■狐花　葉不見冥
府路行（京極夏彦、角川ホラー文庫）百鬼夜行シリーズの主人公京極堂こと
中禅寺秋彦の曽祖父中禅寺洲齊を主役に、舞台は江戸時代末期。作事奉行の
娘・雪乃の前に現れた美しい容姿を持つ萩之介。彼岸花の着物を纏う彼は、
この世に居るはずのない男だった。角川ホラー文庫30周年を記念したプレ
ミア版。中禅寺洲齊を演じた松本幸四郎と著者の対談も収録。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

期
待
し
な
い
練
習
で
人
生
を
充
実
さ
せ
る
。
話
題
の
ホ
ラ
ー
作
家
の
最
新
作
。
分
か
り

や
す
い
池
上
さ
ん
の
解
説
。
角
田
光
代
の
日
常
を
綴
る
エ
ッ
セ
イ
。
人
生
の
危
機
を
回
避

す
る
地
政
学
。
角
川
ホ
ラ
ー
文
庫
30
周
年
記
念
の
プ
レ
ミ
ア
版
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

母
目
線
で
娘
の
誕
生
か
ら
成

長
を
追
い
、
無
償
の
愛
を
描

い
た
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

『Someday

（
邦
題
：
ち
い
さ

な
あ
な
た
へ
）』
の
作
者
ア
リ

ス
ン
・
マ
ク
ギ
ー
が
再
び
贈
る

人
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
絵
本
。

　

子
ど
も
た
ち
の
前
に
連
な
る

た
く
さ
ん
の
ド
ア
。
楽
し
い
こ

と
、
嬉
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ

と
、
怖
い
こ
と
。
ド
ア
の
む
こ

う
に
は
何
が
待
ち
受
け
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
重
た
い
ド
ア
も
あ

る
だ
ろ
う
し
、
開
け
た
く
な
い

ド
ア
だ
っ
て
き
っ
と
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
の
未
来
に
そ
っ
と
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
そ
の
人
生

を
力
強
く
後
押
し
す
る
。
ド
ア

の
向
こ
う
の
楽
し
み
、哀
し
み
、

喜
び
、
苦
し
み
、
幸
せ
、
す
べ

て
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
、

世
界
を
ま
る
ご
と
楽
し
ん
で
、

人
生
に
起
こ
る
す
べ
て
を
味
わ

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
親
の
願
い

を
美
し
い
文
章
で
綴
っ
た
。
卒

業
・
入
学
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
転
機
に
親
子
で
一
緒
に
読
み

た
い
本
。
マ
ク
ギ
ー
の
本
は
世

界
20
か
国
語
以
上
に
翻
訳
さ
れ

て
い
る
。
日
本
語
で
読
む
な
ら

『
た
く
さ
ん
の
ド
ア
』（
主
婦
の

友
図
書
）。　　
　
　
　
（
高
田
）　

子
ど
も
の
成
長
と
巣
立
ち
を
後
押
し
す
る

 『So Many Days』
Written by Alison McGhee
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最
初
に
パ
レ
ル
モ
の
名
を

聞
い
た
の
は
、
ニ
コ
ラ
ス
・

ケ
ー
ジ
の
若
か
り
し
頃
の
映

画
「Moonstruck

」
で
、
シ

ェ
ー
ル
の
婚
約
者
が
Ｊ
Ｆ
Ｋ
か

ら
パ
レ
ル
モ
に
帰
る
シ
ー
ン
が

あ
る
。
イ
タ
リ
ア
ン
・
ア
メ
リ

カ
ン
の
映
画
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
は
シ
チ
リ
ア
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
通
常
ど
こ
に
で
も

車
で
入
っ
て
い
っ
て
観
光
す

る
。
ロ
ー
マ
の
ス
ペ
イ
ン
坂
も

車
で
観
光
し
た
く
ら
い
の
車
王

な
の
だ
。
し
か
し
、
パ
レ
ル
モ

で
は
町
の
中
心
地
に
は
車
で
入

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
後
で
パ
ス
を
買
え
ば
良
い
こ

と
が
判
明
、
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
係
員
の
英

語
が
下
手
く
そ
だ
か
ら
だ
！
）

の
で
、
仕
方
な
く
最
寄
り
の
パ

ー
キ
ン
グ
か
ら
歩
く
。
例
に
よ

っ
て
距
離
は
さ
ほ
ど
無
い
の
だ

が
何
せ
暑
い
。
そ
れ
に
道
が
悪

す
ぎ
る
。
歩
道
が
き
ち
ん
と
整

備
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な

く
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
て

臭
い
。
道
路
も
、
都
市
計
画
と

い
う
言
葉
が
辞
書
に
載
っ
て
い

な
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
ほ
ど

複
雑
で
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
が

手
放
せ
な
い
。最
初
の
観
光
地
、

パ
レ
ル
モ
大
聖
堂
に
着
い
た
時

に
は
す
っ
か
り
疲
れ
て
し
ま
っ

て
、
ま
ず
カ
フ
ェ
に
入
っ
て
朝

食
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
チ
ャ

キ
チ
ャ
キ
働
く
お
兄
さ
ん
が
席

を
案
内
し
て
く
れ
て
注
文
を
と

っ
て
く
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
な
の

だ
が
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
と
カ
プ
チ

ー
ノ
だ
。
暑
い
。

　

街
の
一
番
の
通
り
で
あ
る

Via Vittorio Emanuele

が
認

識
で
き
な
く
て
（
パ
リ
の
シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
を
勝
手
に
イ
メ
ー

ジ
）
路
上
生
活
に
近
い
貧
民
街

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
気
を

取
り
直
し
て
北
上
しPalazzo 

dei Norm
ann

（Royal 
Palace of Palermo

）
へ
。
何

故
にNormann

な
の
か
、
そ

れ
は
11
世
紀
、
北
欧
の
ノ
ル
マ

ン
人
が
こ
の
地
を
征
服
し
王
朝

を
打
ち
立
て
た
か
ら
だ
。
ち

な
み
にNorman

と
はNorth 

Man

、
つ
ま
り
北
欧
の
民
族

で
、
そ
れ
が
現
在
のEngland

の
先
祖
と
な
っ
て
い
る
。
昨
日

訪
れ
たChiaramonte

城
も

そ
の
時
の
遺
産
で
あ
る
。
そ
の

後
パ
レ
ル
モ
は
、
ム
ス
リ
ム
と

共
存
し
な
が
ら
シ
チ
リ
ア
王
国

の
首
都
と
し
て
反
映
し
た
そ
う

だ
。
と
な
る
と
こ
の
宮
殿
は
パ

レ
ル
モ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
な
の

だ
。

　

私
が
知
る
限
り
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
国
王
ル
イ
14
世
か
ら
分
家

し
た
ス
ペ
イ
ン
の
ブ
ル
ボ
ン
家

か
ら
更
に
分
家
し
た
シ
チ
リ

ア
・
ブ
ル
ボ
ン
家
が
統
治
し
た

シ
シ
リ
ー
・
ナ
ポ
リ
二
重
王
国

が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に

も
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ジ
ュ
ー

家
、
ア
ラ
ゴ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
な

ど
に
次
々
に
支
配
さ
れ
た
。
そ

し
て
こ
の
宮
殿
が
各
々
の
王
朝

に
使
わ
れ
、
現
在
も
国
会
は
こ

こ
で
開
か
れ
る
そ
う
だ
。

　
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
と
言
う
だ
け

の
こ
と
は
あ
り
、
荘
厳
さ
は
ナ

ポ
リ
の
カ
セ
ル
タ
に
負
け
な

い
。
金
ピ
カ
の
荘
厳
な
教
会
が

あ
る
。
国
を
あ
げ
て
の
敬
虔
な

カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の
風
俗
・
様
式
に
合

わ
せ
て
装
飾
が
煌
び
や
か
に
施

さ
れ
て
い
た
。

　

見
終
わ
っ
て
外
へ
出
た
。
暑

い
。
そ
こ
に
救
世
主
の
よ
う
に

レ
モ
ン
と
オ
レ
ン
ジ
を
絞
っ
て

ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
く
れ
る
小

さ
な
屋
台
が
あ
っ
た
。
早
速
二

人
分
の
ジ
ュ
ー
ス
を
注
文
。
本

に
よ
る
と
、
シ
チ
リ
ア
は
レ
モ

ン
が
有
名
で
、
オ
レ
ン
ジ
の
よ

う
に
か
ぶ
り
つ
い
て
食
べ
れ
る

と
の
こ
と
。

　

し
か
し
あ
ま
り
に
も
暑
い
の

で
、
早
々
に
ア
パ
ー
ト
に
引
き

上
げ
て
、
昨
日
行
っ
た
カ
フ
ェ

で
ラ
ン
チ
を
す
る
事
に
し
た
。

昨
日
の
お
姉
さ
ん
が
、
丁
寧
に

グ
ー
グ
ル
翻
訳
で
メ
ニ
ュ
ー
を

解
説
し
て
く
れ
た
。
感
謝
。
ひ

き
肉
の
リ
ガ
ト
ー
ニ
と
豆
の
ス

パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、
副
菜
の
い
ん
げ

ん
が
と
て
も
手
作
り
家
庭
的
な

の
だ
が
、
毎
日
で
も
食
べ
た
い

く
ら
い
本
当
に
美
味
し
か
っ

た
。

　

あ
ま
り
に
暑
い
の
で
、
市
内

観
光
を
取
り
や
め
て
（
も
う
見

な
く
て
も
良
い
だ
ろ
う
）、
ビ

ー
チ
に
繰
り
出
す
事
に
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
担
当
の
エ
マ
ニ

ュ
エ
ラ
が
勧
め
て
く
れ
た
砂
の

ビ
ー
チ
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
走
ら
せ

た
。
道
す
が
ら
の
景
色
は
と
て

も
良
い
。
綺
麗
な
海
と
砂
浜
は

非
常
に
混
ん
で
い
た
が
な
ん
と

か
駐
車
し
て
海
へ
。
パ
ラ
ソ
ル

の
ス
ポ
ッ
ト
は
何
故
か
入
れ
て

く
れ
な
い
の
で
、
無
料
の
場
所

を
見
つ
け
た
。
ビ
ー
チ
は
無
料

で
い
い
の
だ
。

　

ど
の
く
ら
い
居
た
の
か
、
程

よ
く
切
り
上
げ
て
ア
パ
ー
ト
に

戻
る
。
少
々
の
休
憩
の
後
、
シ

チ
リ
ア
２
回
目
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
出
発
。
グ
ー
グ
ル
検
索
で
見

つ
け
て
良
さ
げ
で
あ
っ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
は
な
ん
と
ア
パ
ー
ト
の

す
ぐ
近
く
で
、
予
約
は
無
い
が

な
ん
と
か
二
人
分
の
テ
ー
ブ
ル

を
作
っ
て
く
れ
た
。
こ
こ
の
料

理
は
格
別
で
あ
っ
た
。
大
き
な

板
の
上
に
、
小
魚
、
イ
カ
、
エ

ビ
な
ど
沢
山
の
魚
介
類
の
フ
ラ

イ
が
て
ん
こ
盛
り
に
な
り
、
脇

に
２
種
類
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が

鎮
座
し
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い

の
一
言
。
オ
ー
ナ
ー
夫
妻
は
Ｎ

Ｙ
に
行
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
視

察
を
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
、
我
々
に
は
大
変
好
意
的
に

接
し
て
く
れ
て
、
ビ
デ
オ
ま
で

撮
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
名
も

「Hamericana

」、
シ
チ
リ
ア

と
ア
メ
リ
カ
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

で
あ
っ
た
。
満
腹
に
な
っ
て
ア

パ
ー
ト
に
戻
る
。

　

パ
レ
ル
モ
を
満
喫
で
き
る
素

晴
ら
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。（
続

く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
シ
チ
リ
ア
・
マ
ル
タ
旅
日
記
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パ
レ
ル
モ
観
光

1

　
先
日
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か

訪
問
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
個

人
博
物
館
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
愛
知
県
奥
三
河
地
域
の
新

城
市
（
旧
作
手
村
）
に
あ
る
ヨ

コ
タ
博
物
館
で
、
故
横
田
正
臣

氏
が
40
年
に
わ
た
り
収
集
し
た

東
南
ア
ジ
ア
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
紹
介
す
る
博
物
館
で
す
。

　
驚
く
べ
き
は
、
そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
質
の
高
さ
で
す
。
今

日
で
は
考
古
遺
跡
か
ら
の
出
土

品
の
売
買
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
タ
イ
東
北
部
に
あ
る
世

界
遺
産
、
バ
ン
チ
ェ
ン
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
土
器
や
、
タ
イ
最

初
の
王
朝
ス
コ
ー
タ
イ
時
代
の

ス
コ
ー
タ
イ
窯
の
陶
磁
器
、
日

本
で
も
桃
山
時
代
か
ら
「
宋
語

禄
」
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
タ

イ
の
サ
ン
カ
ロ
ー
ク
陶
器
、
少

数
民
族
の
衣
装
な
ど
１
万
点
以

上
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
横
田
正
臣
氏
（
１
９
２
５
〜

２
０
０
２
）
は
、
愛
知
県
渥

美
郡
牟
呂
吉
田
村
（
現
豊
橋

市
）
に
生
ま
れ
、
尋
常
高
等
小

学
校
卒
業
後
、
日
本
冷
蔵
、
華

中
電
信
に
勤
務
し
、
戦
後
は
豊

橋
で
電
気
店
・
ス
ー
パ
ー
を
経

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
40
歳
を

機
に
自
分
の
人
生
を
見
つ
め
な

お
し
て
事
業
を
整
理
し
、
東
南

ア
ジ
ア
へ
渡
航
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
１
９
６
９
年
、
ラ

オ
ス
に
滞
在
中
に
現
地
人
か
ら

購
入
し
た
３
つ
の
土
器
に
魅
せ

ら
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術
品

収
集
を
始
め
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
帰
国
後
、
早
稲
田
大
学

名
誉
教
授
・
黒
木
三
郎
氏
を
経

て
同
大
学
名
誉
教
授
・
櫻
井
清

彦
氏
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
土
器

が
当
時
ま
だ
考
古
学
的
に
ほ
ぼ

白
紙
の
状
態
で
あ
っ
た
タ
イ
・

バ
ン
チ
ェ
ン
か
ら
出
土
し
た
彩

文
土
器
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
こ
の
土
器
の
持
つ
歴

史
的
背
景
の
奥
深
さ
や
独
特
の

美
し
さ
に
魅
入
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
40
年
近
い
歳
月
を

日
本
と
タ
イ
な
ど
を
行
き
来
し

つ
つ
、
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
な
ど
の
東
南

ア
ジ
ア
の
陶
磁
器
・
民
族
衣
装
・

祭
礼
具
・
楽
器
な
ど
、
生
涯
を

か
け
て
の
多
岐
に
渡
る
収
集
を

行
う
に
至
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
貴
重
な

文
化
財
が
散
逸
す
る
の
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
広
く
一
般
に
公
開

し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
の
思

い
か
ら
、
１
９
７
４
年
4
月
、

愛
知
県
の
南
設
楽
郡
鳳
来
町

（
現
新
城
市
）
に
『
ヨ
コ
タ
南

方
民
族
美
術
館
』
を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
の
博
物
館
は
、
廃
校

と
な
っ
た
旧
阿
寺
小
学
校
を
借

り
受
け
、
横
田
氏
自
ら
が
た
っ

た
一
人
で
工
事
、
内
装
か
ら
展

示
ケ
ー
ス
に
至
る
ま
で
全
て
作

り
上
げ
た
手
作
り
の
博
物
館
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
１
９
８
３
年
に
当
時
の
愛
知

県
知
事
及
び
豊
川
市
長
に
招

か
れ
、
豊
川
地
域
文
化
広
場

に
『
ヨ
コ
タ
南
方
民
族
美
術

館
』
は
移
設
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
時
の
豊
川
地
域
文
化
広

場
で
の
環
境
は
、
公
立
施
設
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、「
お
客
さ
ん

の
た
め
に
ど
う
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
行

政
の
都
合
を
第
一
に
考
え
る
態

度
に
私
の
欲
求
不
満
は
徐
々
に

高
ま
っ
て
」
い
き
（
横
田
正
臣

『
生
き
が
い
』
モ
デ
ラ
ー
ト
刊　

２
０
０
３
）、「
博
物
館
は
来
館

さ
れ
る
お
客
様
に
と
っ
て
意
義

が
あ
り
、
ま
た
お
客
様
が
十
分

に
寛
げ
、
満
足
で
き
る
、
あ
く

ま
で
お
客
様
の
為
の
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
考
え
る

故
横
田
館
長
に
と
っ
て
十
分
で

あ
る
と
は
言
え
ず
、
理
想
の
博

物
館
を
求
め
、
１
９
８
８
年
3

月
に
現
在
地
に
移
転
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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女
性
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
で

（23）　　 ［NY生活ウーマン］ 2025年（令和 7年）３月 1日（土）
　

ま
も
な
く
訪
れ
る
春
の
陽

光
が
待
ち
遠
し
い
残
寒
の

日
々
で
す
が
、
皆
様
お
元
気
に

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
簡
単
に
で
き
る
ア

ロ
マ
セ
ル
フ
ケ
ア
、”

ボ
デ
ィ

オ
イ
ル”

に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
寒
い
冬
は
肌
も
乾
燥

し
、
身
体
機
能
、
内
臓
機
能
も

滞
り
が
ち
で
す
。
自
分
の
好
き

な
香
り
、
求
め
る
香
り
に
包
ま

れ
て
肌
を
乾
燥
か
ら
守
り
、
心

身
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴
の
後
、
全
身

に
塗
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

ま
ず
オ
イ
ル
を
手
に
取
り
両

手
に
広
げ
、
オ
イ
ル
の
良
い
香

り
を
深
く
吸
い
込
み
ま
す
。
快

の
シ
グ
ナ
ル
を
脳
に
送
り
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
体
の
各
部
に

塗
っ
て
行
き
ま
す
。
毎
日
塗
っ

て
あ
げ
る
こ
と
で
体
の
変
化

も
わ
か
り
ま
す
。
一
本
の
ボ
ト

ル
を
使
い
切
っ
た
ら
次
の
オ

イ
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
新
し

い
香
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、
ま
た
同
じ
香
り
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
あ
な

た
の
直
感
を
働
か
せ
て
下
さ

い
。
香
り
を
作
る
こ
と
は
自
分

自
身
と
の
対
話
で
あ
り
、
香
り

を
塗
る
こ
と
は
自
分
の
身
体

に
向
き
合
う
親
密
な
ひ
と
時

で
す
。
心

地
良
い
香

り
と
タ
ッ

チ
は
幸
せ

ホ
ル
モ
ン

を
分
泌
し

心
身
の
活

性
化
を
助

け
ま
す
。

【
作
り
方
】30ml

〜60ml

の

清
潔
な
空
瓶
を
準
備
し
ま
す
。

精
油
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
手
持

ち
の
精
油
を
目
を
つ
ぶ
っ
て

嗅
い
で
み
て
下
さ
い
。
魅
か

れ
る
香
り
を
選
ん
だ
ら
（
1

〜
3
種
類
位
）、
良
い
香
り
に

な
る
よ
う
一
滴
ず
つ
ボ
ト
ル

に
入
れ
な
が
ら
合
わ
せ
ま
す
。 30ml

に
対
し
て
約
8
〜
15
滴

の
精
油
、60ml

に
対
し
て
約

15
〜
25
滴
の
精
油
、
そ
の
後
ホ

ホ
バ
油
、
ア
ー
モ
ン
ド
油
、
ア

プ
リ
コ
ッ
ト
油
な
ど
好
み
の

植
物
油
を
加
え
よ
く
振
り
混

ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

＊
精
油
の
品
質
、
使
用
上
の
安

全
性
、
体
調
、
体
質
な
ど
に
注

意
を
払
い
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン

ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を

実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com
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宝
塚
歌
劇
団
雪
組
で
加
茂
う

ら
ら
と
し
て
活
躍
し
た
佐
分
利

美
佳
さ
ん
が
来
米
し
、
2
月
23

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

で
ラ
イ
ブ
公
演
し
た
。
前
半
は

Ｎ
Ｙ
在
住
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
ク
ニ
三
上
の
ジ
ャ
ズ
演
奏

が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂

な
ど
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー

に
加
え
宝
塚
メ
ド
レ
ー
に
続

き
、
﹁
白
い
花
が
微
笑
む
﹂
﹁
花

の
舞
拍
子
﹂﹁
う
ら
ら
か
に
﹂︵
作

詞
作
曲
・
大
江
千
里
︶
な
ど
を

披
露
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
﹁
す
み

れ
の
花
咲
く
頃
﹂
を
ク
ニ
三
上

の
伴
奏
で
熱
唱
し
た
。
観
客

は
、
夫
の
サ
イ
シ
ェ
フ
崔
峻
の

飲
茶
と
共
に
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し

ん
だ
。

　
加
茂
は
、
京
都
出
身
、
宝
塚

音
楽
学
校
74
期
を
主
席
で
卒
業

後
、
花
組
﹁
キ
ス
・
ミ
ー
・
ケ

イ
ト
﹂
で
初
舞
台
、
そ
の
後
雪

組
に
配
属
。
主
な
舞
台
は
﹁
華

麗
な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
﹂﹁
ベ
ル

サ
イ
ユ
の
薔
薇
﹂﹁
忠
臣
蔵
﹂で
、

歌
や
踊
り
芝
居
と
３
拍
子
揃

っ
た
娘
役
と
し
て
活
躍
し
た
。

１
９
９
６
年
に
来
米
し
、
ネ
イ

バ
ー
フ
ッ
ド
・
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス

で
演
劇
を
学
び
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
・
シ
テ
ィ
・
オ
ペ
ラ
﹁
シ

ン
デ
レ
ラ
﹂、
ラ
ジ
オ
・
シ
テ

ィ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ョ
ー
﹂、﹁
王

様
と
私
﹂
で
は
、
タ
プ
テ
ィ
ン

や
イ
ラ
イ
ザ
役
な
ど
女
優
と
し

て
活
躍
し
た
。
引
退
後
結
婚
し

て
Ｎ
Ｙ
で
和
風
中
華
佐
分
利
の

女
将
と
し
て
も
活
躍
し
、
現
在

は
京
都
府
美
山
町
に
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
夫
、
崔
と
拠
点
を
移

し
て
い
る
。

　（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

一時帰米した佐分利のオーナー
昔の名前は加茂うらら

佐分利 美佳さん

宝
塚
の
歌
声
Ｎ
Ｙ
に
響
か
せ
て

好
き
な
香
り
の
ボ
デ
ィ

オ
イ
ル
を
作
ろ
う

 　
「
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
悩
み
の
ル

ー
プ
か
ら
抜
け
出
し
た
い
！
」

変
わ
ら
な
い
現
状
に
悩
み
、
一

歩
踏
み
出
し
た
い
人
が
自
分

の
力
で
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
る
き
っ
か
け
と
な
る
、
女

性
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
、
３
月
１
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
４
月
５
日
に
は
Ｏ
Ｍ
Ｐ

Ｔ
（Orthopedic M

ovement 
Physical Therapy

）
を
会
場

に
対
面
式
で
開
催
さ
れ
る
。

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

３
月
１
日
（
土
）
午
前
11
時

か
ら
午
後
12
時
30
分
ま
で
。
参

加
費
無
料
。

▽
対
面
式
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
　

　

４
月
５
日
（
土
）
午
前
11
時 

か
ら
午
後
１
時
ま
で
。
参
加
費

１
０
０
ド
ル
＋
税
金
。
会
場
は

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｔ
。
定
員
20
人
。　

　

当
日
は
、
身
体
の
プ
ロ
が
し

な
や
か
さ
と
本
当
の
強
さ
を
身

に
つ
け
る
方
法
を
実
践
的
に
伝

え
る
。講
師
は
徳
岡
亜
希
子（
覚

醒M
ind & Body flow© 

メ

ソ
ッ
ド
コ
ー
チ
、
女
優
、
ジ
ャ

イ
ロ
ト
ニ
ッ
ク®

、
ジ
ャ
イ
ロ

キ
ネ
シ
ス®

ト
レ
ー
ナ
ー
）、

岸
本
眞
純
（
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

テ
ク
ニ
ッ
ク
講
師
、
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
）。

　

両
方
の
ク
ラ
ス
を
受
講
す
る

場
合
、
３
月
４
日
ま
で
に
予
約

を
す
る
と
４
月
５
日
の
ク
ラ
ス

を
80
ド
ル
の
割
引
料
金
で
参
加

で
き
る
。
主
催
者
に
よ
る
と
次

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る

と
い
う
。
活
力
ア
ッ
プ
、
決

断
力
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向

上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

向
上
、
幸
福
度
ア
ッ
プ
、
健

康
増
進
、
体
幹
強
化
。
ま
た
、

参
加
特
典
も
あ
る
。
予
約
は

次
の
フ
ォ
ー
ム
か
らhttps://

form
.run/@

m
asum

i-aoY
-

W
qvrfB

7vbbgoFH
D
k1

http://www.yamagatadental.net/
http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
https://kj-artist.jp/
https://www.myhappytummyclub.com/
http://www.maliliko
http://www.maliliko
https://form.run/@masumi-aoYWqvrfB7vbbgoFHDk1
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EVENT
■オフブロードウエーウィーク＝ 3/9まで　1枚の値段
で 2枚のチケットが買えるお得な市のプロモーションイ
ベント。オフブロードウエー版「美女と野獣」、家族で
楽しめる「ガジリオン・バブルショー」、パロディーミュー
ジカルの「タイタニック」など 29作品が参加。
詳細はhttps://www.nyctourism.com/off -broadway-week/
■表千家同門会米国東部支部設立 15周年記念行事「世
界平和祈念献茶式・拝服席」＝ 3/18　09:30　Cathedral 
of St. John The Divine（1047 Amsterdam Ave,112th St.）
表千家 15代家元猶有斎宗匠を迎えた平和祈念の献茶式。
献茶式の後、点出しでお茶とお菓子の拝服席もある。連
絡先はＥメール domonkai.eastern.usa@gmail.com（表
千家同門会米国東部支部、北澤恵子さん）まで。
■アートエキスポ NY＝ 4/3～ 4/6　Pier 36（299 South 
St,）毎年 4月に開催される世界中からアーティストや
ギャラリー、美術コレクターなど、業界関係者が集まる
アメリカ最大級のアートフェア。アートトークやミート・
ザ・アーティストなどのイベントもある。入場料：一般
＄30～、学生　・シニア＄20～
詳細は https://redwoodartgroup.com/artexpo-new-york
■ NY植物園のオーキッドショー＝ 4/27まで　New 

CLASS/SEMINAR
■ライオンズクラブ大学進学講座「Meet the Teacher」
＝ 3/1・3/2　日系人会（49 W 45th St,5F）／公文教育研
究会 LIC校（12-17 Jackson Ave, 1F）NY日系ライオン
ズクラブが青少年教育支援の一環として 3/23から行う
全 12回の大学受験準備講座の紹介・説明会。講師のラ
イアン先生が質疑応答も受け付ける。参加費無料。問い
合わせはＥメール info@nyjalc.org
■オンラインセミナー「メンタルヘルスの重要性：日
本人駐在員とその家族を支援する企業の役割」＝ 3/12　
19:00　日本クラブ・米国日本人医師会（JMSAA）共催
のヘルスセミナー。企業が日本人駐在員とその家族の心
の健康を積極的に支援するために、実践的かつ科学的根
拠に基づいた戦略を提供する。講師は、キャスリーン・
パイク博士（コロンビア大学）、小風華香（コロンビア
大学）、柳澤ロバート貴裕医師（マウントサイナイ内分
泌内科教授）。参加費無料。
詳細は https://www.nipponclub.org

THEATRE/DANCE 
■千年の伝統を誇る「絵解き」＝ 3/11  18:00  Lee C. 
Bollinger Forum at　Columbia University（605 W 125th 
St）コロンビア大学ドナルド・キーン日本文化センター
主催。3人の絵解き師（僧侶）が仏教振興に尽力した伝
説的な偉人・聖徳太子の生涯を紹介する。北米で初上演。

絵解き師たちは登場人物に扮し、語り、歌う。琵琶の演
奏もある。会場には聖徳太子の生涯を描いた 14幅の掛
け軸の特別展も開催。入場無料だが要事前登録。
詳細は https://www.keenecenter.org/
■セーラームーン 2・5次元舞台北米ツアー「 Pretty 
Guardian Sailor Moon: The Super Live」＝ 3/12～ 4/26   
武内直子原作のマンガ「美少女戦士セーラームーン」を
もとにしたパフォーマンスショー。全米 20都市で上演
する。NJは 4/18（New Jersey Performing Arts Center）、
CT は 4/19（The Bushnell Center For The Performing 
Arts）、NYは 4/24～ 26（Palladium Times Square）にて。
詳細は https://sailormoonsuperlive.com/

ART
■アンネ・フランク展＝ 4/30まで　Center for Jewish 
History（15 West 16th St,）第 2次大戦中のユダヤ人迫
害の被害者で、『アンネの日記』を書いたことで知られ
る少女の短い人生を振り返る。アムステルダムのアンネ・
フランク・ハウスから 100点以上のコレクションが展示
されるほか、ナチスから逃れるために 2年間潜伏してい
た隠れ家をアムステルダム以外で初めて原寸大で再現す
る。入場料：一般＄21～、17歳以下＄16～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org
■Wave Gallery グループ展　3月 6日～ 3月 22日　レ
セプション：3月 6日（木）午後 6時～ 8時。初めての
グループ展。現代陶芸家や画家、色々な国や人種のアー
ティストを集めて一つの大きな「波」とテーマを決めて
開催。昨年のアー
ト フ ェ ア「Volta」
に出展した方など
見応えのある展示。
展示会場は 54 丁
目と 2番街にある
別館の場所（1029 
2nd Ave, New York, 
NY 10022）。出展作
家は武内樹一＝写
真右＝ら個人の表
現と集団の動きの
交差点で生まれる作品を制作する 7人のアーティストを
一堂に集めた。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ダ
ン
ボ

地
区
に
あ
る City Maze

（
シ

テ
ィ
メ
イ
ズ
：25 Columbia 

Heights

） 

で
、
３
月
１
日
ま

で
「
シ
テ
ィ
メ
イ
ズ
・
リ
ビ
ン

グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
会 

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る
42
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
多
様
な

作
品
が
一
堂
に
会
し
、
従
来
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
は
異
な
る
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ア
ー
ト
体
験

を
提
供
。

　

シ
テ
ィ
・
メ
イ
ズ
と
は
、
ジ

ェ
シ
ー
・
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
氏
＝

写
真
上
＝
が
設
立
し
た
ア
ー
ト

と
人
々
を
つ
な
ぐ
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
ス
ペ
ー
ス
だ
。
ヘ
ル
ナ

ン
デ
ス
氏
が
10
年
間
に
わ
た
り

Ｎ
Ｙ
で
の
教
育
活
動
と
ア
ー
ト

の
世
界
で
培
っ
た
経
験
を
も
と

に
創
設
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自

由
に
表
現
で
き
る
展
示
場
の
提

供
を
目
的
と
す
る
。単
な
る「
白

い
壁
」
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
な

く
、
作
品
と
触
れ
合
う
幻
想
な

世
界
に
没
入
で
き
る
新
ス
タ
イ

ル
の
ア
ー
ト
体
験
を
生
み
出

す
。
ジ
ェ
シ
ー
は
、「
私
た
ち

の
願
い
は
、
あ
ら
ゆ
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
達
が
定
期
的
に
作
品
を

発
表
で
き
交
流
す
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

リ
ビ
ン
グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
フ
ァ
ン
の
た

め
の
新
ユ
ニ
ー
ク
企
画
で
場
を

表
現
す
る
。
私
は
自
分
た
ち
が

作
っ
た
も
の
を
と
て
も
誇
り
に

思
う
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
在
住
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
サ
カ
イ
＝
写
真
左
＝
も

参
加
し
、
風
景
や
自
然
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い

る
。
サ
カ
イ
氏
は
自
身
の
作
品

に
つ
い
て
「
Ｎ
Ｙ
の
街
や
自
然

を
モ
チ
ー
フ
に
、
時
間
の
流
れ

や
変
化
の
美
し
さ
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
み
ん
な
が
幸
せ
に
過

ご
せ
る
未
来
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
変
わ
る
僕
の
心
象
風

景
を
描
い
て
い
ま
す
」
と
述
べ

た
。

　
３
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時

か
ら
11
時
ま
で
は
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
ナ
イ
ト
を
開
催
予
定
。
ヘ
ル

ナ
ン
デ
ス
氏
は
「
こ
の
特
別
な

夜
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が

作
品
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
来

場
者
と
交
流
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

今
後
も
シ
テ
ィ
メ
イ
ズ
は
、
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

開
催
し
、
さ
ら
に
多
く
の
ア
ー

ト
フ
ァ
ン
が
つ
な
が
る
場
を
提

供
す
る
。
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
氏
の

Ｎ
Ｙ
発
ア
ー
ト
を
も
っ
と
自
由

で
開
か
れ
た
も
の
に
す
る
た
め

の
挑
戦
は
続
く
。

　

入
場
料
は
20
〜
25
ド
ル

（Eventbrite

購
入
可
能
）。
開

館
日
は
木
・
金
・
土
曜
が
午
前

10
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
、 

日

曜
は
午
後
８
時
ま
で
。

（
Ｎ
Ｙ
在
住
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
・
ラ
イ
タ
ー
、
古
市
裕

子
、
写
真
も
）

没
入
型
ギ
ャ
ラ
リ
ー

サ
カ
イ
も
参
加
シティ・メイズ

https://neuroacuny.com/
https://ishitanihealth.com/
http://www.keenecenter.org/
https://www.keenecenter.org/
https://sailormoonsuperlive.com/
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.nyctourism.com/off
mailto:domonkai.eastern.usa@gmail.com
https://redwoodartgroup.com/artexpo-new-york
mailto:info@nyjalc.org
https://www.nipponclub.org



